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在
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中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
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題
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ド
イ
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法
と
の
比
較
法
的
研
究
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第
一
章　

前
提
的
考
察

　

第
一
節　

問
題
の
所
在

　

第
二
節　

在
職
中
の
守
秘
義
務

　
　

一　

根
拠

　
　

二　

不
正
競
争
防
止
法
上
の
守
秘
義
務

　
　

三　

労
働
契
約
上
の
守
秘
義
務

　
　

四　

不
競
法
と
の
差
異

　

第
三
節　

守
秘
条
項

　

第
四
節　

違
反
の
効
果

　

第
五
節　

契
約
終
了
後
の
信
義
則
上
の
守
秘
義
務
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ぐ
る
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第
六
節　

競
業
避
止
義
務
と
の
関
係

　

第
七
節　

小
括

第
二
章　

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
在
職
中
の
守
秘
義
務

　

第
一
節　

ド
イ
ツ
法
研
究
の
意
義

　

第
二
節　

不
正
競
争
防
止
法
（G

esetz gegen den unlauteren W
ettbew

erb

）

　
　

一　

不
正
競
争
防
止
法
一
七
条

　
　

二　

基
本
法
上
の
保
護

　
　

三　

保
護
対
象

　
　

四　

在
職
中
に
取
得
し
た
秘
密
の
利
用

　
　

五　

違
反
の
効
果

　

第
三
節　

契
約
に
内
在
す
る
守
秘
（
秘
密
保
持
）
義
務

　
　

一　

義
務
内
容
（
根
拠
・
保
護
対
象
）

　
　

二　

不
競
法
と
の
差
異

　

第
四
節　

時
間
的
適
用
範
囲

　
　

一　

問
題
の
所
在

　
　

二　

裁
判
例

　
　

三　

検
討

　

第
五
節　

労
働
契
約
上
の
守
秘
条
項

　
　

一　

意
義

　
　

二　

守
秘
義
務
拡
張
の
限
界

　

第
六
節　

約
款
を
用
い
た
労
働
契
約
に
よ
る
守
秘
条
項
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法
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課
題

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
六
三

一
〇
七
一

　

第
七
節　

違
反
の
法
律
効
果

　

第
八
節　

競
業
避
止
義
務
と
の
関
係

　

第
九
節　

小
括

第
三
章　

比
較
法
的
考
察

　
　

一　

根
拠

　
　

二　

要
件

　
　

三　

契
約
上
の
守
秘
条
項

　
　

四　

違
反
の
効
果

　
　

五　

競
業
避
止
義
務
と
の
関
係

　
　

六　

契
約
終
了
後
の
信
義
則
上
の
守
秘
義
務

第
一
章
　
前
提
的
考
察

第
一
節
　
問
題
の
所
在

　

労
働
者
は
、
労
働
契
約
の
存
続
中
、
誠
実
義
務
の
一
内
容
と
し
て
、
守
秘
義
務
（
秘
密
保
持
義
務
）
を
負
い
、
使
用
者
の
営
業
上
の
秘
密

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
そ
の
承
諾
な
く
使
用
・
開
示
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る）

1
（

。
も
っ
と
も
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
っ
て
は
、

以
下
の
と
お
り
、
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
守
秘
義
務
の
違
法
性
の
判
断
が
、
如
何
な
る
基
準
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
か
で
あ
る
。
在
職
中
の
守
秘
義
務
は
、
不
正
競
争
防
止

法
か
ら
生
じ
る
も
の
と
、
労
働
契
約
上
の
守
秘
義
務
に
基
づ
く
営
業
秘
密
の
保
護
と
二
つ
存
在
し
て
い
る
。
労
働
契
約
上
の
守
秘
義
務
の
観

点
か
ら
、
保
護
に
値
す
る
秘
密
か
否
か
を
ど
の
よ
う
に
判
断
す
べ
き
か
と
い
う
点
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
契
約
上
の
守
秘
義
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六
八
巻
三
号�

二
六
四

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

一
〇
七
二

務
の
保
護
対
象
に
つ
い
て
、
労
働
者
の
権
利
な
い
し
利
益
の
過
度
な
制
限
を
考
慮
し
、
秘
密
の
保
護
対
象
を
明
確
化
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

不
競
法
上
の
三
要
件
（
非
公
知
性
・
有
用
性
・
秘
密
管
理
性
）
を
用
い
て
判
断
す
る
裁
判
例）

2
（

も
み
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
明

ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
契
約
上
で
守
秘
条
項
を
定
め
る
場
合
、
当
該
条
項
の
有
効
性
を
め
ぐ
っ
て
は
、
信
義
則
上
の
守
秘
義
務
を
拡
張
し
得
る
の
か
否
か
、

十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
他
、
労
働
契
約
の
付
随
義
務
と
し
て
の
守
秘
義
務
に
つ
い
て
も
、
契
約
終
了
後
は
消
滅
す
る
と
い

う
見
解
と
、
信
義
則
上
、
契
約
終
了
後
も
守
秘
義
務
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
見
解
と
で
対
立
が
み
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
守
秘
義
務
は
、
競
争
会
社
へ
の
秘
密
漏
え
い
を
阻
止
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
競
業
避
止
義
務
と
密
接
に
関
わ
る
義
務
内
容

で
あ
る
。
競
業
避
止
義
務
は
、
労
働
者
の
競
合
会
社
で
の
就
労
を
禁
止
す
る
と
同
時
に
兼
職
避
止
義
務
と
も
重
複
し
、
労
働
者
が
有
す
る
、

憲
法
二
二
条
一
項
の
職
業
選
択
の
自
由
と
の
抵
触
問
題
が
生
じ
る）

3
（

。
こ
れ
に
対
し
、
守
秘
義
務
は
、
労
働
者
の
就
労
そ
の
も
の
を
制
限
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
憲
法
二
二
条
一
項
に
基
づ
く
職
業
選
択
の
自
由
に
抵
触
す
る
可
能
性
が
低
く
、
そ
れ
ゆ
え
、
業
選
選
択
の
自
由
と
い
う

労
働
法
上
の
価
値
と
の
調
整
を
図
る
上
で
も
適
切
な
規
制
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る）

4
（

。
そ
こ
で
、
守
秘
義
務
の
内
容
を
分
析
し
、
明
確
化
す
る

こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

こ
の
点
、
ド
イ
ツ
法
で
は
、
在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
っ
て
は
、
不
正
競
争
防
止
法
お
よ
び
契
約
上
の
守
秘
義
務
の
議
論
が
み
ら
れ
る

と
こ
ろ
、
そ
の
根
拠
、
保
護
対
象
や
違
法
性
の
評
価
に
お
け
る
視
点
は
参
考
に
す
べ
き
点
が
多
い
も
の
と
考
え
る
（
比
較
法
の
意
義
に
つ
い

て
は
、
第
二
章
第
一
節
で
後
述
す
る
。）。
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
議
論
を
概
観
し

た
上
で
、
ド
イ
ツ
法
の
議
論
を
紹
介
し
、
そ
の
比
較
的
考
察
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
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六
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二
六
五

一
〇
七
三

第
二
節
　
在
職
中
の
守
秘
義
務

一
　
根
拠

　

在
職
中
の
守
秘
義
務
は
、
不
法
行
為
の
特
別
法
と
し
て
の
不
正
競
争
防
止
法
（
以
下
、﹁
不
競
法
﹂
と
い
う
。）
上
の
保
護
規
定
に
よ
っ
て

生
じ
る
義
務
と
、
信
義
則
に
基
づ
い
て
誠
実
義
務
と
し
て
生
じ
る
義
務
と
二
つ
に
区
別
さ
れ
る
。
ま
ず
、
不
競
法
は
、
知
的
財
産
法
に
属
す

る
法
で
あ
る
が
、﹁
営
業
秘
密
の
使
用
・
開
示
﹂
に
対
す
る
法
規
性
を
整
備
し
て
い
る
た
め
、
守
秘
義
務
の
実
質
的
法
源
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る）

5
（

。
一
方
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
は
、
信
義
則
（
労
働
契
約
法
三
条
四
項
）
に
基
づ
き
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
を
不
当
に
侵
害

し
な
い
よ
う
配
慮
す
る
義
務
か
ら
当
然
に
生
じ
る
義
務
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、契
約
上
の
守
秘
義
務
は
、不
競
法
上
の
﹁
営

業
秘
密
﹂
を
超
え
て
広
範
な
使
用
者
の
利
益
を
保
護
す
る
も
の
と
一
般
的
に
は
解
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
保
護
対
象
の
限
界
お
よ
び
違

法
性
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
議
論
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
三
で
後
述
す
る
。

二
　
不
正
競
争
防
止
法
上
の
守
秘
義
務

　

不
競
法
は
、﹁
不
正
競
争
﹂
を
禁
止
し
て
い
る
。
不
競
法
二
条
一
項
七
号
は
、
営
業
秘
密
を
保
有
す
る
事
業
者
（
以
下
、﹁
保
有
者
﹂
と
い

う
。）
か
ら
そ
の
営
業
秘
密
を
示
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
で
、
ま
た
は
そ
の
保
有
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
で
、

そ
の
営
業
秘
密
を
使
用
し
、
ま
た
は
開
示
す
る
行
為
を
禁
止
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、
労
働
者
が
在
職
中
・
退
職
後
を
問
わ
ず
信
義
則
上

の
守
秘
義
務
を
認
め
る
趣
旨
の
規
制
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
お
り）

6
（

、
こ
の
類
型
の
不
正
行
為
は
、
信
義
則
違
反
類
型
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
）
7
（

。
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㈠　

営
業
秘
密

　

ま
ず
、
不
正
競
争
の
要
件
と
し
て
、
対
象
と
な
る
秘
密
が
﹁
営
業
秘
密
﹂
で
あ
る
こ
と
（
不
競
法
二
条
六
項
）
が
必
要
と
さ
れ
る
。
不
競

法
上
の
営
業
秘
密
は
、
保
有
者
の
管
理
下
以
外
で
は
一
般
的
に
入
手
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
で
十
分
と
さ
れ
て
お
り
、
特
に
﹁
競
業
財

産
﹂
と
し
て
の
特
性
を
有
す
る
、
財
産
的
性
格
の
強
い
社
会
的
利
益
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る）

8
（

。
こ
う
し
た
特
徴
の
も
と
、
不
競
法
で
は
、

具
体
的
に
三
つ
の
要
件
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
営
業
秘
密
﹂
と
は
、
秘
密
と
し
て
管
理
さ
れ
て
お
り
（
秘
密
管
理
性
）、
有
用
性
が
あ

り
（
有
用
性
）、
公
然
と
知
ら
れ
て
い
な
い
（
非
公
知
性
）
情
報
を
い
う
（
同
法
二
条
六
項
）。
こ
れ
に
加
え
、
明
文
の
規
定
は
存
在
し
な
い

も
の
の
、
秘
密
と
し
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
正
当
な
利
益
が
あ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る）

9
（

。
こ
の
よ
う
に
一
定
の
制
限
が
加
え
ら
れ
て
い

る
の
は
、
企
業
活
動
で
利
用
さ
れ
る
全
て
の
情
報
を
法
的
に
保
護
す
る
と
、
情
報
の
自
由
な
利
用
や
流
通
、
さ
ら
に
は
企
業
活
動
の
自
由
を

妨
げ
て
し
ま
う
た
め
で
あ
る）
₁₀
（

。
そ
の
他
、
第
三
者
保
護
の
た
め
、
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
た
者
が
何
が
財
産
的
情
報
な
の
か
明
確
に
認
識
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
い
っ
た
指
摘
が
み
ら
れ
る）
₁₁
（

。

　
　

⒜　

秘
密
管
理
性

　

三
つ
の
要
件
の
う
ち
、
秘
密
管
理
性
は
、
単
に
営
業
秘
密
の
保
有
者
が
秘
密
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
意
思
を
も
つ
だ
け
で
は
不
十
分
で

あ
り
、
客
観
的
に
秘
密
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
要
件
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る）
₁₂
（

。
こ
の
要
件
は
、
従
業

員
の
職
業
選
択
の
自
由
を
考
慮
し
、
従
業
員
に
帰
属
す
る
一
般
的
な
知
識
と
保
護
対
象
と
さ
れ
る
営
業
秘
密
と
の
識
別
可
能
性
を
前
提
と
す

る
）
₁₃
（

。
具
体
的
に
は
、
情
報
・
秘
密
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
人
的
・
物
理
的
制
限
、
情
報
・
秘
密
の
区
分
・
特
定
・
表
示
、
守
秘
義
務
規
程
・
守
秘

条
項
の
存
在
、
こ
れ
ら
管
理
を
機
能
さ
せ
る
た
め
の
整
備
を
総
合
し
て
、
厳
格
に
判
断
さ
れ
る）
₁₄
（

。
こ
の
よ
う
に
、
秘
密
管
理
性
を
厳
格
に
判

断
す
る
こ
と
は
、
労
働
者
の
退
職
後
の
自
由
な
職
業
活
動
を
保
障
す
る
と
い
う
点
で
重
要
視
さ
れ
て
い
る）
₁₅
（

。
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例
え
ば
、
顧
客
情
報
の
よ
う
な
営
業
上
の
情
報
は
、
顧
客
名
簿
の
よ
う
に
顧
客
情
報
の
集
合
体
と
し
て
は
秘
密
性
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ

る
一
方
、
個
々
の
顧
客
情
報
は
、
当
該
営
業
主
の
下
で
長
年
に
わ
た
り
勤
務
し
た
従
業
員
に
と
っ
て
、
顧
客
名
簿
を
持
ち
出
さ
な
く
と
も
周

知
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
営
業
主
が
秘
密
と
し
て
管
理
し
て
い
る
顧
客
名
簿
に
ア
ク
セ
ス
し
て
知
っ
た
も
の
か
否
か
に
つ
い
て
吟
味
さ

れ
る）
₁₆
（

。
裁
判
例
で
は
、
従
業
員
が
在
職
中
に
得
た
顧
客
情
報
を
退
職
後
に
用
い
て
営
業
活
動
を
行
っ
た
行
為
に
つ
い
て
、
不
競
法
上
の
守
秘

義
務
違
反
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
、
顧
客
情
報
の
秘
密
管
理
性
が
争
わ
れ
て
き
た）
₁₇
（

。
ま
た
、
近
年
で
は
、
秘
密
管
理
性
が
、
契
約
上
の
守
秘
義

務
に
違
反
す
る
か
否
か
に
お
い
て
審
査
さ
れ
る
も
の
も
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
本
節
三
㈠
で
紹
介
を
行
う
。

　
　

⒝　

有
用
性

　

有
用
性
は
、
事
業
活
動
に
使
用
さ
れ
る
際
に
、
客
観
的
な
経
済
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。
具
体
的
に
は
、
当
該
情
報

に
よ
り
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
生
産
・
販
売
、
研
究
開
発
、
費
用
の
節
約
、
経
営
効
率
の
改
善
な
ど
の
現
在
ま
た
は
将
来
の
経
済
活
動
に
役
立
て

る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
が
判
断
さ
れ
る
。
肯
定
例
と
し
て
、
製
品
の
設
計
図
、
製
法
、
基
礎
的
な
研
究
デ
ー
タ
等
の
よ
う

な
技
術
情
報
や
、
顧
客
名
簿
、
販
売
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
よ
う
な
営
業
上
の
情
報
が
例
示
さ
れ
て
い
る）
₁₈
（

。

　
　

⒞　

非
公
知
性

　

非
公
知
性
は
、
そ
の
情
報
が
刊
行
物
等
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
等
、
不
特
定
の
者
が
公
然
と
（
不
正
な
手
段
に
よ
ら
ず
し
て
）
知
り
う
る

状
態
に
な
い
こ
と
を
い
う）
₁₉
（

。
す
な
わ
ち
、
財
産
的
情
報
と
し
て
保
護
す
べ
き
利
益
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い

情
報
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
秘
密
の
対
象
が
そ
の
保
有
者
の
管
理
で
き
る
範
囲
外
の
者
に
と
っ
て
、
入
手
不
可
能

で
あ
れ
ば
よ
く
、
法
律
上
ま
た
は
条
理
上
の
秘
密
保
持
義
務
を
負
担
す
る
者
が
秘
密
を
知
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
公
知
に
な
っ
た
と
は
評
価
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一
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さ
れ
な
い）
₂₀
（

。

　

㈡　

不
競
法
二
条
一
項
七
号

　

不
競
法
二
条
一
項
七
号
は
、
ま
ず
、
保
有
者
か
ら
示
さ
れ
た
秘
密
の
開
示
で
あ
る
こ
と
を
一
つ
目
の
要
件
と
し
て
お
り
、
そ
の
典
型
例
と

し
て
、
労
働
（
雇
用
）
契
約
上
の
従
業
員
の
行
為
が
挙
げ
ら
れ
る）
₂₁
（

。
企
業
が
従
業
員
に
提
示
し
た
営
業
秘
密
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
た

め
、
在
職
中
に
開
発
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、
自
ら
収
集
し
た
顧
客
情
報
は
、
企
業
が
示
し
た
情
報
で
は
な
い
も
の
と
評
価
さ
れ
る）
₂₂
（

。

　

次
に
、
保
有
者
か
ら
示
さ
れ
た
営
業
秘
密
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
、
不
正
の
競
業
そ
の
他
の
図
利
加
害
目
的
に
よ
る
行
為
で
あ
る

こ
と
（
同
条
一
項
七
号
）
が
必
要
と
な
る
。
つ
ま
り
、
営
業
秘
密
を
使
用
し
、
ま
た
は
開
示
す
る
行
為
に
つ
い
て
、
図
利
加
害
目
的
が
あ
っ

た
か
ど
う
か
が
審
査
さ
れ
る
。

　

ま
ず
、﹁
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
﹂（
図
利
目
的
）
は
、
信
義
則
上
の
守
秘
義
務
に
著
し
く
違
反
す
る
場
合
を
い
い
、
競
争
関
係
に
あ
る

事
業
を
行
う
目
的
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
は
、
自
ら
不
正
の
利
益
を
得
る
目
的
（
自
己
図
利
目
的
）
の
み
な
ら
ず
、
第
三
者
に
不

正
に
利
益
を
得
さ
せ
る
目
的
（
第
三
者
図
利
目
的
）
も
含
ま
れ
る
。﹁
不
正
﹂
の
具
体
的
な
判
断
は
、
当
事
者
間
の
信
頼
関
係
の
程
度
、
営

業
秘
密
の
保
有
者
の
利
益
、
営
業
秘
密
を
示
さ
れ
た
者
の
利
益
、
営
業
秘
密
の
態
様
な
ど
を
勘
案
し
て
な
さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る）
₂₃
（

。

　

ま
た
、﹁
保
有
者
に
損
害
を
加
え
る
目
的
﹂（
加
害
目
的
）
と
は
、
営
業
秘
密
の
保
有
者
に
対
し
、
財
産
上
の
損
害
、
信
用
の
失
墜
そ
の
他

の
有
形
無
形
の
不
当
な
損
害
を
加
え
る
目
的
の
こ
と
を
指
し
、
現
実
に
損
害
が
生
じ
る
こ
と
は
要
し
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る）
₂₄
（

。
こ
の
よ
う

に
、
不
競
法
上
の
守
秘
義
務
は
、
違
法
性
の
判
断
に
お
い
て
、
図
利
加
害
目
的
を
要
件
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
厳
格
な
判
断
が
な
さ
れ
る

も
の
と
解
さ
れ
る
。
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㈢　

効
果

　

不
競
法
上
の
不
正
行
為
と
し
て
認
め
ら
れ
た
場
合
、
違
反
の
効
果
と
し
て
、
差
止
め
（
同
法
三
条
一
項
）、
損
害
賠
償
（
同
法
四
条
、
損

害
額
の
推
定
に
関
し
て
は
、
同
法
五
条
を
参
照
。）、
侵
害
行
為
を
組
成
し
た
物
の
廃
棄
、
侵
害
行
為
に
供
し
た
設
備
の
除
却
（
同
法
三
条
二

項
）、
信
用
回
復
措
置
（
同
法
一
四
条
）
の
他
、
罰
則
も
定
め
ら
れ
て
い
る
（
同
法
二
一
条
）。
こ
の
よ
う
に
、
不
競
法
上
の
不
正
競
争
の
要

件
に
該
当
す
る
限
り
で
、
使
用
者
の
営
業
秘
密
の
保
護
を
確
実
な
も
の
と
し
て
い
る
。

三
　
労
働
契
約
上
の
守
秘
義
務

　

㈠　

守
秘
義
務
の
対
象

　

労
働
者
は
、
信
義
則
（
労
契
法
三
条
四
項
）
に
基
づ
く
付
随
義
務
と
し
て
生
じ
る
誠
実
義
務
の
う
ち
、
兼
職
避
止
義
務
や
競
業
避
止
義
務

の
他
に
、
在
職
中
に
知
り
得
た
秘
密
を
保
持
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
こ
の
義
務
は
、
守
秘
義
務
あ
る
い
は
秘
密
保
持
義
務
と
も
言
わ
れ

て
い
る）
₂₅
（

。
労
働
契
約
上
の
守
秘
義
務
違
反
の
有
無
を
め
ぐ
っ
て
は
、
守
秘
義
務
の
保
護
対
象
と
な
る
情
報
か
否
か
、
対
象
と
さ
れ
る
場
合
、

当
該
情
報
が
開
示
・
利
用
さ
れ
た
か
否
か
が
検
討
さ
れ
る
。
近
年
に
お
い
て
は
、
特
に
、
守
秘
義
務
の
保
護
対
象
の
判
断
を
め
ぐ
っ
て
、
次

の
と
お
り
、
裁
判
例
に
お
い
て
見
解
の
対
立
が
み
ら
れ
る
。

　
　

⒜　

客
観
的
価
値
の
有
無

　

一
つ
目
は
、
秘
密
保
護
の
対
象
が
、
秘
密
と
し
て
の
客
観
的
価
値
を
有
す
る
か
否
か
で
判
断
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
不
競
法

に
い
う
﹁
営
業
秘
密
﹂
に
該
当
し
な
い
よ
う
な
秘
密
に
関
し
て
は
、
契
約
解
釈
の
問
題
が
生
じ）
₂₆
（

、
秘
密
と
し
て
の
客
観
的
価
値
を
有
す
る
限

り
で
、
保
護
の
対
象
と
さ
れ
る）
₂₇
（

。
こ
の
点
、
メ
リ
ル
リ
ン
チ
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ズ
事
件）
₂₈
（

は
、
守
秘
義
務
違
反
の
懲
戒
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解
雇
事
由
該
当
性
が
争
わ
れ
た
事
案
で
あ
り
、
顧
客
や
人
事
に
関
す
る
情
報
が
、
守
秘
義
務
の
保
護
対
象
と
し
て
、
客
観
的
に
み
て
使
用
者

に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
い
る
。
本
件
で
は
、
顧
客
リ
ス
ト
や
社
内
の
人
事
情
報
に
関
す
る
や
り
取
り
の
記
載
さ
れ
た

書
類
等
が
、
顧
客
と
の
信
頼
関
係
を
得
る
こ
と
が
必
須
と
な
る
投
資
顧
問
業
を
営
ん
で
い
た
使
用
者
に
と
っ
て
、
外
部
に
開
示
さ
れ
る
こ
と

が
予
定
さ
れ
て
い
な
い
機
密
情
報
で
あ
る
と
し
て
、
保
護
対
象
と
認
め
ら
れ
た
。
な
お
、
本
件
各
書
類
に
つ
い
て
、
特
別
な
秘
密
指
定
や
管

理
が
さ
れ
た
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
機
密
性
の
判
断
は
、
書
類
の
内
容
か
ら
客
観
的
に
判
断
さ
れ
る
事
柄
で

あ
る
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
当
該
情
報
が
自
由
に
開
示
・
使
用
さ
れ
れ
ば
、
容
易
に
競
合
他
社
の
利
益
ま
た
は
使
用
者
の
不
利
益
を
生
じ

さ
せ
る
場
合
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
守
秘
義
務
の
対
象
と
し
て
肯
定
し
て
い
る）
₂₉
（

。

　
　

⒝　

不
競
法
上
の
営
業
秘
密
の
要
件

　

近
年
に
お
い
て
は
、
不
競
法
上
の
﹁
営
業
秘
密
﹂
と
同
義
に
解
す
る
必
要
は
な
い
と
し
つ
つ
も
、
不
競
法
上
の
営
業
秘
密
に
関
す
る
非
公

知
性
、
有
用
性
、
秘
密
管
理
性
の
要
件
を
求
め
る
裁
判
例
が
散
見
さ
れ
る
。
な
お
、
不
競
法
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
労
働
者
が
在
職
中
に

持
ち
出
し
た
顧
客
・
機
密
情
報
を
退
職
後
に
用
い
て
営
業
活
動
を
行
っ
た
事
案
に
つ
き
、
当
該
情
報
の
秘
密
管
理
性
が
争
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も

み
ら
れ）
₃₀
（

、
契
約
上
の
守
秘
義
務
と
同
様
の
紛
争
類
型
が
存
在
し
て
い
る
。

　
　
　

①　

レ
ガ
シ
ィ
事
件

　

不
競
法
上
の
三
要
件
を
掲
げ
た
も
の
と
し
て
、
レ
ガ
シ
ィ
事
件）
₃₁
（

が
あ
る
。
本
件
は
、
労
働
者
が
残
業
代
請
求
訴
訟
を
提
起
す
る
た
め
、
退

職
前
に
従
業
員
の
担
当
顧
客
に
係
る
情
報
（
顧
客
の
名
称
・
一
部
の
顧
客
に
関
す
る
報
酬
の
時
間
単
価
）
お
よ
び
そ
の
顧
客
か
ら
の
受
任
業

務
を
処
理
す
る
の
に
費
や
し
た
作
業
時
間
等
が
記
載
さ
れ
た
文
書
を
持
ち
出
し
た
こ
と
に
対
し
、
労
働
契
約
上
の
機
密
（
秘
密
）
保
持
義
務
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違
反
を
理
由
に
使
用
者
が
損
害
賠
償
請
求
を
行
っ
た
事
案
で
あ
る
。
本
判
決
は
、
以
下
の
と
お
り
、
在
職
中
の
守
秘
義
務
の
対
象
に
つ
い
て
、

不
競
法
上
の
営
業
秘
密
よ
り
も
広
い
範
囲
の
も
の
と
判
断
し
つ
つ
も
、
不
競
法
で
掲
げ
ら
れ
る
三
つ
の
要
件
（
非
公
知
性
・
有
用
性
・
秘
密

管
理
性
）
を
用
い
て
判
断
し
て
い
る
。

　

労
働
契
約
上
の
機
密
（
秘
密
）
保
持
義
務
の
対
象
と
な
る
機
密
は
、﹁
不
正
競
争
防
止
法
上
の
営
業
秘
密
よ
り
も
広
い
範
囲
の
も
の
と
な

り
得
る
が
、
同
時
に
、
そ
の
守
秘
義
務
の
範
囲
が
無
限
定
の
も
の
と
な
り
、
過
度
に
労
働
者
の
権
利
な
い
し
利
益
を
制
限
し
た
り
、
情
報
の

取
扱
い
に
つ
い
て
萎
縮
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
そ
の
範
囲
を
限
定
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
。
あ
る
情
報
を
も
っ
て
﹁
営
業
上
の
秘
密
﹂

と
い
う
た
め
に
は
、
当
該
情
報
の
属
性
と
し
て
、
機
密
の
本
来
的
な
語
義
か
ら
し
て
い
ま
だ
公
然
と
知
ら
れ
て
い
な
い
情
報
で
あ
り
（
非
公

知
性
）、
当
該
企
業
の
活
動
上
の
有
用
性
を
持
つ
こ
と
（
有
用
性
）、
そ
の
う
え
で
当
該
情
報
が
当
該
企
業
に
お
い
て
明
確
な
形
で
秘
密
と
し

て
関
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
秘
密
管
理
性
）
が
必
要
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
﹂。
こ
の
よ
う
に
、不
競
法
の
要
件
を
掲
げ
る
理
由
と
し
て
、

労
働
者
の
権
利
な
い
し
利
益
の
過
度
な
制
限
を
抑
止
す
る
こ
と
を
挙
げ
、
上
記
三
つ
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
し
た
。
も
っ
と
も
、
三
要

件
の
具
体
的
判
断
を
み
る
限
り
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
に
よ
る
保
護
対
象
が
、
不
競
法
上
の
営
業
秘
密
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
な
点
で
広
い
の

か
に
つ
い
て
明
確
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
　
　

②　

印
刷
顧
客
情
報
事
件

　

次
に
、
印
刷
顧
客
情
報
事
件）
₃₂
（

は
、
雇
用
契
約
上
の
秘
密
保
持
義
務
違
反
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
、
特
に
、
秘
密
管
理
性
に
つ
い
て
、
情
報
管

理
が
従
業
員
に
明
確
に
認
識
さ
れ
る
た
め
に
十
分
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
し
て
い
る
。
本
件
で
は
、
就
業
規
則
上
、
顧
客
情
報
の
開
示

を
禁
止
す
る
旨
の
規
定
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
個
人
の
記
憶
や
連
絡
先
の
個
人
的
な
手
控
え
な
ど
に
係
る
帰
属
性
が
曖
昧
な
顧
客
情
報
に
つ

い
て
、
以
下
の
点
を
考
慮
し
て
秘
密
管
理
性
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
顧
客
情
報
は
、
営
業
担
当
者
が
営
業
活
動
を
行
い
取
得
し
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一
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て
事
業
主
体
者
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
有
・
蓄
積
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
営
業
担
当
者
の
営
業
活
動
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た

顧
客
と
の
信
頼
や
個
人
的
な
親
交
の
結
果
、
営
業
担
当
者
の
記
憶
に
残
る
な
ど
し
て
、
帰
属
す
る
こ
と
に
な
る
情
報
と
重
複
す
る
部
分
が
あ

る
。
そ
し
て
、﹁
退
職
後
に
当
該
営
業
担
当
者
に
お
い
て
自
由
な
使
用
が
許
さ
れ
な
く
営
業
秘
密
と
し
て
、
上
記
就
業
規
則
所
定
の
秘
密
保

持
義
務
の
対
象
と
な
る
と
い
う
た
め
に
は
、
事
業
主
体
者
が
保
有
し
蓄
積
す
る
に
至
っ
た
情
報
全
体
が
営
業
秘
密
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
る

の
み
で
は
足
り
ず
、
当
該
情
報
が
上
記
の
よ
う
な
個
人
に
帰
属
す
る
と
み
る
こ
と
の
で
き
る
部
分
（
個
人
の
記
憶
や
手
控
え
と
し
て
残
る
部

分
）
も
含
め
て
開
示
等
が
禁
止
さ
れ
る
営
業
秘
密
で
あ
る
こ
と
が
当
該
従
業
員
ら
に
と
っ
て
明
確
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
形
で

管
理
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
﹂
と
し
た
。
具
体
的
に
、
従
業
員
が
顧
客
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と

を
制
限
さ
れ
ず
、
顧
客
の
連
絡
先
等
の
情
報
を
手
元
に
残
さ
な
い
よ
う
指
導
を
受
け
て
い
た
事
実
な
ど
も
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
顧
客
情
報
の
中
で
も
営
業
秘
密
の
帰
属
性
の
判
断
が
難
し
い
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
は
、
秘
密
管
理
性
と
し
て
、
秘
密

に
お
け
る
従
業
員
の
客
観
的
な
認
識
可
能
性
が
審
査
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

③　

関
東
工
業
事
件

　

退
職
後
の
守
秘
条
項
に
基
づ
く
秘
密
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
事
案
で
は
あ
る
が
、
不
競
法
上
の
営
業
秘
密
の
要
件
を
踏
ま
え
た
立
場
が
採

用
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
関
東
工
業
事
件）
₃₃
（

は
、
就
業
規
則
上
の
退
職
後
の
守
秘
義
務
に
基
づ
く
﹁
秘
密
﹂
に
つ
き
、
以
下
の
と
お
り
判

断
し
て
い
る
。

　

就
業
規
則
上
の
守
秘
義
務
に
関
す
る
﹁
規
制
に
よ
り
、
労
働
者
の
行
動
を
萎
縮
さ
せ
る
な
ど
そ
の
正
当
な
行
為
ま
で
不
当
に
制
約
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
そ
の
秘
密
情
報
の
内
容
が
客
観
的
に
明
確
に
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
点
で
、
当
該
情
報
が
、
当
該

企
業
に
お
い
て
明
確
な
形
で
秘
密
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
最
低
限
必
要
と
い
う
べ
き
で
あ
る
し
、
ま
た
、﹁
秘
密
﹂
の
本
来
的
な
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一
〇
八
一

語
義
か
ら
し
て
も
、
未
だ
公
然
と
知
ら
れ
て
い
な
い
情
報
で
あ
る
こ
と
は
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
﹂。

　

こ
の
よ
う
に
、
労
働
契
約
上
の
守
秘
義
務
の
保
護
対
象
に
つ
い
て
、
労
働
者
の
行
為
の
過
度
な
制
約
の
防
止
と
い
う
側
面
か
ら
、
不
競
法

上
の
秘
密
管
理
性
や
非
公
知
性
の
要
件
を
求
め
て
い
る
。

　
　
　

④　

検
討

　

上
記
の
と
お
り
、
レ
ガ
シ
ィ
事
件
や
関
東
工
業
事
件
の
よ
う
に
、
近
年
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
労
働
者
の
権
利
な
い
し
利
益
の
過
度
な

制
限
を
踏
ま
え
て
、
秘
密
の
保
護
対
象
を
明
確
化
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
不
競
法
上
掲
げ
ら
れ
る
要
件
を
用
い
た
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
印
刷
顧
客
情
報
事
件
で
は
、
個
人
の
記
憶
や
手
控
え
と
し
て
残
る
顧
客
情
報
に
つ
い
て
、
使
用
者
に
帰
属
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、

従
業
員
に
帰
属
す
る
の
か
、
曖
昧
な
性
質
を
有
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
秘
密
管
理
性
に
お
い
て
、
従
業
員
に
明
確
に
認
識
さ
れ
る
た
め
に
十

分
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
着
目
し
て
審
査
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
契
約
上
の
秘
密
の
保
護
対
象
が
明
確
で
な
い
と
、
労
働
者
が
保
護

す
べ
き
対
象
に
つ
い
て
認
識
が
困
難
で
あ
る
場
面
が
生
じ
、
そ
の
結
果
、
労
働
者
の
活
動
を
制
限
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
点
を
考
慮

し
て
お
り
、
使
用
者
の
利
益
と
労
働
者
の
利
益
双
方
を
踏
ま
え
た
判
断
を
行
う
傾
向
に
あ
る
。

　

こ
の
点
、
前
述
の
と
お
り
、
不
競
法
に
お
い
て
は
、
上
記
要
件
を
挙
げ
た
背
景
の
一
つ
に
、
何
が
財
産
的
情
報
な
の
か
明
確
に
認
識
で
き

る
と
い
う
点
で
意
義
を
有
す
る
と
い
っ
た
指
摘
も
あ
り）
₃₄
（

、
か
か
る
指
摘
は
、
上
記
裁
判
例
の
見
解
と
共
通
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
し
か
し
一

方
で
、
不
競
法
は
、
情
報
の
自
由
な
利
用
や
流
通
と
い
っ
た
点
も
考
慮
し
た
上
で
、
上
記
三
要
件
に
限
定
し
て
い
る）
₃₅
（

。
上
記
裁
判
例
を
み
る

限
り
、
労
働
契
約
上
の
秘
密
保
持
（
守
秘
）
義
務
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
の
考
慮
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
労
働
契
約
上
の
秘
密
保
持
（
守
秘
）
義
務
に
お
い
て
、
不
競
法
上
の
営
業
秘
密
と
同
様
の
非
公
知
性
、

有
用
性
、
秘
密
管
理
性
の
要
件
を
求
め
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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㈡　

態
様

　

守
秘
義
務
の
対
象
と
さ
れ
る
情
報
が
、
開
示
・
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
使
用
者
の
利
益
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
、
守
秘
義
務
違
反
は
肯

定
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
開
示
や
使
用
が
確
定
的
事
実
で
な
い
場
合
、
例
え
ば
、
守
秘
義
務
の
保
護
対
象
と
さ
れ
た
情
報
の
持
ち
出
し
行
為

が
あ
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。

　

例
え
ば
、
前
掲
レ
ガ
シ
ィ
事
件）
₃₆
（

は
、
機
密
情
報
の
持
ち
出
し
行
為
に
関
す
る
守
秘
義
務
違
反
の
該
当
性
に
つ
い
て
、
労
働
者
に
不
当
に
開

示
す
る
目
的
が
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
判
断
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
労
働
者
が
、
残
業
代
請
求
訴
訟
を
提
起
す
る
た
め
に
必
要
な
機
密

の
文
書
を
第
三
者
に
伝
達
す
る
こ
と
が
当
然
に
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
漏
洩
行
為
に
該
当
す
る
も
の
と
し
た
。
ま
た
、
カ
ナ
ッ
ツ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ほ
か
事
件）
₃₇
（

も
同
様
に
、
労
働
者
が
業
務
に
関
す
る
情
報
を
自
宅
ア
ド
レ
ス
に
送
信
し
た
行
為
が
第
三
者
に
漏
洩
し
た
も
の
と
評

価
で
き
る
か
に
つ
い
て
、
業
務
以
外
の
目
的
で
、
競
合
会
社
に
お
け
る
営
業
活
動
に
何
ら
か
の
形
で
利
用
す
る
意
図
で
な
さ
れ
た
行
為
で
あ

っ
た
と
判
断
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
第
三
者
に
対
す
る
情
報
開
示
や
利
用
の
事
実
が
確
定
的
で
な
い
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
は
、
当
該
情
報
を
不
当
に
利
用
・

開
示
す
る
目
的
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
重
視
し
た
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
不
競
法
に
お
い
て
も
同
様
、
不
正
利
用
行
為
の
証

明
の
問
題
と
し
て
議
論
が
み
ら
れ
、
実
際
に
使
用
し
た
と
推
認
さ
れ
る
事
情
が
あ
っ
た
否
か
に
着
目
し
て
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る）
₃₈
（

。

　

ま
た
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
は
、
秘
密
の
使
用
・
開
示
に
つ
き
、
不
競
法
上
の
図
利
加
害
目
的
を
不
要
と
し
、
要
件
を
緩
和
す
る
一
方
で
、

使
用
・
開
示
を
推
定
す
る
要
素
と
し
て
、
労
働
者
が
当
該
情
報
を
恣
意
的
に
利
用
す
る
目
的
の
有
無
を
検
討
す
る
余
地
を
残
し
て
い
る
も
の

と
い
え
る
。
な
お
、
競
合
他
社
に
営
業
上
の
秘
密
を
漏
洩
す
る
目
的
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
同
時
に
競
業
避
止
義
務
が
肯
定
さ
れ
る
可

能
性
も
あ
る
（
第
六
節
㈡
参
照
）。
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
違
反
の
態
様
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
な
視
点
で
判
断

す
べ
き
か
、
さ
ら
に
検
討
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
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四
　
不
競
法
と
の
差
異

　

労
働
契
約
上
の
守
秘
義
務
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
、
不
競
法
上
の
秘
密
管
理
性
の
要
件
が
及
ば
ず
、
秘
密
管
理
性
を
欠
く
情
報
も

秘
密
と
し
て
の
客
観
的
価
値
を
有
す
る
限
り
、
守
秘
義
務
の
対
象
と
解
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
近
年
に
お
い
て
は
、

契
約
上
の
守
秘
義
務
の
保
護
対
象
に
つ
き
、
不
競
法
上
の
営
業
秘
密
に
関
す
る
非
公
知
性
、
有
用
性
、
秘
密
管
理
性
の
要
件
を
求
め
る
立
場

も
み
ら
れ
て
い
る
（
三
㈠
）。
も
っ
と
も
、
秘
密
事
項
が
保
有
者
か
ら
﹁
示
さ
れ
た
﹂
こ
と
や
、
使
用
・
開
示
に
つ
き
、
図
利
加
害
目
的
（
不

競
法
二
条
一
項
七
号
）
を
要
し
な
い
た
め
、
労
働
者
が
自
ら
開
発
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
顧
客
情
報
を
使
用
・
開
示
す
る
こ
と
や
、
自
己
の
利
益

で
な
く
使
用
者
の
利
益
を
図
る
目
的
で
使
用
・
開
示
す
る
こ
と
も
義
務
違
反
に
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る）
₃₉
（

。
し
た
が
っ
て
、
信
義
則
上
の
守

秘
義
務
は
、
態
様
の
違
法
性
の
判
断
に
お
い
て
、
不
競
法
上
の
守
秘
義
務
よ
り
も
広
い
範
囲
で
制
限
が
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。

第
三
節
　
守
秘
条
項

　

守
秘
条
項
を
め
ぐ
っ
て
は
、
契
約
上
で
定
め
ら
れ
た
在
職
中
の
守
秘
条
項
の
有
効
性
が
争
わ
れ
る
事
案
は
み
ら
れ
ず
、
そ
の
有
効
性
を
前

提
と
し
た
上
で
、
損
害
賠
償
請
求
の
有
無
お
よ
び
懲
戒
処
分
、
解
雇
の
有
効
性
が
争
わ
れ
て
い
る
。
契
約
上
の
守
秘
条
項
は
、
就
業
規
則
や

規
程
に
定
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
（
例
と
し
て
、﹁
業
務
上
の
不
利
益
ま
た
は
秘
密
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
外
部
に
も
ら
さ
な
い
。﹂
等
が
あ
げ

ら
れ
る
。）。
実
際
に
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
就
業
規
則
に
お
い
て
、﹁
会
社
の
業
務
上
の
機
密
お
よ
び
会
社
の
不
利
益
と
な
る
事
項
を
他
に

漏
ら
さ
な
い
こ
と
﹂
や
﹁
会
社
の
⋮
製
品
お
よ
び
書
類
は
丁
寧
に
取
扱
い
、
そ
の
保
管
を
厳
重
に
す
る
こ
と
﹂
等
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
事
案

に
つ
き
、
か
か
る
条
項
は
、
信
義
則
に
基
づ
く
誠
実
義
務
と
し
て
生
じ
る
機
密
保
持
義
務
（
守
秘
義
務
）
と
し
て
明
文
化
さ
れ
た
も
の
と
評

価
さ
れ
て
い
る）
₄₀
（

。

　

も
っ
と
も
、
契
約
上
で
守
秘
義
務
の
範
囲
を
や
や
広
い
範
囲
で
定
め
た
守
秘
条
項
も
有
効
と
解
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
。
日
産
セ
ン
チ
ュ
リ
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ー
事
件）
₄₁
（

は
、
守
秘
規
程
（
条
項
）
に
基
づ
き
、﹁
機
密
﹂
を
自
宅
に
持
ち
帰
っ
た
行
為
が
﹁
漏
ら
し
﹂
ま
た
は
﹁
漏
ら
そ
う
と
し
﹂
た
と
い

え
る
か
否
か
検
討
し
て
い
る
。
本
判
決
は
、﹁﹁
漏
ら
し
﹂
ま
た
は
﹁
漏
ら
そ
う
と
し
﹂
た
と
い
え
る
た
め
に
は
、
第
三
者
に
対
し
て
開
示
す

る
意
思
で
、
第
三
者
に
対
し
て
開
示
し
た
の
と
同
等
の
危
険
に
さ
ら
す
か
ま
た
は
さ
ら
そ
う
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
た
だ

し
本
件
に
つ
い
て
は
、﹁
自
宅
に
持
ち
帰
る
こ
と
に
よ
り
、
外
部
に
流
出
す
る
危
険
が
増
し
た
と
は
い
え
、
第
三
者
に
開
示
し
た
と
同
等
の

危
険
に
さ
ら
し
た
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、未
だ
﹁
漏
ら
し
﹂
た
と
ま
で
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
﹂
も
の
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

第
三
者
に
対
し
て
開
示
し
た
と
い
う
確
定
し
た
事
実
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、﹁
漏
ら
そ
う
と
し
﹂
た
と
い
う
明
示
の
守
秘
義
務
規
程
に

基
づ
き
、
第
三
者
に
開
示
し
た
の
と
同
等
の
危
険
に
さ
ら
そ
う
と
し
た
か
否
か
を
判
断
基
準
と
し
て
い
る
。
か
か
る
条
項
は
、
使
用
者
の
利

益
の
侵
害
を
防
止
す
る
意
味
で
、
労
働
契
約
の
信
義
則
上
の
義
務
を
確
認
し
た
内
容
の
も
の
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
一
方
、
開
示
だ
け
で
な

く
、
開
示
の
危
険
性
を
も
守
秘
義
務
の
内
容
と
し
て
明
確
に
示
す
こ
と
で
、
守
秘
義
務
の
限
界
を
や
や
拡
張
し
た
も
の
と
も
評
価
で
き
る
。

し
か
し
、
守
秘
条
項
の
有
効
性
の
限
界
に
つ
い
て
は
、
信
義
則
上
の
守
秘
義
務
と
の
関
係
に
お
い
て
、
拡
張
し
得
る
の
か
、
十
分
に
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
解
さ
れ
よ
う
。

第
四
節
　
違
反
の
効
果

　

守
秘
義
務
違
反
に
よ
る
効
果
と
し
て
は
、
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
、
懲
戒
処
分
（
労
契
法
一
五
条
）、
解
雇
（
労
契
法
一

七
条
）
が
あ
る
。
ま
た
、
情
報
・
秘
密
が
就
業
規
則
等
で
特
定
さ
れ
る
よ
う
、
根
拠
が
明
確
な
場
合
に
限
っ
て
、
差
止
め
請
求
も
可
能
で
あ

る
と
解
さ
れ
て
い
る）
₄₂
（

。
さ
ら
に
、
労
働
者
の
行
為
が
不
法
行
為
（
民
法
七
〇
九
条
）
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
同
様
に
労
働
者
が
損
害
賠
償
責

任
を
負
う
場
合
も
あ
る
。
と
り
わ
け
、
損
害
賠
償
請
求
を
め
ぐ
っ
て
は
、
守
秘
義
務
違
反
が
損
害
と
の
因
果
関
係
を
有
す
る
か
否
か
が
問
題

と
さ
れ
る
。
美
濃
窯
業
事
件）
₄₃
（

で
は
、
業
務
上
の
機
密
が
漏
洩
さ
れ
、
守
秘
義
務
違
反
は
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
損
害
額
に
つ
い
て



（　
　
　
　

）

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
七
七

一
〇
八
五

は
立
証
が
な
い
と
し
て
、
因
果
関
係
を
認
め
る
に
足
り
ず
、
損
害
賠
償
請
求
自
体
は
棄
却
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
守
秘
義
務
違
反
と

損
害
と
の
因
果
関
係
が
立
証
で
き
な
い
限
り
、
損
害
賠
償
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　

そ
の
他
、
守
秘
義
務
違
反
と
同
時
に
不
競
法
上
の
不
正
行
為
に
該
当
す
れ
ば
、
同
法
上
の
救
済
手
段
も
可
能
と
な
り
、
不
競
法
上
と
民
法

四
一
四
条
三
項
に
基
づ
く
差
止
請
求
と
は
請
求
権
競
合
の
関
係
に
あ
る
も
の
と
さ
れ
る）
₄₄
（

。
営
業
秘
密
の
転
得
者
に
よ
る
不
正
行
為
類
型
（
不

競
法
二
条
一
項
八
号
）
は
、労
働
者
が
﹁
秘
密
を
守
る
法
律
上
の
義
務
に
違
反
し
て
そ
の
営
業
秘
密
を
開
示
す
る
﹂
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
。

こ
れ
は
契
約
上
の
守
秘
義
務
違
反
を
含
む
た
め
、
使
用
者
は
、
契
約
上
の
義
務
を
負
う
労
働
者
か
ら
秘
密
の
開
示
を
受
け
た
企
業
に
対
し
て

も
、
そ
の
取
得
お
よ
び
使
用
・
開
示
行
為
の
差
止
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る）
₄₅
（

。

第
五
節
　
契
約
終
了
後
の
信
義
則
上
の
守
秘
義
務

　

労
働
契
約
の
付
随
義
務
と
し
て
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
っ
て
は
、
契
約
終
了
後
は
消
滅
す
る
と
い
う
見
解
（
否
定
説
）
と
、
信
義
則
上
、
契

約
終
了
後
も
守
秘
義
務
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
見
解
（
肯
定
説
）
と
で
対
立
が
み
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
否
定
説
と
し
て
、
ダ
イ
オ
ー
ズ
サ
ー
ビ
シ
ー
ズ
事
件）
₄₆
（

は
、
退
職
後
に
関
し
て
、
契
約
上
の
守
秘
条
項
を
定
め
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
お
り
、
信
義
則
上
の
守
秘
義
務
は
消
滅
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
本
件
は
、
退
職
後
の
守
秘
義
務
（
秘
密
保
持
義
務
）
特
約

が
定
め
ら
れ
て
い
た
事
案
で
あ
り
、
守
秘
条
項
の
内
容
に
合
理
性
が
な
い
限
り
、
そ
の
特
約
は
無
効
と
す
る
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
近
年
の
裁
判
例）
₄₇
（

も
同
様
、
以
下
の
通
り
、
守
秘
義
務
は
労
働
者
の
自
由
な
行
動
を
制
約
す
る
こ
と
か
ら
、
秘
密
事
項
に
つ
き
特
約

を
定
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
も
の
と
し
て
い
る
。

　
﹁
使
用
者
は
、
労
働
者
に
対
し
、
就
業
規
則
な
い
し
個
別
合
意
等
に
よ
り
業
務
上
の
秘
密
の
不
正
利
用
を
禁
ず
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ

の
よ
う
な
条
項
に
は
多
か
れ
少
な
か
れ
労
働
者
の
自
由
な
行
動
を
制
約
す
る
側
面
が
あ
り
、
し
か
も
本
来
、
雇
用
契
約
上
の
拘
束
を
受
け
な
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い
は
ず
で
あ
る
退
職
後
の
行
動
を
制
約
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
何
を
も
っ
て
秘
密
事
項
と
い
う
か
に
つ
い
て
は
、
本
来
、
就
業
規
則
な
い

し
当
該
個
別
合
意
等
に
よ
り
明
確
に
定
め
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
し
、
か
つ
、
労
働
者
の
行
為
（
と
り
わ
け
退
職
後

の
行
為
）
を
不
当
に
制
約
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
そ
の
秘
密
事
項
の
内
容
も
、
過
度
に
広
汎
に
わ
た
ら
な
い
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。﹂

　

こ
の
よ
う
に
、
退
職
後
の
守
秘
義
務
に
つ
い
て
は
、
合
理
性
の
あ
る
守
秘
条
項
を
要
件
と
す
る
こ
と
で
、
守
秘
義
務
が
退
職
後
の
労
働
者

の
行
動
の
制
約
を
最
小
限
に
と
ど
め
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　

学
説
に
お
い
て
も
、
契
約
終
了
後
、
明
示
の
守
秘
条
項
が
な
い
限
り
、
か
か
る
義
務
を
否
定
す
る
見
解
の
中
に
は
、
信
義
則
に
よ
る
評
価

が
介
入
す
る
の
は
、
明
確
な
約
定
を
前
提
と
し
た
上
で
の
こ
と
で
、
労
働
者
の
職
業
活
動
の
自
由
を
制
約
す
る
も
と
の
位
置
づ
け
て
い
る
も

の
が
あ
る）
₄₈
（

。
ま
た
、
不
競
法
は
、
私
法
体
系
上
は
不
法
行
為
法
の
特
別
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
差
止
請
求
等
の
救
済
の
前
提
と
し
て
信
義
則

上
の
義
務
を
認
知
す
る
趣
旨
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
信
義
則
上
の
守
秘
義
務
が
退
職
後
も
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
な
い
趣
旨
で
あ
る
も
の

と
解
さ
れ
て
い
る）
₄₉
（

。
さ
ら
に
、
不
競
法
が
、
一
九
九
〇
年
改
正
以
降
、
営
業
秘
密
に
関
す
る
不
正
行
為
（
不
競
法
二
条
一
項
七
号
）
に
対
す

る
差
止
め
（
同
法
三
条
一
項
）、
損
害
賠
償
（
同
法
四
条
）、
侵
害
行
為
を
組
成
し
た
物
の
廃
棄
、
侵
害
行
為
に
供
し
た
設
備
の
除
去
（
同
法

三
条
二
項
）、
信
用
回
復
措
置
（
同
法
一
四
条
）
等
の
救
済
を
認
め
て
き
た
こ
と
か
ら
、
契
約
終
了
後
の
守
秘
義
務
を
拡
張
す
る
こ
と
に
慎

重
に
な
る
べ
き
と
い
っ
た
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る）
₅₀
（

。

　

他
方
で
、
信
義
則
上
の
守
秘
義
務
を
肯
定
し
、
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
、
不
法
行
為
責
任
を
認
め
る
裁
判
例）
₅₁
（

も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
従
業
員
な
い
し
取
締
役
で
あ
っ
た
者
が
信
義
則
上
の
守
秘
義
務
に
違
反
し
、
不
当
な
対
価
を
取
得
し
あ
る
い
は
会
社
に
損
害
を
与
え
る

目
的
か
ら
競
業
会
社
に
そ
の
営
業
秘
密
を
開
示
す
る
等
、
許
さ
れ
る
自
由
競
争
の
限
度
を
超
え
た
行
為
を
行
う
よ
う
な
と
き
に
は
、
不
法
行

為
責
任
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る）
₅₂
（

。
ま
た
、
第
三
者
で
あ
る
企
業
が
他
の
企
業
の
従
業
員
を
引
き
抜
き
、
当
該
他
企
業
の
技
術
を
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漏
洩
さ
せ
、
そ
の
顧
客
に
対
す
る
販
売
活
動
に
従
事
さ
せ
た
こ
と
に
つ
き
、
企
業
間
の
自
由
競
争
の
限
界
を
逸
脱
し
違
法
性
を
帯
び
、
不
法

行
為
責
任
を
負
う
も
の
と
判
断
す
る
も
の
も
あ
る）
₅₃
（

。
こ
の
よ
う
に
、
信
義
則
上
の
守
秘
義
務
違
反
を
肯
定
す
る
立
場
に
よ
る
と
、
自
由
競
争

の
限
度
を
逸
脱
す
る
態
様
に
限
り
、
不
法
行
為
責
任
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。

　

学
説
の
中
に
も
、
契
約
終
了
後
も
、
労
働
者
が
契
約
関
係
の
継
続
中
に
知
り
得
た
使
用
者
の
業
務
上
や
技
術
上
の
秘
密
を
不
当
に
利
用
し

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
は
、
存
続
す
る
も
の
と
し
て
、
信
義
則
上
の
守
秘
義
務
を
肯
定
す
る
立
場
も
み
ら
れ
る）
₅₄
（

。
こ
の
場
合
、
企
業
秘

密
を
不
当
に
他
人
に
漏
ら
し
た
り
、
自
分
で
利
用
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
見
解）
₅₅
（

も
み
ら
れ
る
一
方
、
不
競
法
と
同
程
度
の
要
件
と
し
て
、
社

会
通
念
上
許
さ
れ
る
自
由
競
争
の
範
囲
を
明
ら
か
に
逸
脱
す
る
行
為
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解）
₅₆
（

も
み
ら
れ
、
判
断
基
準
に
も
差
異

が
生
じ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
信
義
則
上
の
守
秘
義
務
の
有
無
を
め
ぐ
っ
て
は
、
裁
判
例
・
学
説
と
も
に
、
両
者
の
見
解
の
対
立
は
決
着
し
て
い
な
い
も

の
と
解
さ
れ
よ
う
。

第
六
節
　
競
業
避
止
義
務
と
の
関
係

　

㈠　

根
拠

　

前
述
の
と
お
り
、
労
働
者
は
、
労
働
契
約
に
基
づ
く
付
随
義
務
と
し
て
体
現
さ
れ
る
誠
実
義
務
に
基
づ
き
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
を
不

当
に
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
義
務
を
負
う
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
義
務
の
類
型
と
し
て
守
秘
義
務
と
競
業
避
止
義
務
が

生
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
と
競
業
避
止
義
務
の
根
拠
は
、
権
利
義
務
の
類
型
と
し
て
は
、
不
競
法
上
の
守
秘
義
務

を
除
き
、
同
じ
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
在
職
中
の
両
義
務
は
、
比
較
的
広
範
に
肯
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
競
業
避
止
義

務
は
、
労
働
者
の
就
労
自
体
を
制
限
し
う
る
こ
と
か
ら
、
労
働
者
の
職
業
選
択
の
自
由
（
憲
法
二
二
条
一
項
）
と
の
関
係
で
問
題
と
さ
れ
て
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い
る
。
在
職
中
の
競
業
避
止
義
務
が
問
題
と
さ
れ
る
場
合
と
し
て
、
競
合
他
社
で
の
就
労
の
他
に
、
競
合
他
社
の
設
立
ま
た
は
そ
の
準
備
行

為
、
競
合
他
社
の
利
益
を
図
る
行
為
、
従
業
員
の
引
抜
き
が
あ
げ
ら
れ
る）
₅₇
（

。
こ
の
よ
う
な
行
為
類
型
の
禁
止
は
、
労
働
者
の
職
業
選
択
の
自

由
（
憲
法
二
二
条
一
項
）
を
制
限
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
た
め
、
労
働
者
の
自
由
・
利
益
と
の
間
で
適
切
な
調
整
が
要
請
さ
れ
る
。

　

㈡　

義
務
内
容

　

契
約
上
の
守
秘
義
務
と
競
業
避
止
義
務
は
、
契
約
上
の
使
用
者
の
正
当
な
利
益
を
保
護
す
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
も
の
の
、
両
義

務
に
お
け
る
法
規
範
に
は
違
い
が
み
ら
れ
る
。
競
業
避
止
義
務
の
場
合
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
を
侵
害
あ
る
い
は
そ
の
恐
れ
が
認
め
ら
れ

る
態
様
で
競
業
が
な
さ
れ
て
い
る
か
否
か
が
判
断
さ
れ
る
と
い
う
点
で
、
労
働
者
の
就
労
自
体
を
制
限
し
う
る
。
そ
の
代
り
、
競
業
避
止
義

務
が
労
働
者
の
就
労
を
制
約
す
る
こ
と
か
ら
、
労
働
者
の
職
業
選
択
の
自
由
（
憲
法
二
二
条
一
項
）
が
考
慮
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
守

秘
義
務
の
場
合
、
対
象
と
さ
れ
る
情
報
が
開
示
・
使
用
さ
れ
た
か
否
か
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
競
業
避
止
義
務
に
比
べ
て
、
労
働
者
の
行
為

を
制
限
す
る
可
能
性
は
低
い
。
こ
の
場
合
、
労
働
者
の
職
業
選
択
の
自
由
（
憲
法
二
二
条
一
項
）
と
の
抵
触
を
重
視
す
る
必
要
性
は
、
競
業

避
止
義
務
程
に
は
生
じ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
前
述
し
た
と
お
り
、
保
護
対
象
と
さ
れ
る
情
報
を
労
働
者
が
社
外
に
持
ち
出
し
た
場
合
、
そ
の
行
為
自
体
は
開
示
・
使
用
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
守
秘
義
務
違
反
か
否
か
の
判
断
は
難
し
く
な
る
。
実
際
に
、
競
合
会
社
の
た
め
に
情
報
を
利
用
す
る

目
的
の
有
無
を
検
討
し
て
、
守
秘
義
務
違
反
を
認
め
た
裁
判
例
も
存
在
し
て
い
る）
₅₈
（

。
ま
た
、
競
合
他
社
の
た
め
に
営
業
秘
密
を
持
ち
出
す
行

為
が
、
競
合
他
社
の
設
立
ま
た
は
そ
の
準
備
行
為
、
競
合
他
社
の
利
益
を
図
る
行
為
と
い
っ
た
類
型
に
該
当
す
れ
ば
、
競
業
避
止
義
務
違
反

と
評
価
さ
れ
う
る
。
こ
の
よ
う
な
場
面
に
お
い
て
は
、
守
秘
義
務
の
内
容
が
競
業
避
止
義
務
と
重
複
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
の
点
、
競
業
避
止
義
務
は
、
守
秘
義
務
と
異
な
り
、
労
働
者
の
就
労
自
体
を
制
限
す
る
た
め
、
憲
法
二
二
条
一
項
に
基
づ
く
労
働
者
の
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在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
八
一

一
〇
八
九

職
業
選
択
の
自
由
が
考
慮
さ
れ
、
要
件
が
厳
格
化
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
社
外
へ
の
営
業
秘
密
の
持
ち
出
し
行
為
が
認
め
ら
れ
る
事

案
に
お
い
て
は
、
競
業
避
止
義
務
違
反
か
否
か
だ
け
で
な
く
、
守
秘
義
務
違
反
と
し
て
も
評
価
す
べ
き
か
、
そ
の
法
規
範
の
あ
り
方
を
改
め

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

㈢　

効
果

　

違
反
の
効
果
を
め
ぐ
っ
て
は
、
守
秘
義
務
お
よ
び
競
業
避
止
義
務
違
反
の
場
合
、
労
働
者
に
対
す
る
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請

求
、
懲
戒
処
分
、
解
雇
、
差
止
め
請
求
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。
一
方
、
競
業
行

為
へ
の
加
担
行
為
に
つ
き
、
労
働
者
の
勤
続
の
功
を
抹
消
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
著
し
い
信
義
に
反
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
競
業
避
止
義
務

違
反
と
し
て
評
価
さ
れ）
₅₉
（

、
退
職
金
の
不
支
給
・
減
額
が
認
め
ら
れ
る
。

　

㈣　

時
間
的
適
用
領
域

　

契
約
終
了
後
の
競
業
避
止
義
務
は
、
退
職
後
の
労
働
者
の
就
労
を
制
限
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
た
め
、
職
業
選
択
の
自
由
（
憲
法
二
二
条

一
項
）
に
基
づ
き
、
明
示
の
特
約
が
な
い
限
り
、
信
義
則
上
の
義
務
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る）
₆₀
（

。
労
働
契
約
の
守
秘
義
務
に

お
い
て
も
、
明
示
の
特
約
が
な
い
限
り
、
契
約
終
了
後
は
消
滅
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
見
解
が
多
く
み
ら
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
信

義
則
上
、
契
約
終
了
後
も
守
秘
義
務
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
立
場）
₆₁
（

も
あ
り
、
見
解
の
対
立
が
み
ら
れ
る
。
契
約
上
の
競
業
避
止
義
務
と
比
べ

て
、
守
秘
義
務
は
、
労
働
者
の
就
労
自
体
を
制
限
し
な
い
と
い
う
点
を
踏
ま
え
る
と
、
守
秘
義
務
の
時
間
的
適
用
領
域
に
つ
い
て
改
め
て
検

討
す
る
意
義
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
八
二

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

一
〇
九
〇

第
七
節
　
小
括

　

在
職
中
の
守
秘
義
務
は
、
不
競
法
二
条
一
項
七
号
に
基
づ
く
営
業
秘
密
の
保
護
と
労
働
契
約
上
の
守
秘
義
務
と
二
つ
に
区
別
さ
れ
る
。
不

競
法
に
は
、
不
正
競
争
の
要
件
に
該
当
す
る
と
、
違
反
の
効
果
と
し
て
、
差
止
め
や
罰
則
等
が
あ
り
、
労
働
契
約
上
の
守
秘
義
務
よ
り
も
、

使
用
者
の
営
業
秘
密
の
保
護
を
確
実
な
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
の
代
り
、
不
競
法
上
の
不
正
競
争
の
要
件
は
契
約
上
の
守
秘
義
務
よ
り
厳
格

な
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
守
秘
義
務
の
違
法
性
の
判
断
に
お
い
て
、
そ
の
対
象
お
よ
び
態
様
に
つ
き
、
見
解
の
違
い
が
み
ら
れ
、
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
対

象
に
つ
い
て
は
、
不
競
法
上
の
秘
密
管
理
性
や
非
公
知
性
の
要
件
を
必
要
と
す
べ
き
か
否
か
が
問
題
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
態
様
に
つ
い
て
、

保
護
対
象
と
さ
れ
る
情
報
が
開
示
・
使
用
さ
れ
た
か
否
か
、
そ
の
事
実
が
確
定
的
で
な
い
場
合
、
使
用
・
開
示
を
推
定
す
る
要
素
と
し
て
、

労
働
者
が
当
該
情
報
を
競
合
会
社
の
た
め
に
利
用
す
る
目
的
の
有
無
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
守
秘
義
務
は
、
労
働
者
の
競
合
他
社

で
の
就
労
自
体
を
禁
止
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
労
働
者
の
職
業
選
択
の
自
由
（
憲
法
二
二
条
一
項
）
と
の
抵
触
が
あ
ま
り
問
題
と
さ
れ
て

な
い
と
い
う
意
味
で
、
競
業
避
止
義
務
よ
り
も
緩
や
か
に
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
競
業
避
止
義
務
と
の
関
係
に
お
い
て
、
守
秘
義
務
の
法
規

範
を
ど
の
よ
う
な
視
点
で
区
別
す
べ
き
か
、
さ
ら
に
明
確
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
契
約
上
の
守
秘
条
項
の
有
効
性
の
限
界
に
つ
い
て
は
、
信
義
則
上
の
守
秘
義
務
と
の
関
係
に
お
い
て
、
拡
張
し
得
る
の
か
否
か
、

検
討
す
べ
き
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
競
業
避
止
義
務
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
必
要
が

あ
る
も
の
と
考
え
る
。
そ
の
他
、
信
義
則
上
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
っ
て
は
、
契
約
終
了
後
は
消
滅
す
る
と
い
う
見
解
と
、
契
約
終
了
後
も
守

秘
義
務
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
見
解
と
で
対
立
が
み
ら
れ
る
。

（
1
）　

土
田
道
夫
﹃
労
働
契
約
法
﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
）
二
〇
五
頁
。
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在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
八
三

一
〇
九
一

（
2
）　

レ
ガ
シ
ィ
事
件
・
東
京
地
判
平
成
二
七
・
三
・
二
七
労
働
経
済
判
例
速
報
二
二
四
六
号
三
頁
、
関
東
工
業
事
件
・
東
京
地
判
平
成
二
四
・
三
・
一
三
労
働
経
済
判
例
速
報
二

一
四
四
号
二
三
頁
。

（
3
）　

契
約
上
の
兼
職
避
止
義
務
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
﹁
兼
職
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
に
関
す
る
一
考
察
︱
︱
ド
イ
ツ
法
と
の
比
較
法
的
研
究
︱
︱
﹂
同
志
社
法
学
三
六
五
号
（
二
〇

一
三
）
二
四
五
頁
以
下
を
参
照
。

（
4
）　

土
田
道
夫
﹁
競
業
避
止
義
務
と
守
秘
義
務
の
関
係
に
つ
い
て
︱
︱
労
働
法
と
知
的
財
産
法
の
交
錯
﹂
中
嶋
士
元
也
先
生
還
暦
記
念
論
集
﹃
労
働
関
係
法
の
現
代
的
展
開
﹄（
信

山
社
、
二
〇
〇
四
）
二
〇
五
頁
。

（
5
）　

土
田
道
夫
﹃
労
働
法
概
説
︹
第
三
版
︺﹄（
弘
文
堂
、
二
〇
一
四
）
五
五
頁
。

（
6
）　

土
田
・
前
掲
注
（
1
）
書
一
〇
六
頁
。

（
7
）　

通
産
省
知
的
財
産
政
策
室
﹁
営
業
秘
密
︱
︱
逐
条
解
説
改
正
不
正
競
争
防
止
法
﹂（
有
斐
閣
、
一
九
九
〇
）
八
八
頁
以
下
。

（
8
）　

小
野
昌
延
＝
村
松
信
夫
﹃
新
・
不
正
競
争
防
止
法
概
説 

第
二
版
﹄（
青
林
書
院
、
二
〇
一
五
）
三
二
二
頁
以
下
。

（
9
）　

産
業
構
造
審
議
会
財
産
的
情
報
部
会
﹁
財
産
的
情
報
に
関
す
る
不
正
競
争
行
為
に
つ
い
て
の
救
済
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
﹂
の
報
告
書
（
以
下
、﹁
営
業
秘
密
報
告
書
﹂

と
い
う
。）。

（
10
）　

金
井
重
彦
＝
山
口
美
恵
子
＝
小
倉
秀
夫
﹃
不
正
競
争
防
止
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
﹄（
雄
松
堂
出
版
、
二
〇
〇
四
）
一
六
五
頁
。

（
11
）　

熊
谷
健
一
﹁
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
保
護
と
不
正
競
争
防
止
法
の
改
正
﹂
金
法
一
二
五
八
号
五
五
頁
、
小
野
＝
村
松
・
前
掲
注
（
8
）
書
三
二
四
頁
。

（
12
）　

営
業
秘
密
報
告
書
・
前
掲
注
（
9
）
一
七
頁
。

（
13
）　

通
商
産
業
省
産
業
政
策
局
・
知
的
財
産
政
策
室
﹃
改
正
不
正
競
争
防
止
法
に
お
け
る
営
業
秘
密
の
法
的
救
済
制
度
に
つ
い
て
﹄
ジ
ュ
リ
九
六
二
号
（
一
九
九
〇
）
二
六
頁
。

（
14
）　

土
田
・
前
掲
注
（
1
）
書
一
〇
六
頁
、
田
村
善
之
﹃
不
正
競
争
法
概
説
︹
第
二
版
︺﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
三
）
三
二
九
頁
。

（
15
）　

小
畑
史
子
﹁
営
業
秘
密
と
労
働
者
の
職
業
選
択
の
自
由
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
六
九
号
（
二
〇
一
四
）
六
一
頁
。

（
16
）　

小
野
＝
村
松
・
前
掲
注
（
8
）
書
三
三
八
頁
。

（
17
）　

秘
密
管
理
性
要
件
に
関
す
る
裁
判
例
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
田
村
善
之
﹁
営
業
秘
密
の
秘
密
管
理
性
要
件
に
関
す
る
裁
判
例
の
変
遷
と
そ
の
当
否
（
そ
の
一
）・（
そ
の
二
）

︱
︱
主
観
的
認
識
vs.
﹁
客
観
的
﹂
管
理
︱
︱
﹂
知
財
管
理
六
四
巻
（
二
〇
一
四
）
五
号
六
二
一
頁
、
六
号
七
八
七
頁
、
村
松
信
夫
﹁
営
業
秘
密
を
め
ぐ
る
判
例
分
析
﹂
ジ
ュ
リ

ス
ト
一
四
六
九
号
（
二
〇
一
四
）
三
二
頁
を
参
照
。

（
18
）　

営
業
秘
密
報
告
書
・
前
掲
注
（
9
）
一
八
頁
。
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
八
四

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

一
〇
九
二

（
19
）　

営
業
秘
密
報
告
書
・
前
掲
注
（
9
）
一
六
頁
。
青
山
紘
一
﹃
不
正
競
争
防
止
法
︹
第
六
版
︺﹄（
法
学
書
院
、
二
〇
一
〇
）
七
八
頁
。

（
20
）　

小
野
＝
村
松
・
前
掲
注
（
8
）
書
三
四
五
頁
以
下
。

（
21
）　

従
業
員
が
使
用
者
の
も
と
で
そ
の
業
務
に
関
し
て
自
ら
創
作
し
た
技
術
的
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、
使
用
者
の
業
務
に
関
連
し
て
取
得
し
た
顧
客
情
報
な
ど
が
﹁
保
有
者
に
よ
り
示
さ

れ
た
﹂
営
業
秘
密
と
い
え
る
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
は
、
見
解
の
対
立
が
み
ら
れ
る
（
小
野
＝
村
松
・
前
掲
注
（
8
）
書
三
六
二
頁
以
下
）。

（
22
）　

田
村
・
前
掲
注
（
14
）
書
三
四
二
頁
。

（
23
）　

土
田
・
前
掲
注
（
4
）
論
文
一
三
六
頁
。

（
24
）　

経
済
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
編
﹃
逐
条
解
説　

不
正
競
争
防
止
法
・
営
業
秘
密
﹄（
有
斐
閣
、
一
九
九
〇
）
九
〇
頁
。

（
25
）　

菅
野
和
夫
﹃
労
働
法
︹
第
一
〇
版
︺﹄（
弘
文
堂
、
二
〇
一
二
）
九
三
頁
、
ア
イ
メ
ッ
ク
ス
事
件
・
東
京
地
判
平
成
一
七
・
九
・
二
七
労
働
判
例
九
〇
九
号
五
六
頁
。

（
26
）　

荒
木
尚
志
﹃
労
働
法
︹
第
二
版
︺﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
）
二
五
九
頁
。

（
27
）　

土
田
・
前
掲
注
（
1
）
書
一
一
〇
頁
。

（
28
）　

東
京
地
判
平
成
一
五
・
九
・
一
七
労
働
判
例
八
五
八
号
五
七
頁
。

（
29
）　

ま
た
、
ア
イ
メ
ッ
ク
ス
事
件
（
前
掲
注
（
25
））
は
、
顧
客
情
報
の
持
ち
出
し
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
に
つ
き
、
守
秘
義
務
の
対
象
で
あ
る
か
否
か
を
検
討
す
る
こ
と
な
く
、

当
該
顧
客
情
報
を
利
用
す
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
顧
客
情
報
が
使
用
者
の
営
業
上
の
秘
密
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
検
討
を
行
っ
て
い
る

も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。

（
30
）　

田
村
・
前
掲
注
（
17
）
論
文
五
号
六
二
一
頁
、
六
号
七
八
七
頁
を
参
照
。

（
31
）　

前
掲
注
（
2
）。

（
32
）　

東
京
地
判
平
成
二
四
・
六
・
一
一
判
例
時
報
二
二
〇
四
号
一
〇
六
頁
。

（
33
）　

前
掲
注
（
2
）。

（
34
）　

熊
谷
健
一
﹁
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
の
保
護
と
不
正
競
争
防
止
法
の
改
正
﹂
金
法
一
二
五
八
号
五
五
頁
、
小
野
＝
村
松
・
前
掲
注
（
8
）
書
三
二
四
頁
。

（
35
）　

金
井
＝
山
口
＝
小
倉
・
前
掲
注
（
10
）
書
一
六
五
頁
。

（
36
）　

前
掲
注
（
2
）。

（
37
）　

東
京
地
判
平
成
二
三
・
六
・
一
五
労
働
判
例
一
〇
三
四
号
二
九
頁
。

（
38
）　

田
村
・
前
掲
注
（
14
）
書
三
五
五
頁
参
照
。
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在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
八
五

一
〇
九
三

（
39
）　

土
田
道
夫
﹁
労
働
市
場
の
流
動
化
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
（
上
）﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
四
〇
号
（
一
九
九
四
）
五
六
頁
。

（
40
）　

レ
ガ
シ
ィ
事
件
・
前
掲
注
（
2
）。
石
橋
洋
﹁
企
業
の
財
産
的
情
報
の
保
護
と
労
働
契
約
﹂
日
本
労
働
法
学
会
誌
一
〇
五
号
（
二
〇
〇
五
）
二
四
頁
も
参
照
。

（
41
）　

東
京
地
判
平
成
一
九
・
三
・
九
労
働
判
例
九
三
八
号
一
四
頁
（
懲
戒
解
雇
該
当
性
が
争
わ
れ
た
事
案
）。

（
42
）　

土
田
・
前
掲
注
（
1
）
書
一
一
〇
頁
、
菅
野
・
前
掲
注
（
25
）
書
九
三
頁
。

（
43
）　

名
古
屋
地
判
昭
和
六
一
・
九
・
二
九
判
例
時
報
一
二
二
四
号
六
六
頁
。
本
件
で
は
、
技
術
者
が
在
職
中
、
会
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
他
社
に
開
示
し
た
こ
と
に
つ
き
、
雇
用
契
約
上
、

会
社
の
承
諾
を
得
な
い
で
会
社
以
外
の
業
務
に
従
事
し
、
会
社
の
不
利
益
に
な
る
事
項
お
よ
び
業
務
上
の
機
密
を
漏
洩
し
た
り
、
職
務
を
利
用
し
、
私
利
を
謀
っ
た
り
し
て
は

な
ら
な
い
義
務
に
違
反
し
て
、
不
法
行
為
を
構
成
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
た
。

（
44
）　

土
田
・
前
掲
注
（
39
）
論
文
五
六
頁
。

（
45
）　

土
田
・
前
掲
注
（
39
）
論
文
五
六
頁
。

（
46
）　

東
京
地
判
平
成
一
四
・
八
・
三
〇
労
働
判
例
八
三
八
号
三
二
頁
。

（
47
）　

関
東
工
業
事
件
・
前
掲
注
（
2
）。

（
48
）　

山
口
俊
夫
﹁
労
働
者
の
競
業
避
止
義
務
﹂
石
井
照
久
先
生
追
悼
論
集
﹃
労
働
法
の
諸
問
題
﹄（
勁
草
書
房
、一
九
七
四
）
四
〇
九
頁
、水
町
勇
一
郎
﹃
労
働
法
︹
第
四
版
︺﹄（
有

斐
閣
、
二
〇
一
二
）
一
三
二
頁
。

（
49
）　

土
田
・
前
掲
注
（
39
）
論
文
五
四
頁
。

（
50
）　

荒
木
尚
志
﹃
労
働
法
︹
第
二
版
︺﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
）
二
五
九
頁
。
小
畑
史
子
﹁
営
業
秘
密
の
保
護
と
雇
用
関
係
︱
改
正
不
正
競
争
防
止
法
の
意
義
と
特
徴
﹂
日
本
労

働
法
研
究
雑
誌
（
一
九
九
一
）
三
八
頁
。
不
競
法
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
契
約
終
了
後
に
守
秘
条
項
を
締
結
し
て
い
な
く
て
も
、
信
義
則
上
の
守
秘
義
務
が
認
め
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
義
務
に
著
し
く
違
反
し
て
不
正
の
目
的
の
た
め
に
使
用
・
開
示
す
る
場
合
も
不
競
法
違
反
の
対
象
と
な
る
（
通
商
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
監
修
﹃
営

業
秘
密
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹄（
知
的
財
産
研
究
所
、
一
九
九
一
）
七
九
頁
）。

（
51
）　

三
和
化
工
事
件
・
大
阪
高
判
平
成
六
・
一
二
・
二
六
判
例
時
報
一
五
五
三
号
一
三
三
頁
。
そ
の
他
、
バ
イ
ク
ハ
イ
事
件
・
仙
台
地
判
平
成
七
・
一
二
・
二
二
判
例
タ
イ
ム
ズ

九
二
九
号
二
三
七
頁
。

（
52
）　

ま
た
、
守
秘
義
務
で
は
な
い
も
の
の
、
競
業
避
止
義
務
の
場
合
も
、
信
義
則
上
の
競
業
避
止
義
務
を
肯
定
す
る
も
の
が
あ
る
。
三
佳
テ
ッ
ク
事
件
（
最
判
平
成
二
二
・
三
・

二
五
判
例
時
報
二
〇
八
四
号
一
一
頁
）
は
、
元
従
業
員
等
の
競
業
行
為
が
、
社
会
通
念
上
自
由
競
争
の
範
囲
を
逸
脱
し
た
違
法
な
態
様
で
元
雇
用
者
の
顧
客
を
奪
取
し
た
と
み

ら
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
行
為
は
元
雇
用
者
に
対
す
る
不
法
行
為
に
当
た
る
と
し
て
、
信
義
則
上
の
競
業
避
止
義
務
を
肯
定
し
て
い
る
。
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
八
六

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

一
〇
九
四

（
53
）　

ア
イ
・
シ
ー
・
エ
ス
事
件
・
東
京
地
判
昭
和
六
二
・
三
・
一
〇
判
例
タ
イ
ム
ズ
六
五
〇
号
二
〇
三
頁
。

（
54
）　

盛
岡
一
夫
﹁
企
業
秘
密
の
保
護
﹂
法
律
の
ひ
ろ
ば
四
〇
巻
一
一
号
（
一
九
八
七
）
四
二
頁
、
樫
原
義
比
古
﹁
労
働
者
の
退
職
後
に
お
け
る
競
業
禁
止
に
関
す
る
契
約
﹂﹃
中

川
淳
先
生
還
暦
祝
賀
論
集　

民
事
責
任
の
現
代
的
課
題
﹄（
一
九
八
九
）
四
四
九
頁
、
石
橋
・
前
掲
注
（
40
）
論
文
二
六
頁
。
信
義
則
上
の
守
秘
義
務
お
よ
び
競
業
避
止
義
務

を
肯
定
す
る
一
方
で
、
競
業
避
止
義
務
に
つ
い
て
、
広
く
認
め
る
と
、
労
働
者
の
経
済
的
活
動
を
不
当
に
妨
げ
る
こ
と
か
ら
、
雇
用
契
約
に
伴
っ
て
特
約
さ
れ
た
場
合
に
の
み
、

し
か
も
合
理
的
な
範
囲
で
こ
れ
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
限
定
的
に
捉
え
る
見
解
が
あ
る
（
我
妻
栄
﹃
債
権
各
論
（
中
）﹄（
有
斐
閣
、
一
九
六
二
）
五
九
五
頁
）。

（
55
）　

盛
岡
・
前
掲
注
（
54
）
論
文
四
五
頁
。

（
56
）　

石
橋
・
前
掲
注
（
40
）
論
文
二
六
頁
。

（
57
）　

土
田
・
前
掲
注
（
1
）
書
一
一
一
頁
。
な
お
、
競
合
他
社
で
の
就
労
を
規
制
す
る
場
面
で
は
、
兼
職
避
止
義
務
違
反
で
あ
る
と
同
時
に
、
競
業
避
止
義
務
違
反
と
重
複
す
る

類
型
と
解
さ
れ
る
が
、
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
競
業
避
止
義
務
と
し
て
類
型
化
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

（
58
）　

カ
ナ
ッ
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ほ
か
事
件
・
前
掲
注
（
37
）。

（
59
）　

イ
ー
ラ
イ
フ
事
件
・
東
京
地
判
平
成
二
五
・
二
・
二
八
労
働
判
例
一
〇
七
四
号
四
七
頁
。

（
60
）　

土
田
・
前
掲
注
（
5
）
書
八
一
頁
。

（
61
）　

石
橋
・
前
掲
注
（
40
）
論
文
二
六
頁
。

第
二
章
　
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
在
職
中
の
守
秘
義
務

　
第
一
節
　
ド
イ
ツ
法
研
究
の
意
義

　

ド
イ
ツ
法
で
は
、
労
働
者
の
在
職
中
の
守
秘
義
務
に
関
し
て
、
不
正
競
争
防
止
法
（G

esetz gegen den unlauteren W
ettbew

erb

）

一
七
条
に
基
づ
く
も
の
と
労
働
契
約
上
の
誠
実
義
務
に
基
づ
く
も
の
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
の
根
拠
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
要
件
・
効
果
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
議
論
が
み
ら
れ
る
。
労
働
者
は
、
不
競
法
一
七
条
一
項
に
基
づ
き
、
営
業
秘
密
の
漏
洩
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
他
、
契
約



（　
　
　
　

）

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
八
七

一
〇
九
五

に
内
在
す
る
義
務
と
し
て
、
秘
密
を
保
持
す
る
義
務
、
つ
ま
り
、
守
秘
（
秘
密
保
持
）
義
務
（V

erschw
iegenheitspflicht

）
を
有
す
る

も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
労
働
契
約
上
の
守
秘
義
務
の
根
拠
は
、
誠
実
義
務
だ
け
で
は
な
い
。
基
本
法
一
二
条
は
、
労
働
者
の

職
業
選
択
の
自
由
だ
け
で
な
く
、
使
用
者
の
職
業
活
動
の
自
由
を
も
保
障
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
契
約
上
の
使
用
者
の
秘
密
保
持
の

利
益
は
、
基
本
法
一
二
条
に
基
づ
く
職
業
活
動
の
自
由
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
お
り
、
使
用
者
は
事
業
主
と
し
て
、
競
合
会
社
に
秘
密
を
漏

洩
さ
れ
な
い
利
益
を
有
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る）

1
（

。
加
え
て
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
に
つ
き
、
基
本
法
一
二
条
一
項
の
他
に
、
基
本
法
一

四
条
も
根
拠
と
し
て
唱
え
る
も
の
も
み
ら
れ
て
い
る）

2
（

。

　

こ
の
点
、
労
働
者
の
就
労
そ
の
も
の
を
制
限
す
る
競
業
避
止
義
務
は
、
労
働
者
が
有
す
る
、
基
本
法
一
二
条
の
職
業
選
択
の
自
由
を
制
限

す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
に
対
し
、
守
秘
（
秘
密
保
持
）
義
務
は
、
労
働
者
の
就
労
自
体
を
直
接
制
限
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
競
業
避
止
義
務
と
守
秘
義
務
と
に
如
何
な
る
差
異
が
あ
る
の
か
、
特
に
、
競
業
会
社
の
た
め
に
営
業
秘
密
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
場

合
、
守
秘
義
務
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
な
義
務
内
容
お
よ
び
違
反
の
法
律
効
果
が
あ
る
の
か
と
い
う
点
を
考
察
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。

　

ま
た
、
ド
イ
ツ
法
で
は
、
個
別
的
労
働
契
約
お
よ
び
約
款
を
用
い
た
契
約
の
守
秘
条
項
の
有
効
性
判
断
に
つ
い
て
、
問
題
と
さ
れ
て
い
る

他
、
誠
実
義
務
に
基
づ
く
守
秘
義
務
に
つ
い
て
、
労
働
契
約
終
了
後
も
、
余
後
効
と
し
て
存
在
し
得
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
裁
判
例
に
お
い

て
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
点
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
問
題
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ド
イ
ツ
法
の
議
論
を
参
照
す
る
こ
と
は
非

常
に
有
益
で
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
八
八

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

一
〇
九
六

第
二
節
　
不
正
競
争
防
止
法
（Gesetz gegen den unlauteren W

ettbew
erb

）

一
　
不
正
競
争
防
止
法
一
七
条

　

企
業
秘
密
お
よ
び
営
業
秘
密
の
漏
洩
の
禁
止
に
関
し
て
は
、
不
正
競
争
防
止
法
に
お
い
て
、
刑
罰
規
定
が
一
七
条
に
置
か
れ
て
い
る）

3
（

。
不

正
競
争
防
止
法
は
、
不
法
行
為
法
の
特
別
法
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
目
的
は
、﹁
競
争
者
、
消
費
者
、
並
び
に
、
そ
の
他
の

市
場
参
加
者
を
、
不
正
競
争
か
ら
保
護
す
る
こ
と
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
、
本
法
は
、
同
時
に
、
健
全
な
競
争
に
お
け
る
一
般
の
利
益
を
保

護
す
る
も
の
で
あ
る
。﹂（
同
法
一
条
）。
と
り
わ
け
、
競
争
者
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
市
場
参
加
者
の
保
護
を
図
る
と
と
も
に
、
健
全
な

競
争
に
お
け
る
一
般
の
利
益
を
保
護
す
る
と
い
う
視
点
が
不
競
法
の
特
徴
と
さ
れ
る
。

　

ま
ず
、
労
働
者
の
在
職
中
の
守
秘
義
務
は
、
不
競
法
一
七
条
一
項
に
基
づ
く
第
三
者
へ
の
企
業
・
営
業
秘
密
の
漏
洩
の
禁
止
に
含
ま
れ
て

い
る
。
不
競
法
一
七
条
一
項
に
よ
る
と
、﹁
事
業
者
に
お
い
て
勤
労
す
る
者
と
し
て
、
雇
用
関
係
の
範
囲
に
お
い
て
打
ち
明
け
ら
れ
、
ま
た

は
知
り
得
る
こ
と
と
な
っ
た
営
業
秘
密
（G

eschäftsgeheim
nis

）
ま
た
は
企
業
秘
密
（B

etriebsgeheim
nis

）
を
雇
用
関
係
の
継
続
期

間
中
に
無
権
限
で
（unbefugt

）、
競
争
の
目
的
を
も
っ
て
、
自
己
も
し
く
は
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
、
ま
た
は
事
業
主
に
損
害
を
与
え

る
意
図
を
も
っ
て
、
他
人
に
漏
洩
す
る
者
は
、
三
年
以
下
の
自
由
刑
ま
た
は
罰
金
に
処
す
る
﹂。
こ
の
よ
う
に
、
競
争
の
目
的
を
も
っ
て
、

自
己
も
し
く
は
第
三
者
の
利
益
を
図
る
、
あ
る
い
は
損
害
を
与
え
る
意
図
を
有
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
同
法
一
七
条
一
項
に

基
づ
く
守
秘
義
務
は
、
契
約
に
内
在
す
る
範
囲
よ
り
も
狭
い
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
（
本
章
第
三
節
一
を
参
照
。）。

　

ま
た
、
労
働
関
係
終
了
後
の
従
業
員
に
つ
い
て
も
、
従
前
の
使
用
者
の
下
で
就
労
期
間
中
に
獲
得
し
た
企
業
上
の
秘
密
を
無
権
限
に

（unbefugt

）
漏
洩
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る）

4
（

。
不
競
法
一
七
条
二
項
は
、﹁
競
争
の
目
的
を
も
っ
て
、
自
己
ま
た
は
第
三
者
の
利
益
の

た
め
に
、
ま
た
は
事
業
主
に
損
害
を
与
え
る
目
的
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
行
為
を
す
る
者
は
前
項
と
同
様
の
刑
に
処
す
る
﹂
と
し
、
一
号

で
﹁
取
引
上
の
秘
密
も
し
く
は
技
術
上
の
秘
密
を
、
ａ
技
術
的
な
手
段
の
利
用
、
ｂ
秘
密
が
有
体
化
さ
れ
た
副
生
物
の
作
成
、
ｃ
秘
密
が
有



（　
　
　
　

）

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
八
九

一
〇
九
七

体
化
さ
れ
た
物
の
奪
取
に
よ
り
、
無
権
限
に
、
取
得
又
は
確
保
す
る
こ
と
﹂、
ま
た
、
二
号
で
﹁
一
項
所
定
の
開
示
、
又
は
一
号
所
定
の
手

段
に
よ
る
自
己
も
し
く
は
他
人
の
行
為
に
よ
っ
て
無
権
限
に
獲
得
又
は
確
保
さ
れ
た
取
引
上
の
秘
密
も
し
く
は
技
術
上
の
秘
密
を
、
無
権
限

に
利
用
し
ま
た
は
他
人
に
開
示
す
る
こ
と
﹂
を
定
め
て
い
る
。

二
　
基
本
法
上
の
保
護

　

不
競
法
一
七
条
が
掲
げ
る
営
業
秘
密
（G

eschäftsgeheim
nis

）
お
よ
び
企
業
秘
密
（B

etriebsgeheim
nis

）
は
、
基
本
法
一
四
条
に

基
づ
い
て
保
護
さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る）

5
（

。
す
な
わ
ち
、
基
本
法
一
四
条
一
項
は
、﹁
所
有
権
お
よ
び
相
続
権
は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
。

内
容
お
よ
び
制
限
は
、
法
律
で
定
め
る
﹂
も
の
と
定
め
て
お
り
、
不
競
法
一
七
条
は
、
こ
の
規
定
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、
営

業
・
企
業
秘
密
が
、
事
業
主
の
財
産
権
の
観
点
か
ら
保
護
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
競
争
市
場
に
お
け
る
事
業
主
が
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
経
済
的
秩
序
と
し
て
の
競
争
を
保
護
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る）

6
（

。
他
方
で
、
後
述
の
と
お
り
、
労
働
契
約
上
の
使

用
者
の
秘
密
保
持
の
利
益
は
、基
本
法
一
二
条
に
基
づ
く
職
業
活
動
の
自
由
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、

基
本
法
一
二
条
は
、
不
競
法
一
七
条
の
根
拠
と
な
り
得
な
い
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る）

7
（

。

三
　
保
護
対
象

　

不
競
法
一
七
条
の
保
護
対
象
は
、
企
業
秘
密
お
よ
び
営
業
秘
密
の
二
つ
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
上
位
概
念
は
、
経
済
的
秘
密

（W
irtschaftsgeheim

nis

）
）
8
（

あ
る
い
は
事
業
上
の
秘
密
（U

nternehm
ensgeheim

nis

）
）
9
（

で
あ
る
と
解
さ
れ
、
事
業
主
の
技
術
な
い
し
商

業
上
の
秘
密
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る）
₁₀
（

。
企
業
秘
密
は
、
具
体
的
に
は
、
技
術
に
関
す
る
説
明
書
、
図
面
、
サ
ン
プ
ル
、
模
型
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
よ
う
に
、
技
術
的
な
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
営
業
秘
密
は
、
計
算
書
類
、
価
格
、
顧
客
リ
ス
ト
の
よ



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
九
〇

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

一
〇
九
八

う
に
、
商
業
上
の
性
質
を
有
す
る
知
識
が
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る）
₁₁
（

。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
定
義
の
区
別
を
行
う
意
義
は
失
わ
れ
た

も
の
と
解
さ
れ
て
い
る）
₁₂
（

。

　

こ
れ
に
関
し
て
、
秘
密
の
保
護
対
象
に
関
す
る
定
義
規
定
は
な
い
も
の
の
、
通
説
で
は
、
①
事
業
（G

eschäftsbetrieb

）
に
関
係
し
、

②
限
定
的
な
人
的
範
囲
が
認
め
ら
れ
、
周
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
（
非
公
知
性
・fehlende O

ffenkundigkeit

）、
③
事
業
主
の
明
示
な
い

し
黙
示
の
意
思
（konkludent erklärten W

illen

）
に
よ
っ
て
、
④
正
当
（berechtigt

）
な
経
済
的
利
益
に
基
づ
き
秘
密
を
保
持
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る）
₁₃
（

。
同
様
に
、
連
邦
最
高
裁
判
所
一
九
六
〇
年
は
、﹁
企
業
秘
密
な
い
し

営
業
秘
密
は
、
⋮
企
業
と
関
係
す
る
事
項
で
あ
り
、
狭
く
限
定
さ
れ
た
人
的
範
囲
（eng begrenzten P

ersonenkreis

）
に
の
み
知
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
周
知
性
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
明
示
な
い
し
認
識
可
能
な
事
業
主
の
意
思
に
基
づ
き
秘
密
が
保
持
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
最
後
に
、
正
当
な
経
済
的
利
益
を
有
す
る
こ
と
を
法
的
に
要
請
し
て
い
る
﹂
も
の
と
判
示
し
て
お
り
、
そ
の
後
二
〇
〇
二

年
一
一
月
七
日
判
決
以
降）
₁₄
（

も
こ
の
四
要
件
を
概
ね
承
継
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
こ
の
四
つ
の
要
件
が
掲
げ
ら
れ
る
に
と

ど
ま
り
、
そ
の
理
由
づ
け
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
不
競
法
は
、
競
争
市
場
に
お
け
る
企
業
秘
密
に
関
し
て
、
事
業
主

の
利
益
だ
け
で
な
く
、
競
争
市
場
の
秩
序
と
い
う
側
面
か
ら
、
第
三
者
と
な
る
退
職
後
の
従
業
員
や
共
同
経
営
者
と
、
企
業
秘
密
の
利
用
を

め
ぐ
っ
て
利
害
対
立
が
生
じ
る
と
い
う
点
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）
₁₅
（

。
そ
の
結
果
、
こ
の
よ
う
な
競
争
市
場
の
秩
序
と
い
う
観
点
を
踏

ま
え
、
使
用
者
の
利
益
の
保
護
対
象
を
一
定
の
要
件
に
限
定
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

具
体
的
に
、
②
限
定
的
な
人
的
範
囲
の
要
件
に
関
し
て
は
、
如
何
な
る
判
断
が
な
さ
れ
る
か
を
め
ぐ
っ
て
は
、
契
約
上
な
い
し
法
律
上
の

守
秘
義
務
（V

erschw
iegenheit

）
を
課
さ
れ
た
者
に
の
み
知
ら
れ
て
い
る
場
合
で
あ
れ
ば
、
か
か
る
要
件
は
充
足
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
）
₁₆
（

。
そ
れ
に
伴
い
、
労
働
者
は
労
働
契
約
上
の
守
秘
義
務
を
負
う
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
含
ま
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
秘
密

保
持
者
の
助
力
な
し
に
そ
の
他
の
第
三
者
が
秘
密
を
獲
得
し
た
場
合
も
、
そ
の
人
的
範
囲
を
把
握
で
き
る
限
り
は
、
人
的
範
囲
の
限
定
が
認



（　
　
　
　

）

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
九
一

一
〇
九
九

め
ら
れ
る）
₁₇
（

。

　

ま
た
、
③
事
業
主
の
明
示
な
い
し
黙
示
の
意
思
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
が
秘
密
保
持
の
意
思
を
有
し
、
そ
の
意
思
が
明
確
で
あ
り
、

少
な
く
と
も
、
そ
の
意
思
を
認
識
す
る
こ
と
が
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
か
か
る
意
思
は
、
秘
密
の
性
質
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る）
₁₈
（

。
こ
れ
に
関
し
、
連
邦
労
働
裁
判
所
二
〇
〇
六
年
四
月
二
七
日
判
決）
₁₉
（

に
よ
る
と
、
競
争
会
社

に
よ
っ
て
顧
客
リ
ス
ト
を
盗
ま
れ
た
事
案
に
お
い
て
、
顧
客
リ
ス
ト
は
、
競
争
上
、
秘
密
保
持
の
利
益
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
性
質
決
定

が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
、
秘
密
保
持
の
意
思
が
生
じ
る
も
の
と
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
事
業
主
の
明
示
な
い
し
黙
示
の
意

思
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
の
秘
密
の
対
象
に
つ
き
、
客
観
的
な
認
識
可
能
性
が
あ
っ
た
か
否
か
と
い
う
視
点
か
ら
判
断
さ
れ
、
黙
示

の
意
思
は
、
比
較
的
緩
や
か
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
企
業
秘
密
お
よ
び
営
業
秘
密
の
概
念
は
、
後

述
す
る
契
約
上
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
同
様
に
解
さ
れ
て
い
る
（
第
三
節
も
参
照
。）。

　

さ
ら
に
、
④
事
業
主
は
、
秘
密
保
持
の
利
益
（G

eheim
haltungsinteresse

）
と
し
て
、
正
当
な
経
済
的
利
益
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
秘
密
が
事
業
主
の
競
争
力
（W

ettbew
erbsfähigkeit

）
と
し
て
重
要
と
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
そ
の
秘
密

が
他
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
競
争
者
が
有
利
に
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
自
己
の
競
争
力
を
弱
体
化
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
場

合
に
お
い
て
、
正
当
な
経
済
的
利
益
が
肯
定
さ
れ
る）
₂₀
（

。

四
　
在
職
中
に
取
得
し
た
秘
密
の
利
用

　

㈠　

裁
判
例

　

在
職
中
の
守
秘
義
務
に
つ
い
て
、
不
競
法
上
適
用
さ
れ
る
の
は
、
不
競
法
一
七
条
一
項
で
あ
る
。
同
法
一
七
条
一
項
は
、
労
働
者
が
、
雇

用
関
係
の
範
囲
に
お
い
て
打
ち
明
け
ら
れ
、
ま
た
は
知
り
得
る
こ
と
と
な
っ
た
営
業
秘
密
ま
た
は
企
業
秘
密
を
雇
用
関
係
の
継
続
期
間
中
に



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
九
二

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

一
一
〇
〇

無
権
限
で
（unbefugt

）、
競
争
の
目
的
を
も
っ
て
、
自
己
も
し
く
は
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
、
ま
た
は
事
業
主
に
損
害
を
与
え
る
意
図

を
も
っ
て
、
他
人
に
漏
洩
す
る
者
は
、
三
年
以
下
の
自
由
刑
ま
た
は
罰
金
に
処
す
る
も
の
と
定
め
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
①
連
邦
最
高
裁

判
所
一
九
七
七
年
二
月
一
八
日
判
決
に
お
い
て
は
、
在
職
中
に
競
合
他
社
に
対
し
て
、
労
働
者
が
技
術
的
情
報
を
漏
洩
し
た
行
為
に
つ
き
、

不
競
法
一
七
条
一
項
の
違
法
性
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
在
職
中
に
使
用
者
の
下
で
労
働
者
が
獲
得
し
た
企
業
秘
密
お
よ
び
営
業
秘
密
を
、
労
働
契
約
終
了
後
に
利
用
な
い
し
開
示
し
た

場
合
に
は
、
不
競
法
一
七
条
二
項
が
適
用
さ
れ
る
。
②
連
邦
最
高
裁
判
所
二
〇
〇
六
年
四
月
二
七
日
判
決
は
、
在
職
中
に
獲
得
し
た
顧
客
デ

ー
タ
を
権
限
な
く
私
的
に
記
録
し
て
保
管
し
、
退
職
後
に
引
抜
き
目
的
で
そ
れ
を
用
い
た
も
の
と
し
て
、
違
法
性
を
認
め
て
い
る
。

　

以
下
、
①
連
邦
最
高
裁
判
所
一
九
七
七
年
二
月
一
八
日
判
決
と
②
連
邦
最
高
裁
判
所
二
〇
〇
六
年
四
月
二
七
日
判
決
に
つ
い
て
、
紹
介
を

行
う
。

　
　
　

①　

連
邦
最
高
裁
判
所
一
九
七
七
年
二
月
一
八
日
判
決

　

ま
ず
、
不
競
法
一
七
条
一
項
違
反
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
事
案
と
し
て
、
連
邦
最
高
裁
判
所
一
九
七
七
年
二
月
一
八
日
判
決）
₂₁
（

が
あ
る
。
本

件
は
、
デ
ー
タ
処
理
機
を
製
造
す
る
原
告
会
社
で
就
労
し
て
い
た
複
数
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
、
競
合
他
社
に
対
し
て
、
原
告
会
社
の
小
型
プ
ロ

セ
ッ
サ
ー
（K

leinprozeß
rechner

）
に
関
す
る
技
術
的
な
知
識
お
よ
び
書
類
を
漏
洩
し
、
総
額
一
二
一
〇
マ
ル
ク
の
侵
害
を
も
た
ら
し
た

と
し
て
、
原
告
会
社
が
、
競
合
会
社
お
よ
び
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
対
し
て
、
損
害
賠
償
請
求
を
行
っ
た
事
案
で
あ
る
。

　

本
判
決
は
、
本
件
小
型
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
が
不
競
法
一
七
条
に
基
づ
く
企
業
秘
密
に
該
当
す
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
ら
が
競

合
会
社
に
漏
洩
し
た
と
い
う
事
実
か
ら
、
不
競
法
一
七
条
一
項
に
違
反
す
る
も
の
と
判
断
し
た
控
訴
審
を
支
持
し
た
。
す
な
わ
ち
、﹁
法
的

に
企
業
秘
密
に
つ
い
て
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
事
業
主
が
そ
の
労
働
成
果
を
秘
密
に
し
た
ま
ま
に
す
る
場
合
で
あ
る
。
そ
の
労
働
成
果
は
、



（　
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在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

二
九
三

一
一
〇
一

雇
用
関
係
な
し
に
獲
得
さ
れ
ず
、
そ
の
成
果
を
秘
密
と
し
て
取
扱
う
と
い
う
事
業
主
の
意
思
が
、
確
認
さ
れ
る
こ
と
で
足
り
る
。
⋮
⋮
開
発

に
従
事
す
る
際
に
複
雑
化
さ
れ
た
機
器
は
、
そ
れ
が
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
で
あ
る
場
合
も
同
様
に
、
原
告
の
秘
密
保
持
の
意
思
に
よ
っ
て
、
容
易

に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。
三
人
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
そ
の
他
の
不
競
法
一
七
条
一
項
の
要
件
を
充
足
す
る
と
す
る
、
控
訴
審
の
認
定
は
、
法
的
根

拠
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
な
い
。
本
判
決
が
支
持
す
る
認
定
は
、と
り
わ
け
、エ
ン
ジ
ニ
ア
ら
が
そ
の
労
働
成
果
を
こ
の
規
定
の
意
味
す
る
﹁
他

人
に
﹂、
つ
ま
り
、
独
立
し
た
法
人
、
当
時
の
被
告
会
社
で
あ
り
、
そ
の
会
社
に
漏
洩
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

⋮
支
持
さ
れ
る
控
訴
審
の
認
定
に
よ
れ
ば
、エ
ン
ジ
ニ
ア
が
自
己
の
利
益
で
行
動
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、﹁
競
争
の
目
的
﹂
を
も
っ
て
、

﹁
自
己
の
利
益
の
た
め
﹂
に
、
か
つ
、
事
業
主
に
損
害
を
与
え
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
動
機
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
不
競
法
一
七
条
一

項
に
違
反
す
る
﹂。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
判
決
で
は
、
不
競
法
一
七
条
一
項
に
沿
っ
た
判
断
が
な
さ
れ
て
お
り
、
不
競
法
一
七
条
に
基
づ
く
企
業
秘
密
に
該
当
す

る
か
否
か
、
労
働
者
が
競
争
の
目
的
を
有
し
て
、
競
合
他
社
に
当
該
秘
密
を
漏
洩
し
た
か
否
か
、
自
己
も
し
く
は
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
、

ま
た
は
事
業
主
に
損
害
を
与
え
る
意
図
を
も
っ
て
、
漏
洩
さ
れ
た
か
否
か
と
い
う
点
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
不
競
法
一
七
条
の

定
め
る
要
件
と
し
て
、
労
働
者
が
、
競
争
の
目
的
を
も
っ
て
、
私
的
利
益
を
図
る
、
あ
る
い
は
事
業
主
に
損
害
を
与
え
る
意
図
が
あ
っ
た
か

ど
う
か
と
い
う
点
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
契
約
に
内
在
す
る
守
秘
義
務
と
異
な
る
特
徴
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
　

②　

連
邦
最
高
裁
判
所
二
〇
〇
六
年
四
月
二
七
日
判
決

　

次
に
、
不
競
法
一
七
条
二
項
違
反
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
事
案
と
し
て
、
連
邦
最
高
裁
判
所
二
〇
〇
六
年
四
月
二
七
日
判
決）
₂₂
（

を
紹
介
す
る
。

本
件
は
、
プ
リ
ン
ト
配
線
の
販
売
業
を
営
む
事
業
主
の
下
で
、
以
前
就
労
し
て
い
た
労
働
者
が
、
管
理
さ
れ
て
い
た
顧
客
デ
ー
タ
を
顧
客
の

引
抜
き
の
た
め
に
私
的
に
保
管
、
利
用
し
て
い
た
事
案
に
お
い
て
、
事
業
主
が
当
該
元
従
業
員
に
対
し
、
顧
客
デ
ー
タ
の
不
作
為
、
返
還
、
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志
社
法
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六
八
巻
三
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二
九
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中
の
守
秘
義
務
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め
ぐ
る
法
的
課
題

一
一
〇
二

削
除
請
求
、
情
報
請
求
お
よ
び
損
害
賠
償
義
務
の
確
認
請
求
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
顧
客
デ
ー
タ
が
不
競
法
一
七
条
の
い
う

企
業
上
の
秘
密
に
該
当
す
る
か
否
か
、
退
職
後
の
従
業
員
が
在
職
中
に
獲
得
し
た
知
識
を
事
後
的
に
利
用
す
る
こ
と
の
違
法
性
（
同
条
二
項

二
号
の
該
当
性
）
が
争
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
本
判
決
は
、
第
一
の
争
点
と
さ
れ
て
い
た
、
顧
客
デ
ー
タ
が
企
業
上
の
秘
密
と
し
て
財
産
的
価
値
を
有
す
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
、
秘
密
の
性
質
上
、
使
用
者
に
不
利
益
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
も
の
と
し
て
、
不
競
法
一
七
条
の
意
味
す
る
企
業
秘
密
で
あ
る
と

し
た
。
こ
の
点
を
前
提
と
し
た
上
で
、
以
下
の
通
り
、
不
競
法
一
七
条
二
項
二
号
に
違
反
す
る
も
の
と
し
て
、
事
業
主
の
請
求
を
認
め
て
い

る
。

　
﹁
退
職
後
の
従
業
員
は
、
競
業
避
止
特
約
が
な
い
限
り
で
、
就
労
期
間
に
獲
得
し
た
知
識
を
後
に
無
限
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
就
労
期
間
中
に
企
業
秘
密
と
し
て
記
憶
に
と
ど
め
て
あ
る
情
報
に
つ
い
て
の
み
対
象
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

雇
用
関
係
終
了
後
、
従
前
の
雇
用
主
の
も
と
で
獲
得
し
た
知
識
を
不
利
に
用
い
る
行
為
は
、
退
職
後
の
従
業
員
が
、
就
労
期
間
に
作
成
し
た

書
類
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
理
由
の
み
で
、
退
職
後
の
従
業
員
に
認
め
ら
れ
る
情
報
の
利
用
に
は
該
当
し
な
い
。

　

退
職
後
の
従
業
員
は
、
こ
の
よ
う
な
書
類
を
︱
例
え
ば
、
私
的
記
録
な
い
し
メ
モ
で
記
録
し
た
デ
ー
タ
と
し
て
︱
保
管
し
、
そ
し
て
、
従

前
の
使
用
者
の
企
業
秘
密
を
引
用
す
る
場
合
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
不
競
法
一
七
条
二
項
二
号
の
意
味
す
る
企
業
秘
密
を
無
権
限
に
獲
得
し
て

い
る
。﹂

　

こ
の
よ
う
に
、
顧
客
デ
ー
タ
は
、
不
競
法
一
七
条
の
い
う
企
業
秘
密
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
、
在
職
中
に
獲
得
し
た
企
業
秘
密
を
権

限
な
く
私
的
に
記
録
し
て
保
管
し
、
か
つ
、
退
職
後
に
そ
れ
を
用
い
る
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
は
、
不
競
法
一
七
条
二
項
に
該
当
す
る
も
の

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
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㈡　

検
討

　

労
働
者
が
在
職
中
に
企
業
秘
密
を
漏
洩
し
た
事
案
に
つ
い
て
は
、
不
競
法
一
七
条
一
項
で
処
理
を
行
う
一
方
、
在
職
中
に
獲
得
し
た
企
業

秘
密
を
退
職
後
に
権
限
な
く
用
い
た
場
合
、
同
条
二
項
に
基
づ
き
判
断
が
な
さ
れ
る
。
裁
判
例
は
、
不
競
法
一
七
条
に
基
づ
く
企
業
秘
密
の

保
護
対
象
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
そ
の
態
様
に
つ
き
、
競
争
の
目
的
を
も
っ
て
、
自
己
も
し
く
は
第
三
者
の
利
益
を
図
る
、

あ
る
い
は
損
害
を
与
え
る
意
図
を
有
し
て
い
た
か
ど
う
か
不
競
法
一
七
条
に
即
し
た
判
断
を
行
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
不
競
法
一
七
条
が

保
護
対
象
お
よ
び
態
様
に
関
す
る
要
件
を
限
定
し
て
い
る
点
は
、
被
害
者
と
し
て
の
使
用
者
の
保
護
だ
け
で
な
く
、
競
争
者
や
そ
の
他
の
市

場
参
加
者
を
も
不
正
競
争
か
ら
保
護
す
る
と
い
う
同
法
の
目
的
に
合
致
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

五
　
違
反
の
効
果

　

違
反
の
効
果
と
し
て
は
、
不
競
法
一
七
条
に
基
づ
く
処
罰
（
三
年
以
下
の
自
由
刑
ま
た
は
罰
金
に
処
す
る
）
だ
け
で
な
く
、
民
法
典
八
二

三
条
二
項
（
不
競
法
三
条
、
九
条
一
文
、
民
法
典
八
二
六
条
）
に
基
づ
く
不
法
行
為
お
よ
び
不
競
法
八
条
に
基
づ
く
差
止
め
・
削
除
請
求
が

あ
る
。
と
り
わ
け
、
民
法
典
八
二
三
条
二
項
に
よ
れ
ば
、﹁
他
の
者
の
保
護
を
目
的
と
す
る
法
律
に
違
反
し
た
者
も
、
同
一
の
義
務
を
負
う
。

当
該
法
律
の
内
容
に
よ
れ
ば
有
責
性
が
な
く
て
も
当
該
法
律
へ
の
違
反
が
可
能
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
賠
償
義
務
は
、
有
責
性
が
あ
る

場
合
に
限
り
生
ず
る
﹂。
し
た
が
っ
て
、不
競
法
一
七
条
違
反
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
が
可
能
と
な
る（
損
害
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、

第
七
節
㈣
を
参
照
）。
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在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
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一
一
〇
四

第
三
節
　
契
約
に
内
在
す
る
守
秘
（
秘
密
保
持
）
義
務

一
　
義
務
内
容

　

㈠　

根
拠

　

労
働
者
は
、
労
働
契
約
上
の
信
義
則
（
民
法
典
二
四
一
条
二
項
、
二
四
二
条
）
に
基
づ
き
、
使
用
者
の
利
益
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
労
働
者
が
知
り
得
た
営
業
秘
密
（G

eschäftsgeheim
nis

）・
企
業
秘
密
（B

etriebsgeheim
nis

）
に
つ
い
て
保
持
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る）
₂₃
（

。
守
秘
義
務
は
、
こ
う
し
た
秘
密
を
保
持
す
る
義
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
不
競
法
一
七
条
が
想
定
す
る
秘
密
漏
洩
だ

け
で
な
く
、
秘
密
情
報
を
権
限
な
く
閲
覧
す
る
行
為
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
点
で
、
不
競
法
一
七
条
よ
り
も
広
範
な
禁
止
を
含
ん
で
い
る）
₂₄
（

。
こ

れ
に
加
え
て
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
の
根
拠
は
、
信
義
則
（
民
法
典
二
四
一
条
二
項
、
二
四
二
条
）
の
他
に
、
使
用
者
の
職
業
活
動
の
自
由

（
基
本
法
一
二
条
一
項
）、
財
産
権
（
同
法
一
四
条
一
項
）
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る）
₂₅
（

。

　

こ
の
よ
う
な
契
約
上
の
守
秘
義
務
の
根
拠
を
踏
ま
え
、
守
秘
義
務
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
使
用
者
の
営
業
秘
密
の
保
護
を
重
視

し
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
労
働
者
の
行
為
を
制
約
す
る
と
い
っ
た
視
点
は
み
ら
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
守
秘
義
務
は
、
労
働
者
の
就

労
自
体
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、ド
イ
ツ
法
で
は
、労
働
者
に
よ
る
内
部
告
発（W

histleblow
ing

）

も
守
秘
義
務
の
類
型
の
一
つ
と
し
て
議
論
が
み
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
場
面
に
お
い
て
は
、
労
働
者
の
基
本
的
権
利
と
し
て
、
基
本
法
二
条
、

五
条
、
一
七
条
が
考
慮
さ
れ
て
い
る）
₂₆
（

。
つ
ま
り
、
内
部
告
発
は
、
企
業
内
の
情
報
を
外
部
に
発
信
す
る
労
働
者
の
利
益
と
内
部
告
発
に
よ
る

不
利
益
か
ら
保
護
さ
れ
る
使
用
者
の
利
益
と
双
方
の
利
益
衡
量
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
守
秘
義
務
の
内
容
と
は
異
な

る
視
点
で
根
拠
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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㈡　

保
護
対
象

　

契
約
に
内
在
す
る
守
秘
義
務
の
保
護
対
象
と
さ
れ
る
秘
密
の
内
容
に
お
い
て
は
、
裁
判
例
と
学
説
で
差
異
が
み
ら
れ
る
。

　
　
　

①　

裁
判
例

　

裁
判
例
は
、
保
護
対
象
を
前
述
し
た
不
競
法
一
七
条
と
同
様
に
解
し
て
お
り
、
①
事
業
（G

eschäftsbetrieb

）
に
関
係
し
、
②
限
定
的

な
人
的
範
囲
が
認
め
ら
れ
、
周
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
③
事
業
主
の
明
示
な
い
し
黙
示
の
意
思
（［konkludent erklärten W

illen

］
例

え
ば
、
情
報
を
保
管
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
を
い
う）
₂₇
（

。）
に
よ
っ
て
、
④
正
当
な
経
済
的
利
益
に
基
づ
き
秘
密
を
保
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
す
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
（
第
二
節
三
も
参
照
。）。

　

こ
の
点
、
不
競
法
一
七
条
の
要
件
に
即
し
て
、
検
討
を
行
っ
た
も
の
と
し
て
、
連
邦
労
働
裁
判
所
一
九
八
二
年
三
月
六
日
判
決）
₂₈
（

が
あ
る
。

本
件
は
、
医
療
機
器
の
製
造
販
売
業
を
営
む
原
告
が
血
小
板
の
確
認
を
軽
減
す
る
た
め
の
装
置
を
開
発
し
、
当
該
製
造
方
法
を
用
い
て

T
hrom

boosol

と
い
う
名
称
の
機
器
を
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
同
社
の
労
働
者
で
あ
っ
た
被
告
が
、
退
職
後
、
競
争
会
社
を
設
立
し
、
上
記

機
器
と
類
似
す
る
製
品
を
販
売
し
た
た
め
に
、
こ
れ
に
対
し
て
原
告
会
社
が
、
秘
密
保
持
特
約
等
に
基
づ
き
、
被
告
に
対
し
て
、
原
告
会
社

と
類
似
す
る
製
品
の
製
造
販
売
の
差
止
、
損
害
賠
償
等
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。
そ
の
際
に
、T

hrom
boosol

の
製
造
方
法
に
つ
き
、
企

業
秘
密
該
当
性
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
以
下
の
と
お
り
述
べ
、
こ
れ
を
肯
定
し
て
い
る
。

　

不
競
法
上
の
﹁
公
知
性
（O

ffenkundigkeit

）
は
、
関
心
を
抱
く
者
が
困
難
な
く
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
企
業
秘
密
は
、
狭
い
制
限
が
あ
る
人
的
範
囲
で
し
か
知
ら
れ
ず
、
公
知
性
が
な
く
、
企
業
と
関
係
す
る
事
柄
が
、
使
用
者
の

意
思
に
基
づ
き
、
か
つ
正
当
な
経
済
的
利
益
の
範
囲
で
保
持
す
べ
き
場
合
に
存
在
す
る
﹂。
本
件
に
つ
い
て
は
、
被
告
が
退
職
す
る
ま
で
は
、

T
hrom

boosol

の
製
造
方
法
に
つ
い
て
、
使
用
者
と
被
告
と
発
明
者
の
み
し
か
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
秘
密
保
持
に
つ
き
使
用
者
の
意
思
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が
存
在
し
た
こ
と
、
一
般
的
な
製
造
者
お
よ
び
販
売
業
者
に
と
っ
て
、
非
常
に
経
済
的
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
使
用
者
が
秘
密
保
持

に
つ
き
正
当
な
経
済
的
利
益
を
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
企
業
秘
密
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
判
断
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
の
保
護
対
象
に
つ
い
て
も
、
不
競
法
一
七
条
に
基
づ
く
企
業
秘
密
に
即
し
た
判
断
を
行
っ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
な
ぜ
契
約
上
の
守
秘
義
務
の
場
合
も
不
競
法
一
七
条
と
同
様
の
保
護
対
象
と
解
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
、
理
由
は
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
。
前
述
の
と
お
り
、
不
競
法
は
、
競
争
市
場
の
秩
序
を
目
的
と
し
て
、
使
用
者
以
外
の
職
業
活
動
の
自
由
と
の
関
係
を
考
慮
し

て
、
一
定
の
要
件
を
課
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
の
保
護
対
象
に
つ
い
て
も
同
様
の
考
え
方
を
前
提

と
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
よ
う
。

　
　
　

②　

学
説

　

学
説
で
は
、
契
約
に
内
在
す
る
守
秘
義
務
は
、
信
義
則
上
発
生
す
る
労
働
者
の
義
務
と
し
て
、
使
用
者
の
利
益
を
保
護
す
る
も
の
と
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
保
護
対
象
は
、
上
記
裁
判
例
の
①
～
④
の
要
件
を
超
え
る
も
の
と
指
摘
す
る
立
場
が
存
在
す
る）
₂₉
（

。
も
っ
と
も
、

使
用
者
の
利
益
と
し
て
ど
の
よ
う
な
秘
密
が
保
護
さ
れ
う
る
の
か
に
つ
い
て
、
明
確
な
基
準
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。
こ
れ
に

関
し
て
、
契
約
に
内
在
す
る
守
秘
義
務
の
保
護
対
象
を
上
記
不
競
法
上
の
要
件
よ
り
も
広
範
な
も
の
と
解
す
る
見
解
と
し
て
、
ア
ク
セ
ス
不

可
能
な
秘
密
で
あ
れ
ば
、
営
業
秘
密
お
よ
び
企
業
秘
密
と
し
て
、
基
本
的
に
保
護
さ
れ
る
も
の
と
す
る
見
解
が
み
ら
れ
る）
₃₀
（

。
し
か
し
、
こ
の

立
場
は
、
上
記
②
（
限
定
的
な
人
的
範
囲
）
や
③
（
事
業
主
の
明
示
な
い
し
黙
示
の
意
思
）
の
要
件
を
充
足
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
か
か
る

要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
評
価
す
る
と
、
不
競
法
上
の
要
件
に
近
似
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
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③　

企
業
秘
密
と
営
業
秘
密

　

契
約
上
保
護
の
対
象
と
さ
れ
る
秘
密
に
関
し
て
も
、
不
競
法
と
同
様
、
企
業
秘
密
（B

etriebsgeheim
nis

）・
営
業
秘
密

（G
eschäftsgeheim

nis

）
の
二
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
連
邦
労
働
裁
判
所）
₃₁
（

は
、
企
業
秘
密
は
、
技
術
的
な
事
業
プ
ロ
セ
ス

と
関
わ
る
秘
密
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
製
造
お
よ
び
製
造
方
法
の
よ
う
な
場
合
が
あ
る
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
、
営
業
秘
密
は
、
事

業
主
の
一
般
的
な
営
業
取
引
に
関
わ
る
秘
密
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。
営
業
秘
密
の
中
に
は
、
顧
客
リ
ス
ト
、
顧
客
の
購
入
習
慣
、
そ
の

顧
客
の
好
み
お
よ
び
そ
れ
に
類
す
る
事
柄
も
含
ま
れ
、
こ
れ
ら
の
知
識
を
、
従
業
員
が
売
主
と
し
て
譲
渡
し
、
こ
の
手
段
を
自
身
の
た
め
に

用
い
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
意
味
の
違
い
は
特
に
法
律
上
は
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い）
₃₂
（

。
企
業
秘
密
お

よ
び
営
業
秘
密
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
て
、
具
体
的
に
は
、
技
術
的
領
域
（
技
術
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
、
製
造
機
械
お
よ
び
方
法
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ソ
フ
ト
）、
供
給
領
域
（
商
品
の
供
給
先
、
信
用
貸
し
）、
販
売
領
域
（
販
売
地
域
・
計
画
、
顧
客
名
簿
、
販
売
価
格
リ
ス
ト
）、
会
計
事

務
領
域
（
貸
借
対
照
表
、
在
庫
調
べ
、
経
理
）、
競
業
領
域
・
戦
略
、
労
働
者
個
人
の
事
柄
（
賃
金
、
労
働
者
の
発
明
品
）
等
が
秘
密
の
対

象
と
さ
れ
る）
₃₃
（

。
と
り
わ
け
、
労
働
者
の
賃
金
デ
ー
タ
は
、
競
争
相
手
に
と
っ
て
、
市
場
に
お
い
て
有
益
で
は
な
い
場
合
に
は
、
守
秘
義
務
の

対
象
と
は
さ
れ
な
い
一
方
、
総
賃
金
お
よ
び
所
得
構
成
等
が
競
業
他
社
に
明
ら
か
に
な
り
、
そ
れ
が
原
因
と
な
っ
て
、
競
争
会
社
に
引
抜
か

れ
る
場
合
の
よ
う
に
、
競
争
力
の
保
護
と
関
係
が
あ
る
場
合
に
は
、
守
秘
義
務
の
対
象
と
な
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る）
₃₄
（

（
な
お
、
賃
金
デ
ー

タ
に
関
わ
る
守
秘
条
項
を
定
め
る
場
合
、
そ
れ
が
違
法
と
な
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
。
詳
細
は
、
第
六
節
㈠
を
参
照
。）。

二
　
不
競
法
と
の
差
異

　

前
述
の
と
お
り
、
労
働
者
は
、
労
働
契
約
上
、
信
義
則
（
民
法
典
二
四
一
条
二
項
、
二
四
二
条
）
を
根
拠
と
し
て
、
企
業
秘
密
・
営
業
秘

密
を
保
持
す
べ
き
義
務
を
有
す
る
。
裁
判
例
は
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
の
保
護
対
象
と
な
る
営
業
秘
密
・
企
業
秘
密
に
つ
い
て
、
不
競
法
一
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七
条
と
同
様
の
要
件
（
①
事
業
に
関
係
し
、
②
限
定
的
な
人
的
範
囲
が
認
め
ら
れ
、
周
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
③
事
業
主
の
明
示
な
い
し

黙
示
の
意
思
に
よ
っ
て
、
④
正
当
な
経
済
的
利
益
に
基
づ
き
秘
密
を
保
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
場
合
）
に
基
づ
き
判
断
し
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
、
不
競
法
と
比
べ
る
と
保
護
対
象
が
広
範
で
あ
る
と
い
う
学
説
の
立
場
が
あ
り
、
見
解
の
対
立
が
み
ら
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
使
用
者
の
利
益
を
上
記
要
件
よ
り
も
広
範
な
も
の
と
位
置
付
け
、
ア
ク
セ
ス
不
可
能
な
秘
密
で
あ
れ
ば
保
護
の
対
象
と
す
る

学
説）
₃₅
（

と
比
較
す
る
と
、
上
記
①
～
④
の
要
件
と
の
明
確
な
差
異
が
あ
る
と
評
価
で
き
る
か
ど
う
か
は
微
妙
な
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
不

競
法
の
議
論
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
②
限
定
的
な
人
的
範
囲
の
要
件
に
関
し
て
は
、
契
約
上
守
秘
義
務
を
課
さ
れ
た
者
に
の
み
知
ら
れ
て

い
る
場
合
で
あ
れ
ば
、
か
か
る
要
件
は
充
足
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
第
二
章
第
二
節
三
）。
そ
れ
ゆ
え
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
自
体
が
、

人
的
範
囲
を
限
定
し
て
い
る
も
の
と
評
価
で
き
る
。
ま
た
、
③
事
業
主
の
明
示
な
い
し
黙
示
の
意
思
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
秘
密
保
持
の
意

思
が
明
確
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
、
そ
の
意
思
が
認
識
可
能
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
か
か
る
意
思
は
、
秘
密
の
性
質
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
黙
示
の
意
思
の
要
件
は
比
較
的
緩
や
か
に
評
価
さ
れ
う
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
ア
ク
セ

ス
不
可
能
な
秘
密
を
保
護
の
対
象
と
す
る
学
説
の
見
解
に
依
拠
す
る
場
合
も
同
様
に
、
③
使
用
者
の
秘
密
保
持
の
意
思
を
充
足
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
学
説
が
不
競
法
の
保
護
対
象
よ
り
も
広
範
な
利
益
を
保
護
す
る
も
の
と
位
置
付
け
る
と
は
い
え
、
ど
の
程
度
広
範

な
も
の
で
あ
る
か
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

一
方
で
、
不
競
法
一
七
条
一
項
は
、
競
争
の
目
的
を
も
っ
て
、
自
己
ま
た
は
第
三
者
の
利
益
を
図
る
、
あ
る
い
は
損
害
を
与
え
る
意
図
を

有
し
、
か
つ
当
該
秘
密
を
漏
洩
し
た
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
は
、
保
護
対
象
の
侵
害
が
認
め
ら
れ

る
と
違
法
性
を
肯
定
し
て
い
る
点
で
、
前
者
の
方
が
後
者
よ
り
も
要
件
が
厳
格
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
の
違
法
性
は
、

不
競
法
一
七
条
と
比
べ
る
と
、
態
様
の
審
査
に
お
い
て
、
要
件
を
限
定
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
広
範
に
認
め
ら
れ
う
る
。
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第
四
節
　
時
間
的
適
用
範
囲

一
　
問
題
の
所
在

　

労
働
契
約
上
の
守
秘
義
務
は
、
付
随
義
務
と
し
て
、
契
約
関
係
が
存
続
す
る
限
り
生
じ
る
。
労
働
契
約
終
了
後
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と

お
り
、
不
競
法
一
七
条
二
項
の
定
め
る
範
囲
で
労
働
者
に
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
一
方
（
第
二
節
参
照
）、
契
約
に
内
在
す
る
守
秘
義
務

が
余
後
効
（N

achw
irkung

）
と
し
て
存
在
す
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
度
々
議
論
が
み
ら
れ
る）
₃₆
（

。
従
前
の
連
邦
労
働
裁
判
所
お
よ
び
連

邦
最
高
裁
判
所
で
は
、
契
約
上
の
内
在
す
る
守
秘
義
務
は
、
契
約
終
了
後
も
存
続
す
る
と
い
う
立
場
で
共
通
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定

の
制
限
を
設
け
、
義
務
内
容
に
は
違
い
が
み
ら
れ
た）
₃₇
（

。
し
か
し
、
そ
の
後
、
連
邦
最
高
裁
判
所
二
〇
〇
一
年
判
決
が
、
退
職
後
の
守
秘
義
務

の
余
後
効
を
認
め
る
立
場
を
完
全
に
否
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
連
邦
労
働
裁
判
所
と
異
な
る
立
場
を
採
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
に

議
論
に
つ
き
、
以
下
で
、
紹
介
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
。

二
　
裁
判
例

　

㈠　

連
邦
労
働
裁
判
所

　
　
　

①　

連
邦
労
働
裁
判
所
一
九
九
三
年
六
月
一
五
日
判
決

　

連
邦
労
働
裁
判
所
一
九
九
三
年
六
月
一
五
日
判
決）
₃₈
（

は
、
当
事
者
間
で
労
働
契
約
終
了
後
に
守
秘
条
項
が
な
く
、
か
つ
、
競
業
避
止
特
約
が

合
意
の
上
で
破
棄
さ
れ
て
い
た
場
合
に
、
余
後
効
と
し
て
の
守
秘
・
競
業
避
止
義
務
が
存
在
す
る
か
否
か
が
争
わ
れ
た
裁
判
例
で
あ
っ
た
。

本
件
は
、
化
学
製
造
を
営
む
原
告
会
社
が
、
四
〇
年
以
上
就
労
し
た
被
告
労
働
者
が
退
職
後
、
顧
客
情
報
、
販
売
戦
略
・
運
営
、
ノ
ウ
ハ
ウ

等
の
企
業
秘
密
お
よ
び
営
業
秘
密
を
用
い
て
、T

iandioxid

と
い
う
製
品
に
関
わ
る
競
業
行
為
を
し
た
と
し
て
、
こ
の
労
働
者
に
対
し
て
差

止
め
お
よ
び
損
害
賠
償
請
求
を
し
た
事
案
で
あ
る
。
本
判
決
は
、
以
下
の
通
り
、
一
定
の
範
囲
で
退
職
後
の
余
後
効
と
し
て
の
守
秘
義
務
を



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

三
〇
二

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

一
一
一
〇

肯
定
す
る
一
方
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
被
告
の
守
秘
義
務
違
反
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
原
告
会
社
の
請
求
を
棄
却
し
て
い
る
。
な
お
、

退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
に
つ
い
て
は
、
商
法
典
七
四
条
以
下
の
適
用
範
囲
で
の
み
適
法
と
判
断
し
て
い
る）
₃₉
（

。

　
﹁
契
約
終
了
後
の
守
秘
義
務
は
、
秘
密
と
し
て
保
持
さ
れ
る
事
柄
の
開
示
・
利
用
の
禁
止
に
限
定
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
存
在
す
る
職
業

活
動
の
制
約
は
、
当
該
秘
密
に
接
触
し
な
い
者
と
の
公
平
性
を
逸
脱
し
な
い
。
営
業
秘
密
に
は
、
顧
客
リ
ス
ト
、
顧
客
の
購
買
傾
向
等
が
含

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
知
識
（K

enntniss

）
を
労
働
者
は
開
示
し
て
、
自
己
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
も
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
結
果
、

就
労
時
に
被
告
が
知
り
得
た
顧
客
を
勧
誘
す
る
行
為
を
、
補
償
金
な
し
に
禁
止
す
る
こ
と
は
、
競
業
避
止
義
務
の
制
限
を
逸
脱
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
禁
止
を
守
秘
義
務
に
含
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。﹂

　

こ
の
よ
う
に
、
本
判
決
は
、
契
約
終
了
後
の
余
後
効
と
し
て
の
守
秘
義
務
は
、
企
業
秘
密
・
営
業
秘
密
を
第
三
者
に
譲
渡
し
た
り
、
自
己

利
用
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
義
務
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
、
労
働
者
の
職
業
活
動
を
制
約
し
て
い
な
い
も
の
と
判
示
し
た
。
具
体
的
に
は
、

守
秘
義
務
に
つ
い
て
、
顧
客
リ
ス
ト
の
開
示
を
禁
止
す
る
に
と
ど
め
る
一
方
、
顧
客
の
勧
誘
自
体
を
補
償
金
な
し
に
禁
止
す
る
こ
と
は
、
守

秘
義
務
の
内
容
に
該
当
し
な
い
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
以
下
の
理
由
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
退
職
し
た
労
働
者

に
よ
る
顧
客
の
勧
誘
を
制
約
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
、
職
業
活
動
を
制
約
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
の

問
題
と
な
る
。
ま
た
、
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
を
定
め
る
場
合
、
補
償
金
が
要
件
と
な
る
た
め
（
商
法
典
七
四
ａ
条
一
項
）、
補
償
金
を

定
め
な
い
競
業
避
止
義
務
は
保
護
に
値
し
な
い
も
の
と
評
価
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、就
労
時
に
知
り
得
た
顧
客
を
勧
誘
す
る
行
為
は
、

以
下
の
と
お
り
、
退
職
後
に
以
前
の
使
用
者
の
下
で
獲
得
し
た
知
識
経
験
を
活
用
す
る
行
為
と
し
て
、
自
由
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
﹁
守
秘
義
務
の
内
容
は
、
ま
さ
し
く
被
告
の
有
す
る
経
験
知
識
（E

rfahrungsw
issen

）
に
及
ば
ず
、
被
告
が
原
告
のT

iandioxid

に
関

わ
る
顧
客
に
介
入
す
る
場
合
に
お
い
て
も
関
係
な
い
。﹂

　

し
た
が
っ
て
、
余
後
効
と
し
て
の
守
秘
義
務
に
つ
い
て
は
、
企
業
秘
密
・
営
業
秘
密
を
自
己
の
た
め
に
開
示
、
利
用
す
る
こ
と
を
禁
止
す



（　
　
　
　

）

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

三
〇
三

一
一
一
一

る
一
方
、
以
前
の
使
用
者
の
下
で
獲
得
し
た
知
識
経
験
を
労
働
者
が
利
用
す
る
こ
と
は
自
由
で
あ
る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
顧
客
リ
ス
ト
の

開
示
し
、
利
用
す
る
こ
と
は
守
秘
義
務
違
反
と
な
る
の
に
対
し
、
当
該
秘
密
を
開
示
、
利
用
す
る
こ
と
な
く
、
就
労
時
に
知
り
得
た
知
識
経

験
を
利
用
し
、
顧
客
を
勧
誘
す
る
こ
と
は
、
守
秘
義
務
違
反
と
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
顧
客
の
勧
誘
そ
の
も
の
は
、
有
効
な
競
業
避
止
特
約

が
存
在
す
る
限
り
で
、
義
務
違
反
と
評
価
さ
れ
う
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
判
断
は
、
守
秘
義
務
違
反
の
該
当
性
に
係
る
判
断
基
準
を
曖

昧
に
さ
せ
る
と
い
う
帰
結
を
も
た
ら
し
た
。

　
　
　

②　

連
邦
労
働
裁
判
所
一
九
九
八
年
五
月
一
九
日
判
決

　

連
邦
労
働
裁
判
所
一
九
九
八
年
五
月
一
九
日
判
決）
₄₀
（

は
、
前
掲
一
九
九
三
年
六
月
一
五
日
判
決
を
引
用
し
、
退
職
後
の
競
業
避
止
特
約
が
有

効
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
限
り
、
獲
得
し
た
知
識
を
自
身
の
利
益
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
立
場
を
明
確
に
示
し
た
。
本

件
は
、
退
職
後
の
守
秘
条
項）
₄₁
（

の
定
め
に
基
づ
き
、
使
用
者
が
退
職
後
の
労
働
者
に
対
し
て
競
業
の
差
止
請
求
を
行
っ
た
事
案
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
本
判
決
は
、
本
件
守
秘
条
項
が
、
退
職
後
の
労
働
者
の
競
業
、
職
業
活
動
を
制
約
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
違
法
な
特
約
と
判
断

し
、
使
用
者
の
差
止
め
請
求
を
否
定
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
契
約
終
了
後
の
余
後
効
と
し
て
の
守
秘
義
務
に
つ
い
て
も
、
以
下
の
と
お
り

判
示
し
た
。

　
﹁
労
働
者
は
、
労
働
関
係
に
お
い
て
獲
得
し
た
、
企
業
秘
密
お
よ
び
営
業
秘
密
を
含
む
知
識
（E

rfahrungsw
issen

）
を
利
用
し
、
使
用

者
の
顧
客
に
介
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
連
邦
労
働
裁
判
所
一
九
九
三
年
六
月
一
五
日
判
決
）。

　

契
約
終
了
後
の
守
秘
義
務
な
い
し
一
般
的
な
契
約
終
了
後
の
誠
実
義
務
（T

reuepflicht

）
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
退
職
後
の
労
働
者
に
対
す

る
競
業
行
為
の
差
止
め
を
、
使
用
者
に
は
基
本
的
に
基
礎
づ
け
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
請
求
権
は
、
労
働
者
の
法
律
上
保
護
さ
れ
た
競
業

の
自
由
を
根
拠
に
︱
有
効
な
競
業
避
止
特
約
が
な
い
限
り
で
︱
一
般
的
な
法
律
上
の
規
定
、
不
競
法
一
条
、
民
法
典
八
二
三
条
、
八
二
六
条



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

三
〇
四

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

一
一
一
二

に
基
づ
い
て
禁
止
さ
れ
た
不
正
競
争
に
つ
い
て
の
み
保
護
を
も
た
ら
す
。﹂

　

こ
の
よ
う
に
、
本
判
決
は
、
退
職
後
の
労
働
者
に
つ
い
て
、
前
掲
一
九
九
三
年
六
月
一
五
日
判
決
を
踏
襲
し
て
余
後
効
と
し
て
の
契
約
終

了
後
の
守
秘
義
務
の
存
在
を
認
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
義
務
内
容
は
、
法
律
上
の
定
め
る
不
正
競
争
の
範
囲
で
の
み
及
ぶ
も
の
と
さ

れ
、
企
業
秘
密
・
営
業
秘
密
の
自
己
利
用
を
禁
止
す
る
も
の
と
し
て
曖
昧
な
基
準
を
示
し
た
前
掲
一
九
九
三
年
六
月
一
五
日
判
決
の
立
場
を

変
更
し
た
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
本
判
決
の
立
場
に
よ
る
と
、
契
約
終
了
後
の
余
後
効
と
し
て
の
守
秘
義
務
は
存
在
す
る
が
、
そ
の
内

容
は
、
不
競
法
一
七
条
二
項
の
内
容
を
意
味
し
、
違
反
の
効
果
と
し
て
、
民
法
典
八
二
三
条
、
八
二
六
条
（
不
法
行
為
）
に
基
づ
く
損
害
賠

償
請
求
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
帰
結
と
な
る
。
な
お
、
本
判
決
は
、
旧
不
競
法
一
条
を
掲
げ
て
お
り
、
競
業
避
止
義
務
と
の
関
係
で
の
制
限

の
み
を
掲
げ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
、
不
競
法
一
七
条
二
項
に
該
当
す
る
。

　

㈡　
連
邦
最
高
裁
判
所

　
　
　

①　

連
邦
最
高
裁
判
所
一
九
六
二
年
一
二
月
二
一
日
判
決

　

連
邦
最
高
裁
判
所
一
九
六
二
年
一
二
月
二
一
日
判
決）
₄₂
（

は
、
労
働
契
約
終
了
後
の
余
後
効
と
し
て
の
守
秘
義
務
を
肯
定
し
つ
つ
も
、
そ
の
義

務
内
容
は
、
労
使
の
信
頼
関
係
が
報
酬
に
反
映
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
う
る
と
し
、
極
め
て
例
外
的
な
位
置
づ
け
に
あ

る
）
₄₃
（

。
本
件
は
、
タ
イ
ル
の
製
造
お
よ
び
販
売
を
行
っ
て
い
た
使
用
者
の
元
従
業
員
が
、
企
業
秘
密
と
し
て
の
製
品
の
組
み
立
て
用
の
装
置
を

競
業
会
社
で
使
用
し
た
こ
と
に
つ
き
、
使
用
者
が
差
止
請
求
を
行
っ
た
事
案
で
あ
る
。
本
判
決
は
、
不
競
法
一
七
条
二
項
の
適
用
の
範
囲
に

お
い
て
誠
実
義
務
違
反
か
否
か
を
検
討
す
る
他
、
以
下
と
お
り
、
通
常
の
契
約
と
同
様
、
労
働
契
約
に
つ
い
て
も
、
余
後
効
と
し
て
の
守
秘

義
務
が
生
じ
る
も
の
と
判
示
し
た
。

　
﹁
元
従
業
員
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
雇
用
契
約
か
ら
生
じ
る
契
約
上
の
義
務
の
余
後
効
に
よ
っ
て
も
生
じ
る
。
確
か
に
、
労
働
関
係
終
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在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

三
〇
五

一
一
一
三

了
に
伴
い
、
こ
れ
に
よ
り
基
礎
づ
け
ら
れ
た
権
利
と
義
務
は
、
今
後
消
滅
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
余
後
効
（N

achw
irkung

）

は
、
通
常
の
契
約
関
係
の
場
合
も
同
様
、
狭
い
限
定
的
な
範
囲
で
、
特
に
、
秘
密
保
持
義
務
と
の
関
係
で
生
じ
う
る
。
⋮
使
用
者
に
対
す
る

従
業
員
の
誠
実
義
務
は
、
代
理
商
（H

andelsvertreters

）
と
比
べ
る
と
む
し
ろ
、
よ
り
親
密
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
契
約
上
の
信
頼
関
係

に
よ
る
余
後
効
の
観
点
か
ら
従
業
員
に
も
妥
当
す
る
。﹂

　

そ
の
上
で
、
契
約
上
の
誠
実
義
務
と
の
関
係
で
使
用
者
の
利
益
を
考
慮
す
る
に
あ
た
り
、
退
職
後
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
の
内
容
が
継
続

し
て
い
る
の
か
が
問
題
に
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
、本
判
決
は
、﹁
不
競
法
一
七
条
が
労
働
者
の
職
業
上
の
知
識（K

enntniss

）

の
利
用
を
適
法
と
し
て
い
る
た
め
、
不
競
法
一
条
お
よ
び
民
法
典
八
二
三
条
一
項
、
八
二
六
条
お
よ
び
契
約
上
の
誠
実
義
務
の
余
後
効
の
考

え
方
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
権
利
を
委
縮
さ
せ
る
こ
と
ま
で
は
導
か
れ
な
い
﹂
と
し
た
。
そ
こ
で
、
余
後
効
に
よ
る
守
秘
義
務
に
つ
い

て
は
、﹁
特
に
、
信
頼
関
係
が
反
映
さ
れ
る
報
酬
の
場
合
、
企
業
秘
密
の
保
護
が
強
制
さ
れ
る
﹂
と
し
た
上
で
、
具
体
的
に
は
、
信
頼
関
係

が
報
酬
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
な
、
明
ら
か
に
信
頼
性
の
高
い
地
位
に
あ
る
管
理
職
に
従
事
し
て
い
た
者
が
、
当
該
地
位
に
よ
っ
て
自
由
に
利

用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
企
業
秘
密
を
、
競
合
他
社
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
比
較
的
短
期
間
で
会
社
を
辞
め
る
よ

う
な
場
合
を
掲
げ
て
い
る
。
な
お
、
本
件
に
お
い
て
は
、
か
か
る
事
情
は
存
在
し
な
い
も
の
と
し
て
、
原
告
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
本
判
決
は
、
退
職
後
に
余
後
効
に
よ
っ
て
生
じ
る
労
働
者
の
守
秘
義
務
の
存
在
を
肯
定
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
不
競

法
一
七
条
は
、
退
職
後
の
労
働
者
が
従
前
の
使
用
者
の
下
で
獲
得
し
た
知
識
を
自
身
の
た
め
に
自
由
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
余
後
効
に
よ
っ
て
生
じ
る
守
秘
義
務
の
内
容
を
極
め
て
限
定
的
に
解
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
信
頼
関
係
が

報
酬
に
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
地
位
の
高
い
管
理
職
に
従
事
す
る
者
が
比
較
的
短
期
間
で
会
社
を
辞
め
、
競
業
会
社
の
た
め
に
秘
密
を
利

用
す
る
と
い
う
場
面
を
想
定
し
て
い
る
。
な
お
、
当
該
行
為
が
競
争
の
目
的
を
も
っ
て
、
自
己
ま
た
は
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
な
さ
れ
た

も
の
と
評
価
で
き
る
と
す
る
と
、
不
競
法
一
七
条
二
項
の
適
用
対
象
と
捉
え
る
余
地
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
判
決
は
、
余
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四

後
効
と
し
て
の
守
秘
義
務
を
肯
定
し
つ
つ
も
、
そ
の
内
容
は
極
め
て
例
外
的
な
位
置
づ
け
に
と
ど
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

②　

連
邦
最
高
裁
判
所
二
〇
〇
一
年
五
月
三
日
判
決

　

一
方
、
連
邦
最
高
裁
判
所
二
〇
〇
一
年
五
月
三
日
判
決）
₄₄
（

は
、
連
邦
労
働
裁
判
所
や
、
連
邦
最
高
裁
判
所
一
九
六
二
年
一
二
月
二
一
日
判
決

が
支
持
し
て
き
た
、
余
後
効
と
し
て
の
労
働
契
約
終
了
後
の
守
秘
義
務
自
体
を
、
不
競
法
の
存
在
を
理
由
に
否
定
し
た
上
で
、
不
競
法
の
範

囲
で
の
み
守
秘
義
務
が
生
じ
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
本
件
は
、
合
成
物
質
の
金
具
の
生
産
お
よ
び
販
売
を
行
う
原
告
会
社
で
就
労

し
て
い
た
被
告
労
働
者
が
退
職
後
に
技
術
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
用
い
て
競
業
活
動
を
行
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
使
用
者
が
労
働
者
に
対
し
、
不

競
法
一
七
条
等
に
基
づ
き
、
差
止
め
、
情
報
提
供
、
損
害
賠
償
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。
結
論
と
し
て
は
、
企
業
秘
密
で
あ
っ
た
設
備
を
さ

ら
に
改
良
し
、
そ
の
改
良
後
の
技
術
の
成
果
が
従
前
と
同
一
で
は
な
い
た
め
、
不
競
法
上
の
技
術
に
係
る
秘
密
の
利
用
に
当
た
ら
な
い
と
し

て
、
使
用
者
の
請
求
を
棄
却
し
た
。
な
お
、
本
件
は
、
契
約
終
了
後
の
守
秘
条
項
が
存
在
し
な
い
と
い
う
事
案
の
も
と
、
以
下
の
と
お
り
、

余
後
効
と
し
て
の
守
秘
義
務
を
否
定
し
て
い
る
。

　
﹁
法
的
関
係
に
お
い
て
、
控
訴
審
は
、
も
ち
ろ
ん
、
適
切
に
、
労
働
者
は
、
就
労
関
係
の
終
了
後
、
以
前
の
使
用
者
の
下
で
誠
実
に
取
得

し
た
企
業
秘
密
の
開
示
お
よ
び
利
用
は
自
由
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
結
論
づ
け
て
い
る
。こ
の
評
価
は
ド
イ
ツ
大
審
院
に
よ
っ
て
も
な
さ
れ
、

控
訴
審
に
よ
っ
て
継
続
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
そ
の
よ
う
な
開
示
な
い
し
利
用
は
、
不
競
法
一
条
に
基
づ
く
、
特
定
の
状
況
に
お

い
て
の
み
違
反
す
る
。
こ
の
こ
と
を
支
持
し
て
い
る
の
は
、
と
り
わ
け
、
不
競
法
一
七
条
の
枠
組
み
に
よ
れ
ば
、
労
働
者
は
︱
誠
実
に
︱
獲

得
し
た
経
営
上
の
知
識
（K

enntniss

）
を
利
用
し
て
も
良
い
と
い
う
考
慮
、
さ
ら
に
は
、
秘
密
（G

eheim
nis

）
と
知
識
経
験

（E
rfahrungsw

issen

）
と
の
確
実
な
線
引
き
が
単
に
難
し
い
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
退
職
後
の
労
働
者
は

特
定
の
取
決
め
が
な
い
場
合
も
、
余
後
効
に
よ
る
誠
実
義
務
（nachew

irkende T
reuepflicht

）
に
基
づ
き
、
労
働
法
上
の
営
業
お
よ
び
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五

企
業
秘
密
の
保
持
が
義
務
付
け
ら
れ
、
そ
し
て
、
労
働
者
が
単
に
取
得
し
た
職
務
上
の
知
識
経
験
（E

rfahrungsw
issen

）
の
み
を
利
用
す

る
こ
と
を
可
能
と
す
べ
き
と
す
る
、
連
邦
労
働
裁
判
所
の
裁
判
例
に
関
わ
ら
ず
、
不
競
法
上
の
評
価
に
と
ど
め
で
お
く
べ
き
で
あ
る
。﹂

　

こ
う
し
て
、
本
判
決
は
、
不
競
法
一
七
条
が
、
労
働
者
に
対
し
、
使
用
者
の
下
で
誠
実
に
獲
得
し
た
経
営
上
の
知
識
（K

enntniss

）
を

利
用
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
法
律
上
の
根
拠
な
く
、
余
後
効
と
し
て
の
守
秘
義
務
を
肯
定
す
る
こ
と
を
否
定
し
た
。
し

た
が
っ
て
、
退
職
後
の
守
秘
義
務
は
、
契
約
上
の
守
秘
条
項
が
定
め
ら
れ
な
い
限
り
、
不
競
法
上
の
義
務
（
不
競
法
一
七
条
二
項
）
し
か
生

じ
な
い
と
い
う
帰
結
と
な
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
余
後
効
と
し
て
の
契
約
終
了
後
の
守
秘
義
務
を
肯
定
し
た
上
で
、
法
律
上
の
定
め
る
不
正
競

争
の
範
囲
で
の
み
及
ぶ
も
の
と
し
た
前
掲
連
邦
労
働
裁
判
所
一
九
九
八
年
五
月
一
九
日
判
決
と
も
異
な
る
立
場
を
採
用
し
た
も
の
と
位
置
付

け
ら
れ
る
。
ま
た
、余
後
効
と
し
て
の
守
秘
義
務
を
肯
定
す
る
一
方
、以
前
の
使
用
者
の
下
で
獲
得
し
た
知
識
経
験
（E

rfahrungsw
issen

）

の
利
用
は
自
由
で
あ
る
と
す
る
見
解
に
対
し
て
本
判
決
は
、
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
余
後
効
と
し
て
の
守
秘
義
務
が
保
護
の

対
象
と
し
て
い
る
企
業
秘
密
と
知
識
経
験
と
の
区
別
が
難
し
く
、
法
律
上
の
根
拠
が
な
い
以
上
、
不
競
法
の
禁
止
す
る
範
囲
に
と
ど
め
て
お

く
べ
き
で
あ
る
と
す
る
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

三
　
検
討

　

前
掲
連
邦
労
働
裁
判
所
お
よ
び
連
邦
最
高
裁
判
所
一
九
六
二
年
判
決
は
、
労
働
契
約
終
了
後
の
余
後
効
と
し
て
の
守
秘
義
務
を
肯
定
し
て

い
る
。
前
掲
連
邦
労
働
裁
判
所
一
九
九
八
年
判
決
の
立
場
に
よ
る
と
、
不
競
法
一
七
条
二
項
の
定
め
る
範
囲
で
の
み
、
労
働
者
に
余
後
効
と

し
て
の
契
約
上
の
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
連
邦
労
働
裁
判
所
二
〇
〇
一
年
判
決
は
、
余
後
効
と
し
て
の
契
約
上
の
守
秘
義
務
の
存
在
自
体
を
否
定
し
た
上
で
、
不
競

法
上
の
守
秘
義
務
（
不
競
法
一
七
条
二
項
）
の
み
が
生
じ
る
も
の
と
解
す
る
。
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そ
こ
で
、
退
職
後
も
余
後
効
と
し
て
の
守
秘
義
務
が
生
じ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
か
否
か
が
第
一
の
問
題
と
な
る
。
前
述
の
通
り
、
連
邦
労

働
裁
判
所
は
、
一
貫
し
て
余
後
効
と
し
て
の
守
秘
義
務
を
肯
定
す
る
立
場
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、W

erth
eim

er

は
、
労

働
契
約
終
了
後
も
付
随
義
務
は
継
続
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
、
義
務
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
守
秘
義
務
に
つ
い
て
、
退
職
後
の
労
働
者
の
職
業
活
動
の
自
由
を
踏
ま
え
る
と
、
他
の
付
随
義
務
に
比
べ
、
継
続
的
な
効
力
が

緩
和
す
る
も
の
と
評
価
し
て
い
る）
₄₅
（

。
前
掲
連
邦
労
働
裁
判
所
も
、
退
職
後
の
労
働
者
に
は
、
有
効
な
競
業
避
止
特
約
が
な
い
限
り
、
職
業
活

動
の
自
由
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
以
前
の
使
用
者
の
下
で
獲
得
し
た
知
識
経
験
を
利
用
す
る
こ
と
は
自
由
で
あ
る
と
し
て
、
守
秘
義
務
の

内
容
を
極
め
て
限
定
的
に
判
断
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
判
決
は
、
労
働
契
約
の
誠
実
義
務
を
根
拠
に
、
余
後
効
の
守
秘
義
務
の

存
在
を
認
め
つ
つ
も
、
退
職
し
た
労
働
者
の
職
業
活
動
の
自
由
（
基
本
法
一
二
条
一
項
）
を
重
視
し
た
判
断
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

　

次
に
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
、
余
後
効
と
し
て
の
守
秘
義
務
違
反
が
認
め
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
義
務
の
内
容
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
学
説
と
連
邦
労
働
裁
判
所
の
立
場
で
違
い
が
み
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
学
説
と
し
て
、W

erth
eim

er

は
、
退
職
前
の
労
働
者
の
職
務
の
責
任
（
ノ
ウ
ハ
ウ
や
生
産
過
程
に
関
す
る
企
業
・
営
業
秘
密
を

知
り
得
る
地
位
に
あ
っ
た
場
合
）
に
つ
き
、
影
響
力
が
あ
れ
ば
あ
る
程
、
労
働
者
は
一
定
の
経
過
に
伴
っ
て
生
じ
た
信
頼
関
係
に
よ
っ
て
、

余
後
効
と
し
て
の
守
秘
義
務
が
認
め
ら
れ
る
余
地
が
あ
る
も
の
と
解
す
る）
₄₆
（

。
同
様
に
、B

u
ch

n
er

も
、
労
働
契
約
終
了
後
の
配
慮
義
務
に

基
づ
き
、
退
職
後
の
労
働
者
は
、
以
前
の
使
用
者
に
対
す
る
誠
実
性
に
反
し
な
い
よ
う
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
余
後
効

と
し
て
の
守
秘
義
務
は
認
め
ら
れ
る
と
す
る
一
方
で
、
競
業
行
為
を
禁
止
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
い
る）
₄₇
（

。
こ
の
よ
う
な
学
説
の
立

場
は
、
地
位
の
高
い
管
理
職
に
従
事
す
る
者
と
の
関
係
で
生
じ
る
守
秘
義
務
を
認
め
た
、
前
掲
連
邦
最
高
裁
判
所
一
九
六
二
年
判
決
と
近
似

し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
前
掲
連
邦
労
働
裁
判
所
一
九
九
八
年
判
決
は
、
余
後
効
と
し
て
の
守
秘
義
務
に
つ
い
て
、
法
律
上
の
定
め
る
不
競
法
一
七
条
の
範
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囲
に
限
定
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
点
に
、
学
説
と
の
差
異
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
退
職
後
の
労
働
者
の
職
業
活
動
の
自
由
を
よ
り
一
層

重
視
し
、
法
律
上
の
明
文
の
範
囲
内
に
限
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
見
解
は
、
前
掲
連
邦
最
高
裁
判
所
二
〇
〇
一
年

判
決
が
示
し
た
立
場
と
も
同
じ
結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
連
邦
労
働
裁
判
所
と
連
邦
最
高
裁
判
所
の
余
後
効
と
し
て
の
守
秘
義
務

の
是
非
を
め
ぐ
る
見
解
に
対
立
が
み
ら
れ
た
と
し
て
も
、
結
果
と
し
て
は
、
退
職
後
の
守
秘
義
務
は
、
不
競
法
の
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
余
後
効
と
し
て
の
守
秘
義
務
に
つ
い
て
は
、
労
働
法
に
よ
る
保
護
と
し
て
の
独
自
性
が
な
く
な
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る）
₄₈
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
余
後
効
と
し
て
の
守
秘
義
務
が
存
在
す
る
の
か
否
か
、
存
在
す
る
場
合
、
義
務
内
容
は
不
競
法
の
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
の

か
否
か
と
い
う
問
題
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
立
場
が
確
立
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
に
加
え
、
連
邦
最
高
裁
判
所
一
九
六
二

年
判
決
や
学
説
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
労
働
者
と
使
用
者
の
一
定
の
信
頼
関
係
を
考
慮
し
て
、
余
後
効
の
守
秘
義
務
を
肯
定
す
る
見
解

も
、
余
後
効
と
し
て
の
付
随
義
務
と
の
関
係
に
お
い
て
、
別
途
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
五
節
　
労
働
契
約
上
の
守
秘
条
項

一
　
意
義

　

守
秘
義
務
は
、
労
働
契
約
上
で
も
定
め
ら
れ
、
特
に
、
不
競
法
一
七
条
お
よ
び
契
約
に
内
在
す
る
守
秘
義
務
を
確
認
的
に
定
め
る
条
項
が

定
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
労
働
契
約
法
草
案
（D

iskussionentw
urf eines A

rbeitsvertragsgesetzes

）
七
七
条
一
項
一

文
）
₄₉
（

も
、﹁
正
当
な
利
益
と
し
て
使
用
者
に
よ
っ
て
機
密
保
護
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
事
柄
と
し
て
定
め
る
守
秘
義
務
あ
る
い
は
定

め
る
こ
と
が
で
き
る
守
秘
義
務
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
定
め
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た）
₅₀
（

。
こ
の
よ
う
な
確
認
的
条
項
も
、
義
務

内
容
の
明
確
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
義
務
違
反
お
よ
び
損
害
賠
償
請
求
に
お
け
る
使
用
者
の
立
証
責
任
の
軽
減
、
義
務
違
反
を
理
由
と
す

る
解
雇
を
事
前
に
防
止
す
る
機
能
を
も
つ
た
め
、
一
定
の
意
義
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る）
₅₁
（

。
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こ
れ
に
加
え
、
使
用
者
は
、
労
働
契
約
、
事
業
所
協
定
、
約
款
を
用
い
た
労
働
契
約
に
お
い
て
、
労
働
者
の
契
約
に
内
在
す
る
守
秘
義
務

を
拡
張
し
た
内
容
を
定
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
特
に
、
個
別
的
労
働
契
約
に
よ
り
拡
張
さ
れ
た
守
秘
条
項
は
、
民
法
典
一
三
八
条
（
公
序
良

俗
）
の
規
制
が
及
ぼ
さ
れ
て
い
る
（
二
で
後
述
す
る
。）。
さ
ら
に
、約
款
を
用
い
た
労
働
契
約
の
場
合
は
、民
法
典
三
〇
七
条
一
項
二
文
（
透

明
性
原
則
）
に
基
づ
き
無
効
と
な
る
こ
と
が
あ
る
（
約
款
を
用
い
た
労
働
契
約
に
つ
い
て
は
、
第
六
節
を
参
照
。）。

　

以
下
で
は
、
個
別
的
労
働
契
約
に
お
け
る
守
秘
義
務
の
拡
張
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
、
紹
介
を
行
う
。

二
　
守
秘
義
務
拡
張
の
限
界

　

使
用
者
が
、
個
別
的
労
働
契
約
上
、
契
約
に
内
在
す
る
守
秘
義
務
を
拡
張
し
て
定
め
る
こ
と
は
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
義
務

内
容
を
過
度
に
広
げ
て
し
ま
う
と
、
労
働
者
の
正
当
な
利
益
を
侵
害
し
、
民
法
典
一
三
八
条
（
公
序
良
俗
）
と
抵
触
す
る
場
合
が
あ
る
。
労

働
契
約
上
で
守
秘
義
務
を
拡
張
す
る
場
合
、
例
え
ば
、﹁
労
働
者
は
、
在
職
中
に
知
り
得
た
企
業
に
関
わ
る
事
項
を
漏
洩
し
て
は
な
ら
な
い
﹂

と
い
っ
た
守
秘
義
務
を
課
す
、
い
わ
ゆ
る
、
オ
ー
ル
条
項
（
包
括
的
守
秘
条
項
）
の
有
効
性
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
き
争
わ

れ
た
も
の
と
し
て
、
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
、
ハ
ム
上
級
地
方
労
働
裁
判
所
一
九
八
八
年
五
月
一
〇
日
判
決）
₅₂
（

を
紹
介
す
る）
₅₃
（

。

　

㈠　

裁
判
例

　
　

⒜　

事
案
の
概
要

　

本
件
は
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
形
鋼
の
製
造
業
者
で
あ
る
使
用
者
Ｘ
社
が
、
労
働
者
Ｙ
に
対
し
て
、
労
働
契
約
上
の
守
秘
条
項
に
基
づ
き
、
労

働
者
Ｙ
が
原
告
と
し
て
別
の
訴
訟
を
依
頼
し
て
い
る
弁
護
士
に
対
し
、
情
報
（
企
業
に
関
わ
る
事
項
、
企
業
お
よ
び
経
済
的
な
関
係
、
技
術

的
な
開
発
）
を
開
示
す
る
こ
と
の
不
作
為
請
求
を
行
っ
た
事
案
で
あ
る
。
使
用
者
の
労
働
契
約
に
お
い
て
は
、
以
下
の
通
り
、
広
範
な
守
秘
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条
項
（
判
旨
で
は
﹁
宣
言
﹂
と
い
う
。）
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
有
効
性
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

　
﹁
秘
密
保
持
宣
言
：
私
は
、
就
労
期
間
に
会
社
で
⋮
知
り
得
た
事
業
で
の
出
来
事
、
企
業
お
よ
び
財
政
上
の
関
係
、
技
術
的
な
開
発
、
改

良
点
（V

erbesserung

）、
お
よ
び
発
明
に
つ
い
て
全
て
厳
格
に
秘
密
を
保
持
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
自
身
の
秘
密
保
持
義

務
違
反
に
よ
っ
て
会
社
に
生
じ
た
全
て
の
損
害
を
全
額
引
き
受
け
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。﹂

　

こ
れ
に
対
し
、
本
判
決
は
、
当
該
条
項
の
有
効
性
に
つ
き
、
使
用
者
の
利
益
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
な
い
限
り
で
、
民
法
典
一
三
八
条
一

項
（
公
序
良
俗
）
に
基
づ
き
無
効
と
判
断
し
、
そ
の
結
果
、
使
用
者
に
よ
る
労
働
者
の
情
報
開
示
の
不
作
為
請
求
を
否
定
し
て
い
る
。

　
　

⒝　

判
旨

　
﹁
確
か
に
、
使
用
者
は
労
働
者
の
秘
密
保
持
義
務
を
、
契
約
に
よ
り
、
労
働
契
約
上
の
付
随
義
務
、
民
法
典
八
二
三
条
一
項
、
二
項
、
八

二
六
条
、
不
競
法
一
七
条
、
一
条
よ
り
も
、
個
別
に
拡
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
契
約
の
自
由
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
労
働
者
の
守
秘
義
務
を
取
り
決
め
る
際
、
使
用
者
は
、
民
法
典
一
三
八
条
と
配
慮
義
務
（F

ürsorgepflicht

）
に
違
反
し
な
い
よ
う
遵

守
す
る
限
界
を
有
す
る
。

　

民
法
典
一
三
八
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
法
律
行
為
は
良
俗
に
違
反
す
る
場
合
無
効
と
な
る
。
⋮
⋮

　

労
働
契
約
上
の
規
定
の
公
序
良
俗
違
反
と
な
る
契
約
形
成
の
事
案
と
し
て
、
労
働
者
の
過
度
の
契
約
上
の
拘
束
等
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の

よ
う
な
過
度
の
契
約
に
よ
る
拘
束
は
、
原
告
（
Ｙ
）
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
た
秘
密
保
持
宣
言
も
含
ま
れ
る
。

　

Ｘ
社
は
、
Ｙ
に
対
し
、
上
記
宣
言
に
基
づ
く
義
務
と
し
て
、
企
業
上
関
係
す
る
全
て
の
包
括
的
な
秘
密
保
持
を
義
務
付
け
て
い
る
。
文
字

通
り
に
と
ら
え
る
と
、
原
告
（
Ｙ
）
が
企
業
内
の
ど
の
地
位
で
就
労
し
、
何
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
上
司
は
誰
な
の
か
、
何
人
の
労
働
者
が

そ
の
部
署
で
働
い
て
い
る
の
か
等
の
情
報
を
第
三
者
に
伝
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
Ｘ
社
が
︱
主
張
し
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て
い
る
よ
う
に
︱
全
て
を
過
剰
に
求
め
て
い
る
。

　

⋮
⋮
そ
の
宣
言
は
過
剰
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
よ
り
、
民
法
典
一
三
八
条
一
項
に
基
づ
き
良
俗
違
反
と
な
り
、
無
効
な
取
決
め
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

裁
判
例
が
、
法
律
行
為
を
良
俗
違
反
と
判
断
し
た
場
合
、
原
則
と
し
て
、
⋮
⋮
法
秩
序
に
お
い
て
当
て
は
ま
る
価
値
基
準
の
具
体
化
が
問

題
と
な
る
。
契
約
自
由
の
評
価
に
関
し
て
は
、
民
法
典
一
三
八
条
一
項
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
限
界
と
し
て
、
労
働
者
の
守
秘
義
務
の
観

点
に
お
い
て
、
そ
れ
ゆ
え
、
裁
判
例
が
労
働
契
約
お
よ
び
民
法
典
八
二
三
条
一
項
二
項
、
民
法
典
八
二
六
条
に
よ
る
労
働
契
約
上
の
付
随
義

務
と
し
て
の
内
容
を
展
開
さ
せ
て
き
た
と
い
う
原
則
が
考
慮
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
労
働
者
の
守
秘
義
務
は
、
使
用
者
の
秘
密
保
持
の

利
益
を
前
提
と
し
て
い
る
。
秘
密
保
持
の
利
益
と
な
る
基
準
は
、
企
業
の
競
争
力
に
と
っ
て
の
秘
密
保
持
の
対
象
の
価
値
で
あ
る
。
こ
の
基

準
に
つ
い
て
、
秘
密
保
持
の
利
益
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
限
界
を
、使
用
者
が
取
り
決
め
る
場
合
に
も
恣
意
的
に
拡
張
し
て
は
な
ら
な
い
。

労
働
者
は
、
使
用
者
に
よ
っ
て
そ
の
事
項
が
秘
密
保
持
の
必
要
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
使
用
者
と
取
り
決
め
た
、
あ
る
い
は
、
示
さ
れ
た
場

合
、
そ
し
て
義
務
が
企
業
の
利
害
関
係
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
場
合
に
限
っ
て
、
他
の
事
柄
に
つ
き
、
企
業
お
よ
び
営
業
秘
密
と
し
て
秘

密
を
遵
守
す
べ
き
義
務
が
あ
る
﹂。

　

ま
た
、
不
競
法
一
七
条
や
退
職
後
の
競
業
避
止
特
約
は
、
使
用
者
の
利
益
が
な
い
限
り
、
正
当
化
さ
れ
な
い
。
そ
れ
に
加
え
て
、
労
働
者

の
守
秘
義
務
の
適
法
性
に
関
す
る
労
働
法
草
案
に
よ
れ
ば
、﹁
一
項
：
労
働
者
は
企
業
お
よ
び
営
業
秘
密
を
保
護
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
労
働
者
は
、
特
に
、
第
三
者
が
労
働
領
域
か
ら
当
該
秘
密
の
知
識
を
獲
得
し
な
い
よ
う
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

労
働
者
が
、
使
用
者
⋮
に
属
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
者
が
そ
の
会
社
の
就
労
に
よ
り
知
り
得
た
事
柄
に
つ
い
て
も
守
秘
義
務
を
負
う
。
二

項
：
労
働
者
は
一
項
に
掲
げ
る
事
項
の
他
に
、
会
社
の
利
害
関
係
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
、
そ
れ
が
使
用
者
に
よ
っ
て
取
り
決
め
ら
れ
、
あ

る
い
は
、
使
用
者
に
よ
っ
て
秘
密
保
持
の
必
要
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
示
さ
れ
た
場
合
に
の
み
守
秘
義
務
を
負
う
﹂。
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以
上
よ
り
、
Ｘ
社
は
Ｙ
に
対
す
る
守
秘
義
務
を
課
す
特
約
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

㈡　

検
討

　

本
判
決
は
、
個
別
的
労
働
契
約
上
の
守
秘
条
項
は
、
契
約
自
由
に
基
づ
き
、
拡
張
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
す
る
一
方
で
、
民
法
典
一

三
八
条
お
よ
び
配
慮
義
務
を
根
拠
に
、
秘
密
保
持
に
関
わ
る
使
用
者
の
正
当
な
利
益
を
前
提
と
し
な
い
条
項
は
、
公
序
良
俗
違
反
と
さ
れ
、

そ
の
限
り
で
無
効
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
労
働
契
約
上
の
守
秘
条
項
が
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
が
な
い
限
り
、
無
効

と
さ
れ
る
と
い
う
立
場
を
貫
く
と
、
労
働
契
約
上
の
兼
職
避
止
条
項
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
な
限
定
解
釈
（
条
項
自
体
を
有
効
と
し
た
上
で
、

そ
の
条
項
に
労
働
者
が
違
反
し
た
か
否
か
を
判
断
す
る
手
法
）
と
は
異
な
る
見
解
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
さ
れ
る）
₅₄
（

。
も
っ
と
も
、

か
か
る
特
徴
は
、
守
秘
義
務
が
、
労
働
者
の
行
為
を
制
約
す
る
余
地
が
少
な
い
上
、
労
働
者
に
と
っ
て
、
保
護
す
べ
き
対
象
が
よ
り
明
確
で

あ
る
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
き
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

し
か
し
一
方
で
、
本
判
決
の
立
場
は
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
の
有
無
を
要
件
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
契
約
に
内
在
す
る
守
秘
義
務
の

範
囲
を
確
認
す
る
意
味
に
と
ど
ま
る
可
能
性
も
あ
り
、
こ
の
場
合
、
当
該
条
項
が
限
定
解
釈
さ
れ
る
余
地
も
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

な
お
、
約
款
を
用
い
た
労
働
契
約
の
場
合
、
異
な
る
審
査
が
用
い
ら
れ
る
た
め
、
限
定
解
釈
は
採
用
さ
れ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
第
六

節
参
照
）。

　

次
に
、
本
判
決
は
、
不
競
法
や
退
職
後
の
競
業
避
止
特
約
の
場
合
も
、
使
用
者
の
利
益
が
正
当
化
さ
れ
る
場
合
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
を

理
由
の
一
つ
と
し
て
判
示
す
る
。
も
っ
と
も
、
競
業
避
止
特
約
が
制
限
す
る
労
働
者
の
職
業
選
択
の
自
由
と
比
較
し
て
、
在
職
中
の
守
秘
義

務
が
労
働
者
の
如
何
な
る
利
益
を
侵
害
す
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
件
の
場
合
、
労
働
者

が
訴
訟
の
た
め
に
弁
護
士
に
企
業
秘
密
を
開
示
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
い
う
状
況
下
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
使
用
者
に
秘
密
保
持
に
お
け
る
正
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）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
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三
一
四

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

一
一
二
二

当
な
利
益
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
恣
意
的
に
労
働
者
に
守
秘
義
務
を
課
し
た
と
い
う
点
が
重
視
さ
れ
た
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
立
場
に
よ
る
と
、
秘
密
保
持
に
関
わ
る
使
用
者
の
正
当
な
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
オ
ー
ル
条
項
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
職

種
の
場
合
、
オ
ー
ル
条
項
（
包
括
的
守
秘
条
項
）
も
適
法
と
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
。
例
え
ば
、
新
聞
社
や
通
信
社
に
勤
め
る
労
働
者
に
関
し

て
は
、
業
務
上
、
秘
密
を
保
持
す
べ
き
範
囲
が
広
範
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
オ
ー
ル
条
項
が
適
法
と
な
る
可
能
性
が
高
ま
る
と
の
指
摘
が
み
ら

れ
る）
₅₅
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
契
約
上
の
守
秘
条
項
は
、
オ
ー
ル
条
項
を
含
め
、
使
用
者
の
秘
密
保
持
に
つ
き
正
当
な
利
益
が
あ
る
限
り
、
拡
張
さ
れ
る

も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
有
効
性
審
査
の
場
面
に
お
い
て
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
の
有
無
を
要
件
と
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え

る
と
、
契
約
上
の
守
秘
条
項
は
、
契
約
に
内
在
す
る
守
秘
義
務
の
範
囲
を
確
認
す
る
意
味
に
と
ど
ま
る
可
能
性
が
高
い
も
の
と
い
え
る
。

第
六
節
　
約
款
を
用
い
た
労
働
契
約
に
よ
る
守
秘
条
項

　

二
〇
〇
二
年
債
務
法
改
正
に
よ
っ
て
、
普
通
取
引
約
款
規
制
（G

esetz zur R
egelung des R

echts der A
llgem

einen 

G
eschäftsbedingungen

＝
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
）
が
民
法
典
三
〇
五
条
以
下
に
含
ま
れ
、
約
款
を
用
い
た
労
働
契
約
に
も
原
則
と
し
て
適
用
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
使
用
者
が
予
め
作
成
し
た
契
約
内
容
に
よ
っ
て
、
一
方
的
に
労
働
者
の
権
利
が
制
限
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
場

合
、
契
約
条
項
の
内
容
規
制
（
民
法
典
三
〇
七
条
）
が
及
ぶ
。
そ
の
た
め
、
約
款
を
用
い
た
労
働
契
約
に
お
い
て
守
秘
条
項
を
定
め
る
場
合
、

民
法
典
三
〇
七
条
に
基
づ
く
内
容
規
制
に
基
づ
い
た
判
断
が
な
さ
れ
る
。
民
法
典
三
〇
七
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
信
義
則
に
反
し
て
使
用
者
の

相
手
方
を
不
相
当
に
不
利
益
に
扱
っ
た
条
項
は
、
無
効
と
さ
れ
（
一
文
）、
そ
し
て
、
定
型
化
さ
れ
た
契
約
条
件
が
可
能
な
限
り
、
明
確
で

透
明
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
文
・
透
明
性
の
原
則
（T

ransparenzgebot

））。

　

こ
れ
に
関
し
て
、
約
款
上
の
包
括
的
守
秘
条
項
（
い
わ
ゆ
る
、
オ
ー
ル
条
項
）
は
、
民
法
典
三
〇
七
条
一
項
二
文
に
基
づ
く
透
明
性
の
原
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）
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守
秘
義
務
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め
ぐ
る
法
的
課
題

同
志
社
法
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六
八
巻
三
号�

三
一
五

一
一
二
三

則
に
よ
り
、守
秘
義
務
の
内
容
を
具
体
化
し
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
無
効
と
な
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る）
₅₆
（

。
違
法
な
例
と
し
て
、Preis

は
、

﹁
労
働
者
は
、
在
職
期
間
に
お
い
て
知
り
得
た
営
業
上
の
事
柄
、
事
業
お
よ
び
経
済
的
状
況
、
技
術
革
新
、
変
革
、
発
明
に
関
す
る
秘
密
を

保
持
す
る
義
務
を
有
す
る
。﹂
と
い
う
条
項
例
を
掲
げ
、
義
務
内
容
を
具
体
化
せ
ず
に
拡
張
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る）
₅₇
（

。
こ
の
見
解
に

よ
る
と
、
明
ら
か
に
秘
密
保
持
の
高
度
な
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
透
明
性
の
原
則
を
充
足
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
使
用

者
の
秘
密
保
持
に
関
す
る
正
当
な
利
益
が
あ
る
場
合
に
限
定
し
て
有
効
性
を
肯
定
し
て
い
る
も
の
も
み
ら
れ
る）
₅₈
（

。
こ
の
場
合
、
第
五
節
一
で

前
述
し
た
、
二
〇
〇
六
年
労
働
契
約
法
草
案
七
七
条
一
項
一
文
が
示
す
よ
う
に
、﹁
正
当
な
利
益
と
し
て
使
用
者
に
よ
っ
て
機
密
保
護
を
必

要
と
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
事
柄
﹂
に
つ
き
守
秘
義
務
を
定
め
る
と
い
う
場
合
に
は
、
守
秘
義
務
の
内
容
を
具
体
化
し
た
も
の
と
評
価
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

㈠　

裁
判
例

　

約
款
上
の
守
秘
条
項
の
有
効
性
が
争
わ
れ
た
事
案
で
は
、
そ
の
条
項
が
、
民
法
典
三
〇
七
条
一
項
一
文
に
基
づ
く
、
不
相
当
な
不
利
益
取

扱
い
に
当
た
る
か
否
か
が
判
断
さ
れ
て
い
る
。
メ
ー
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
・
フ
ォ
ー
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
労
働
裁
判
所
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
二
一
日

判
決）
₅₉
（

は
、
労
働
者
が
同
僚
に
賃
金
の
額
を
開
示
し
た
こ
と
を
理
由
に
、
賃
金
に
関
わ
る
守
秘
条
項
（
雇
用
契
約
四
条
四
号
）
に
違
反
し
、
使

用
者
に
よ
っ
て
警
告
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
に
つ
き
、
人
事
記
録
上
の
そ
の
警
告
の
削
除
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

　

本
件
守
秘
条
項
は
、﹁
労
働
者
は
、
賃
金
の
額
を
、
企
業
平
和
（B

etriebsfriends

）
の
利
益
に
お
い
て
、
そ
の
他
の
従
業
員
に
対
し
て

も
同
様
に
、
慎
重
に
取
り
扱
う
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
る
﹂
も
の
と
定
め
、
社
外
だ
け
で
な
く
、
社
内
の
従
業
員
に
対
し
て
も
秘
密
保
持
を
義

務
付
け
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
本
判
決
は
、
賃
金
の
額
が
秘
密
保
持
に
係
る
競
争
上
の
利
益
を
有
す
る
場
面
に
お
い
て
は
、
営
業
秘
密
に

該
当
す
る
こ
と
を
認
め
る
一
方
で
、
本
件
守
秘
条
項
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
、
民
法
典
三
〇
七
条
に
違
反
し
、
無
効
と
判
断
し
て
い
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
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三
一
六

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

一
一
二
四

る
。

　
﹁
雇
用
契
約
四
条
四
号
に
お
け
る
条
項
に
よ
れ
ば
、
労
働
者
は
賃
金
の
額
に
つ
い
て
、
慎
重
に
取
り
扱
い
、
企
業
内
の
そ
の
他
の
従
業
員

に
対
し
て
も
同
様
に
、
秘
密
を
保
持
す
る
よ
う
義
務
付
け
る
条
項
は
、
無
効
で
あ
る
。
こ
の
条
項
は
、
民
法
典
三
〇
七
条
の
意
味
す
る
信
義

則
に
反
す
る
不
相
当
な
不
利
益
取
扱
い
を
意
味
す
る
。

　

恒
常
的
な
裁
判
例
の
立
場
に
よ
る
と
、
使
用
者
は
賃
金
形
成
の
際
に
、
平
等
取
扱
い
原
則
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
労
働
者
に
と
っ
て

唯
一
の
可
能
性
と
し
て
、賃
金
額
に
つ
い
て
平
等
取
扱
い
原
則
に
基
づ
く
請
求
権
を
有
す
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

同
僚
と
の
会
話
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
会
話
は
、
労
働
者
自
身
が
自
身
の
賃
金
形
成
に
つ
い
て
情
報
の
提
示
を
も
た
ら
す
場
合
に
の
み
効
果

的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
会
話
を
有
効
に
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
、
労
働
者
に
は
、
賃
金
形
成
の
範
囲
で
平
等
取
扱
い
原
則
違
反
を

理
由
と
す
る
請
求
を
裁
判
上
主
張
す
る
効
果
的
な
手
段
は
な
い
。﹂

　

こ
の
よ
う
に
、
本
件
守
秘
条
項
は
、
労
働
者
が
使
用
者
に
対
し
て
賃
金
形
成
の
範
囲
で
平
等
取
扱
い
原
則
違
反
を
効
果
的
に
主
張
す
る
こ

と
を
妨
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
民
法
典
三
〇
七
条
一
項
一
文
に
基
づ
く
、
不
相
当
な
不
利
益
取
扱
い
に
該
当
し
、
無
効
で
あ
る
と
判
断
し
て

い
る
。
ま
た
、
本
件
守
秘
条
項
は
、
労
働
組
合
に
対
し
て
賃
金
額
を
提
示
す
る
こ
と
も
禁
止
し
、
賃
金
構
成
を
め
ぐ
る
目
的
に
か
な
っ
た
労

働
争
議
も
不
可
能
に
し
て
し
ま
う
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
基
本
法
九
条
三
項
に
も
違
反
す
る
も
の
と
判
断
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
約
款
を
用

い
た
労
働
契
約
に
よ
る
守
秘
条
項
を
定
め
る
場
合
に
は
、
使
用
者
の
正
当
な
秘
密
保
持
の
利
益
を
必
要
と
す
る
一
方
、
民
法
典
三
〇
七
条
一

項
に
基
づ
く
不
相
当
な
不
利
益
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
る
条
項
は
、
違
法
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

　

㈡　

違
約
罰

　

民
法
典
三
〇
七
条
に
基
づ
く
約
款
の
内
容
規
制
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
守
秘
義
務
違
反
の
法
律
効
果
と
し
て
生
じ
る
違
約
罰
に
よ
る
制
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裁
も
問
題
と
な
る
（
そ
の
他
の
法
律
効
果
に
つ
い
て
は
、
第
七
節
を
参
照
。））
₆₀
（

。

　

違
約
罰
は
、
労
働
者
の
契
約
上
の
義
務
違
反
を
理
由
に
、
債
権
者
で
あ
る
使
用
者
へ
の
損
害
の
補
塡
を
容
易
に
す
る
と
同
時
に
、
制
裁
的

な
圧
力
を
労
働
者
に
か
け
る）
₆₁
（

。
そ
の
た
め
、
労
働
者
の
守
秘
義
務
違
反
の
効
果
と
し
て
、
使
用
者
は
契
約
上
違
約
罰
を
定
め
る
場
合
が
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
き
、
連
邦
労
働
裁
判
所
二
〇
〇
七
年
八
月
一
四
日
判
決）
₆₂
（

は
、
主
に
競
業
避
止
条
項
違
反
に
よ
る
違
約
罰
の
有
効
性
を
問
題
と

し
て
い
る
が
、
守
秘
義
務
に
違
反
し
た
場
合
の
違
約
罰
（
守
秘
条
項
﹁
従
業
員
は
、
全
て
の
業
務
上
の
過
程
お
よ
び
Ａ
社
な
い
し
Ａ
社
と
関

係
の
あ
る
事
業
主
の
営
業
関
係
に
お
い
て
固
く
秘
密
を
保
持
す
る
義
務
が
あ
る
。
⋮
守
秘
義
務
に
違
反
し
た
場
合
、
平
均
総
所
得
の
額
を
違

約
罰
と
し
て
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。﹂）
も
問
題
と
し
て
い
る
。
本
判
決
は
、
民
法
典
三
〇
七
条
一
項
（
透
明
性
の
原
則
）
を
踏
ま
え
、

﹁
違
約
罰
の
十
分
な
明
確
性
の
要
件
は
、
義
務
違
反
の
行
為
に
関
す
る
取
決
め
が
そ
の
違
約
罰
と
対
応
す
る
よ
う
に
、
そ
の
違
約
罰
条
項
が

掲
げ
た
義
務
違
反
を
明
確
に
定
め
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
同
様
に
、
履
行
さ
れ
る
制
裁
と
し
て
の
額
を
明
確
に
定
め
て
い
る
こ
と
﹂
を
必
要

と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
違
約
罰
の
透
明
性
の
要
件
と
し
て
、
守
秘
義
務
違
反
を
理
由
と
し
て
制
裁
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、

制
裁
の
上
限
に
つ
い
て
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
こ
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
違
約
罰
の
有
効
性
が
肯
定
さ
れ
る
も
の
と

解
さ
れ
て
い
る
。

第
七
節
　
違
反
の
法
律
効
果

　

㈠　

概
要

　

労
働
者
が
労
働
契
約
上
の
守
秘
義
務
に
違
反
し
た
場
合
、
使
用
者
は
、
労
働
者
に
対
し
、
差
止
め
、
損
害
賠
償
、
解
雇
（
場
合
に
よ
っ
て

は
即
時
解
雇
）、
お
よ
び
違
約
罰
に
よ
る
制
裁
を
求
め
る
場
合
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
守
秘
義
務
違
反
に
基
づ
く
差
止
請
求
は
、
秘
密
の
開
示
や
秘
密
を
用
い
た
製
造
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
際
、
守
秘



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

三
一
八

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

一
一
二
六

義
務
の
内
容
に
つ
い
て
、
使
用
者
に
よ
っ
て
十
分
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。
ま
た
、
労
働
者
が
守
秘
義
務
あ
る
い

は
差
止
め
請
求
に
違
反
し
、
使
用
者
に
よ
る
警
告
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
、
解
雇
が
認
め
ら
れ
得
る
。
さ
ら
に
、
使
用
者
は
、
労
働
契
約
上

の
守
秘
義
務
違
反
を
理
由
に
民
法
典
二
八
〇
条
一
項
、
二
四
一
条
二
項
、
ま
た
、
不
法
行
為
に
該
当
す
る
場
合
は
、
民
法
典
八
二
三
条
一
項

に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
、
以
下
で
、
守
秘
義
務
違
反
の
効
果
と
し
て
、
差
止
め
請
求
、

解
雇
、
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
具
体
的
に
紹
介
を
行
う
。
な
お
、
使
用
者
は
、
労
働
者
に
解
雇
や
損
害
賠
償
請
求
を
行
う
他
、
守
秘
義
務

違
反
に
対
す
る
制
裁
と
し
て
、
契
約
上
で
違
約
罰
を
定
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
前
述
の
と
お
り
、
違
約
罰
に
関
し
て
は
、
主
に
、
普
通
取
引

約
款
規
制
の
観
点
か
ら
、
契
約
内
容
の
相
当
性
審
査
と
の
関
係
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
（
第
六
節
㈡
参
照
）。

　

㈡　

差
止
請
求

　

使
用
者
は
、
労
働
者
に
対
す
る
差
止
請
求
に
よ
っ
て
、
秘
密
の
開
示
や
秘
密
を
用
い
た
製
造
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、

使
用
者
が
差
止
請
求
を
す
る
に
あ
た
り
、
秘
密
保
護
の
対
象
を
十
分
正
確
に
説
明
で
き
な
い
と
、
そ
の
請
求
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。

連
邦
労
働
裁
判
所
一
九
八
九
年
四
月
二
五
日
判
決）
₆₃
（

は
、
在
職
中
に
携
わ
っ
た
企
業
お
よ
び
営
業
秘
密
と
し
て
の
製
造
工
程
を
競
合
他
社
に
開

示
し
、
退
職
後
に
そ
の
競
合
会
社
に
就
労
し
た
労
働
者
に
対
し
て
、
労
働
契
約
上
の
守
秘
義
務
違
反
に
基
づ
き
、
使
用
者
が
差
止
（
製
造
禁

止
）
請
求
等
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。
本
判
決
は
、
使
用
者
が
差
止
請
求
を
す
る
際
、
企
業
秘
密
お
よ
び
営
業
秘
密
と
さ
れ
る
製
造
方
法
に

つ
き
、
十
分
に
正
確
な
説
明
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
本
件
も
、
使
用
者
に
よ
る
製
造
方
法
の
説
明
が
不
十
分
で
あ
り
、
そ
の
製
造
方

法
で
は
な
く
て
も
、
そ
の
他
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
請
求
を
認
め
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
労
働
契
約
上
の
守
秘
義
務

違
反
か
否
か
を
判
断
す
る
段
階
に
お
い
て
、
守
秘
義
務
の
内
容
を
使
用
者
が
正
確
に
明
示
し
て
い
な
い
よ
う
な
事
案
は
、
当
然
に
違
反
の
効

果
も
否
定
さ
れ
る
。



（　
　
　
　

）

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

三
一
九

一
一
二
七

　

㈢　

解
雇

　

労
働
者
が
、
守
秘
義
務
あ
る
い
は
差
止
請
求
に
違
反
し
、
使
用
者
に
よ
る
警
告
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
、
解
雇
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
即

時
解
雇
が
正
当
化
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
解
雇
事
由
は
、
不
競
法
違
反
だ
け
で
な
く
、
労
働
契
約
上
の
付
随
義
務
と
し
て
の
守
秘
義
務
に
違

反
し
た
場
合
も
有
効
に
認
め
ら
れ
る）
₆₄
（

。
も
っ
と
も
、
労
働
者
が
事
業
場
の
監
査
役
会
に
お
け
る
労
働
者
代
表
と
し
て
の
守
秘
義
務
に
違
反
す

る
よ
う
な
場
合
に
は
、
解
雇
の
有
効
性
が
争
わ
れ
る
事
案）
₆₅
（

も
あ
る
が
、
在
職
中
に
守
秘
義
務
違
反
を
し
た
労
働
者
が
す
で
に
退
職
し
、
競
業

を
行
っ
て
い
る
事
案
も
多
く
、
企
業
秘
密
お
よ
び
営
業
秘
密
の
漏
洩
と
の
関
係
に
お
い
て
、
解
雇
の
有
効
性
が
争
わ
れ
る
ケ
ー
ス
は
あ
ま
り

見
当
た
ら
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

㈣　

損
害
賠
償
請
求

　

労
働
契
約
上
の
守
秘
義
務
違
反
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
使
用
者
に
民
法
典
二
八
〇
条
一
項
、
二
四
一
条
二
項
、
さ
ら
に
は
、
一
般
的
な
不

法
行
為
に
該
当
す
る
場
合
は）
₆₆
（

、
民
法
典
八
二
三
条
一
項
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
が
生
じ
る
。
こ
の
損
害
の
計
算
に
お
い
て
、
企
業
秘
密
は

無
体
財
産
権
（
職
務
発
明
や
特
許
等
）
と
か
な
り
近
似
し
た
法
的
地
位
を
事
業
主
に
付
与
す
る
も
の
と
し
て
、
不
競
法
と
同
様
に
、﹁
ラ
イ

セ
ン
ス
の
類
推
（L

izenzanalogie

）﹂
の
手
法
を
用
い
て
、
ラ
イ
セ
ン
ス
料
が
損
害
賠
償
額
と
し
て
認
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
る）
₆₇
（

。
具
体
的

に
は
、
企
業
秘
密
の
利
用
の
ラ
イ
セ
ン
ス
料
を
加
害
者
が
獲
得
し
て
い
る
場
合
、
具
体
的
な
損
害
額
の
代
わ
り
に
、
獲
得
し
た
利
益
（
例
え

ば
、
売
上
げ
の
一
五
％
）
を
損
害
と
し
て
認
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
損
害
賠
償
請
求
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
使
用
者
は
、
労
働

者
に
対
し
て
、
守
秘
義
務
違
反
の
損
害
に
関
係
す
る
情
報
請
求
権
を
有
し
て
い
る）
₆₈
（

。
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

三
二
〇

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

一
一
二
八

第
八
節
　
競
業
避
止
義
務
と
の
関
係

　

㈠　

根
拠

　

契
約
上
の
競
業
避
止
義
務
と
守
秘
義
務
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ま
ず
、
根
拠
に
違
い
が
み
ら
れ
る
。
競
業
避
止
義
務
は
、
契
約
上
の
誠
実
義
務

を
根
拠
に
す
る
の
に
対
し
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
は
、
誠
実
義
務
の
他
に
、
基
本
法
一
二
条
一
項
に
基
づ
く
職
業
活
動
の
自
由
に
よ
っ
て
、

使
用
者
の
利
益
を
保
護
し
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
、
基
本
法
一
四
条
に
基
づ
く
使
用
者
の
財
産
権
を
根
拠
と
し
て
い
る
も
の
も
み
ら
れ）
₆₉
（

、
守

秘
義
務
に
お
い
て
は
、
競
業
避
止
義
務
と
比
べ
、
使
用
者
の
経
済
的
利
益
が
よ
り
重
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

　

㈡　

義
務
内
容

　

前
述
の
通
り
、
守
秘
義
務
は
、
競
業
避
止
義
務
よ
り
も
使
用
者
の
経
済
的
利
益
に
着
目
し
た
法
規
範
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
義
務
内
容

に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
視
点
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
競
業
避
止
義
務
は
、
誠
実
義
務
を
根
拠
と
し
て
、
使
用
者
の
競
争
上
の
利
益
を
保
護
す
る
と
同
時
に
、
労
働
者
の
就
労
自
体
を
制

限
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
労
働
者
の
職
業
選
択
の
自
由
（
基
本
法
一
二
条
一
項
）
と
の
利
益
調
整
を
問
題
と
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
は
、
労
働
者
の
就
労
自
体
を
制
限
し
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
使
用
者
の
経
済
的
利
益
を
重
視
し

た
上
で
、
不
競
法
一
七
条
と
同
様
の
要
件
を
用
い
て
、
使
用
者
の
利
益
の
保
護
対
象
を
明
確
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
態
様
に
つ
い
て
は
、

不
競
法
一
七
条
の
要
件
が
求
め
る
図
利
加
害
目
的
の
有
無
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
使
用
者
の
利
益
の
侵
害
が
あ
っ
た
か
ど
う
か

を
審
査
し
て
い
る
。
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在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

三
二
一

一
一
二
九

　

㈢　

相
違
点

　

上
記
視
点
を
踏
ま
え
る
と
、
違
反
の
効
果
と
し
て
の
差
止
請
求
、
契
約
に
よ
る
義
務
の
拡
張
や
時
間
的
適
用
範
囲
の
場
面
に
お
い
て
も
影

響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
違
反
の
効
果
と
し
て
、
使
用
者
が
差
止
請
求
を
行
う
際
、
競
業
避
止
義
務
の
場
合
、
労
働
者
の
就

労
を
制
限
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
使
用
者
が
労
働
者
に
対
し
て
競
業
に
関
す
る
情
報
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
、
守
秘
義
務
の

場
合
、
使
用
者
の
経
済
的
利
益
に
着
目
し
て
、
使
用
者
が
秘
密
保
護
の
対
象
を
正
確
に
特
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
競
業
避
止
義
務
は
、
商
法
典
六
〇
条
に
よ
り
明
文
化
さ
れ
て
お
り
、
労
働
者
の
職
業
選
択
の
自
由
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
契

約
上
の
競
業
避
止
義
務
を
拡
張
す
る
と
い
っ
た
議
論
は
み
ら
れ
な
い
。
一
方
で
、
個
別
的
労
働
契
約
上
の
守
秘
条
項
の
場
合
、
前
述
し
た
よ

う
に
、
拡
張
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
守
秘
条
項
に
よ
る
義
務
内
容
の
拡
張
に
つ
い
て
も
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
た
め
、
契
約
に
内
在
す
る
守
秘
義
務
の
範
囲
を
確
認
す
る
意
味
に
と
ど
ま
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
拡
張

の
制
限
は
、
守
秘
義
務
が
、
使
用
者
の
利
益
を
重
視
す
る
一
方
で
、
労
働
者
の
就
労
自
体
を
制
限
し
て
い
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
生
じ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
在
職
中
の
競
業
避
止
義
務
は
、
労
働
契
約
の
終
了
に
よ
り
、
特
約
が
定
め
ら
れ
な
い
限
り
、
消
滅
す
る
こ
と
は
、
議
論
の
余
地

が
な
い
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
一
方）
₇₀
（

、
契
約
終
了
後
に
つ
い
て
、
余
後
効
と
し
て
信
義
則
上
の
守
秘
義
務
が
存
在
す
る
の
か
否
か
に
つ
い
て

は
、
度
々
議
論
が
み
ら
れ
た
（
本
章
第
四
節
）。
近
年
に
お
い
て
は
、
法
律
上
の
根
拠
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
余
後
効
と
し
て
の
守
秘
義
務

を
否
定
し
、
不
競
法
の
範
囲
で
の
み
守
秘
義
務
を
認
め
る
連
邦
最
高
裁
判
所）
₇₁
（

と
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
連
邦
労
働
裁
判
所）
₇₂
（

と
の
間
で
対
立
が
み

ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
連
邦
労
働
裁
判
所
一
九
九
八
年
判
決）
₇₃
（

は
、
労
働
契
約
の
誠
実
義
務
を
根
拠
に
、
余
後
効
の
守
秘
義
務
の
存
在
を

認
め
つ
つ
も
、
不
競
法
の
範
囲
に
限
定
し
て
い
る
点
で
、
連
邦
最
高
裁
判
所
の
立
場
と
同
じ
で
あ
り
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
退
職
し
た
労
働
者

の
職
業
活
動
の
自
由
（
基
本
法
一
二
条
一
項
）
を
重
視
し
た
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

三
二
二

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

一
一
三
〇

　

し
か
し
他
方
で
、
学
説
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
労
働
者
と
使
用
者
の
一
定
の
信
頼
関
係
（
労
働
者
の
職
務
責
任
や
影
響
力
）
を
考
慮

し
て
、
余
後
効
の
守
秘
義
務
を
肯
定
す
る
見
解）
₇₄
（

も
傾
聴
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
余
後
効
と
し
て
の
付
随
義
務
と
の
関
係
か

ら
別
途
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
九
節
　
小
括	

　

労
働
者
の
守
秘
義
務
に
は
、
主
と
し
て
、
不
競
法
一
七
条
に
基
づ
く
も
の
と
契
約
上
の
付
随
義
務
と
し
て
の
守
秘
義
務
が
あ
る
。
不
競
法

一
七
条
は
、
基
本
法
一
四
条
に
基
づ
く
保
護
規
定
で
あ
る
の
に
対
し
、
労
働
契
約
上
の
守
秘
義
務
は
、
労
働
契
約
上
の
誠
実
義
務
だ
け
で
な

く
、
基
本
法
一
二
条
一
項
に
基
づ
く
職
業
活
動
の
自
由
や
基
本
法
一
四
条
に
よ
っ
て
も
保
障
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
労
働
者
の
守
秘
義

務
は
、
使
用
者
の
利
益
保
護
の
根
拠
規
定
が
重
視
さ
れ
た
内
容
と
さ
れ
、
労
働
者
の
就
労
を
制
限
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
な
い
。
こ
れ

に
対
し
、
労
働
者
の
競
業
避
止
義
務
は
、
就
労
自
体
を
制
限
す
る
こ
と
か
ら
、
基
本
法
一
二
条
一
項
に
基
づ
く
労
働
者
の
職
業
選
択
の
自
由

が
考
慮
さ
れ
、
労
働
者
の
利
益
が
侵
害
さ
れ
得
る
か
否
か
と
い
う
視
点
が
よ
り
強
い
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

　

ま
た
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
の
保
護
対
象
に
つ
い
て
、
裁
判
例
で
は
、
不
競
法
一
七
条
と
同
様
の
要
件
を
用
い
て
判
断
が
な
さ
れ
て
い
た

が
、
不
競
法
一
七
条
の
要
件
よ
り
も
広
く
及
ぶ
と
す
る
学
説
と
の
見
解
の
差
異
が
生
じ
て
い
る
。
一
方
で
、
不
競
法
一
七
条
は
、
競
争
の
目

的
を
も
っ
て
、
労
働
者
が
私
的
利
益
を
図
る
、
あ
る
い
は
損
害
を
与
え
る
意
図
を
有
す
る
こ
と
が
要
件
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
契
約
上
の

守
秘
義
務
は
、
保
護
対
象
の
侵
害
が
認
め
ら
れ
る
と
そ
の
違
反
を
肯
定
し
て
い
る
点
で
、
不
競
法
と
比
べ
て
、
態
様
の
違
法
性
を
広
く
認
め

て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
、
違
反
の
法
律
効
果
に
つ
い
て
、
不
競
法
一
七
条
は
刑
罰
法
規
で
あ
る
と
い
う
点
で
差
異
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
労
働
契
約
上
の
守
秘
義
務
は
、
不
競
法
一
七
条
に
基
づ
く
使
用
者
の
営
業
・
企
業
秘
密
の
保
護
を
よ
り
補
強
す
る
形
で
、
使
用
者
の
利

益
保
護
を
図
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
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守
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義
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を
め
ぐ
る
法
的
課
題

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

三
二
三

一
一
三
一

　

さ
ら
に
、
契
約
上
の
守
秘
条
項
は
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
が
認
め
ら
れ
る
限
り
で
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
を
さ
ら
に
拡
張
し
て
定
め
る

こ
と
も
可
能
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
確
認
的
条
項
と
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

そ
の
他
、
労
働
契
約
終
了
後
に
つ
い
て
は
、
余
後
効
と
し
て
の
守
秘
義
務
が
存
在
す
る
の
か
否
か
、
存
在
す
る
場
合
、
そ
の
義
務
内
容
は

不
競
法
の
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
の
か
否
か
と
い
う
見
解
の
対
立
が
み
ら
れ
て
お
り
、
未
だ
そ
の
立
場
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

（
1
）　R

ich
a

rd
i/ W

lotzk
e, M

ü
n

ch
en

er H
an

d
bu

ch
 zu

m
 A

rbeitsrech
t, B

d
.1, 3.A

u
fl., 2009, §

48R
d

n
r.40, P

reis, D
er A

rbeitsvertrag H
an

d
bu

ch
 d

er 

V
ertragsgestaltung, 4. A

ufl., 2011, Ⅱ
V20R

dnr. 1.

（
2
）　W

olff / S
p

eyer, D
er verfassungsrechtliche Schutz der B

etriebs- und G
eschäfts-geheim

nisse  N
JW
1997, S.98.

（
3
）　

ド
イ
ツ
の
不
正
競
争
防
止
法
に
つ
い
て
は
、
千
野
直
邦
﹃
営
業
秘
密
の
法
的
保
護
﹄（
中
央
経
済
社
、
二
〇
〇
二
）
五
一
頁
以
下
、
二
〇
〇
四
年
改
正
後
の
議
論
に
つ
い
て
は
、

中
田
邦
博
﹁
ド
イ
ツ
不
正
競
争
防
止
法
の
新
た
な
展
開
﹂
立
命
館
法
学
二
九
八
号
（
二
〇
〇
四
）
二
五
〇
頁
以
下
を
参
照
。

（
4
）　

詳
細
は
、
石
田
信
平
﹁
退
職
後
の
競
業
避
止
特
約
（
完
）﹂
同
志
社
法
学
六
〇
巻
五
号
（
二
〇
〇
八
）
四
〇
七
頁
以
下
を
参
照
。

（
5
）　

W
olff / S

p
eyer, a.a.O

. （F
n.2

）, S.98.

（
6
）　Ja

cobs/ L
in

d
a

ch
er/ Tep

litzky, G
esetz gegen den unlauteren W

ettbew
erb m

it N
ebengesetzen, 1.A

ufl.2006, §
17R

dnr.5.

（
7
）　K

öh
ler/ B

orn
ka

m
m

, G
esetz gegen den unlauteren W

ettbew
erb, 13A

ufl.2013, U
W

G
 V

or§
§
17-19R

dnr.2. 

も
っ
と
も
、
基
本
法
一
二
条
が
不
競
法
一
七
条

の
根
拠
と
な
ら
な
い
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
不
競
法
の
目
的
が
事
業
主
の
利
益
の
保
護
だ
け
で
な
く
、
健
全
な
競
争
に
お
け
る
一
般
の
利
益
を
保
護
し
て
い
る
と
い
う

点
に
起
因
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
8
）　Ja

cobs/ L
in

d
a

ch
er/ Tep

litzky,a.a.O
.

（F
n.6

）§
17R

dnr.10.

（
9
）　K

öh
ler/ B

orn
ka

m
m

, a.a.O
.

（F
n.7

）, §
17R

dnr.4a.

（
10
）　

他
方
で
、
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
企
業
秘
密
の
同
義
語
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
定
義
づ
け
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
不
競
法
一
七
条
と
の
関
係
で
は
用
い
ら
れ
る

べ
き
で
は
な
い
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。K

öh
ler/ B

orn
ka

m
m

, a.a.O
.

（F
n.7

）, §
17R

dnr.4b.

（
11
）　S

a
lger/ B

reitfeld
, R

egelungen zum
 Schutz von betrieblichem

 know
-how

-die Sicherung von G
eschafts- u nd B

etriebsgeheim
nissen, 2005, B

B2005, 

S.154.
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

三
二
四

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

一
一
三
二

（
12
）　K

öh
ler/ B

orn
ka

m
m

, a.a.O
. （F

n.7

）, U
W

G§
17R

dnr.4a.
（
13
）　K

öh
ler/ B

orn
ka

m
m

, a.a.O
. 

（F
n.7

）, §
17R

dnr.4.

も
っ
と
も
、
学
説
で
は
、
秘
密
保
持
の
意
思
が
秘
密
成
立
の
根
拠
で
あ
る
と
し
て
、
秘
密
保
護
の
利
益
の
要
件
を

不
要
と
す
る
考
え
方
や
正
当
な
経
済
的
利
益
を
有
し
て
い
れ
ば
そ
れ
で
足
り
る
と
す
る
考
え
方
も
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
議
論
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、
千
野
・
前
掲
注

（
3
）
論
文
七
〇
頁
以
下
を
参
照
。

（
14
）　

B
G

H
, U

rt.v.7.11.2002, G
R

U
R2003, 356. 

同
旨
の
裁
判
例
と
し
て
、B

G
H

, U
rt.v.27.4.2006, G

R
U

R2006, 1044; B
G

H
, U

rt. v. 26.2.2009, G
R

U
R2009, 603.

（
15
）　K

öh
ler/ B

orn
ka

m
m

, a.a.O
. （F

n.7

）, U
W

G
 V

or§
§
17-19R

dnr.6.

（
16
）　B

G
H

, U
rt.v.7.11.2002, a.a.O

. （F
n.14

）.

（
17
）　K

öh
ler/ B

orn
ka

m
m

, a.a.O
. （F

n.7

）, U
W

G§
17R

dnr.7a.

（
18
）　B

G
H

, U
rt.10.5.1995, N

JW
1995, 2301.

（
19
）　B

G
H

, U
rt.v.27.4.2006, a.a.O

. （F
n.14

）.

（
20
）　K

öh
ler/ B

orn
ka

m
m

, a.a.O
. （F

n.7
）, U

W
G§
17R

dnr.9.

（
21
）　B

G
H

, U
rt.v.18.2.1977, N

JW
1977, 1062.

（
22
）　B

G
H

, U
rt.v.27.4.2006, a.a.O

. （F
n.14

）. 

（
23
）　

も
っ
と
も
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
が
民
法
典
二
四
二
条
に
基
づ
い
て
導
き
出
さ
れ
る
の
か
（S

ch
a

u
b, A

rbeitsrechts-H
andbuch, 13.A

ufl., 2009, §
53R

dnr.51.

）、

そ
れ
と
も
、
二
四
一
条
二
項
に
基
づ
い
て
導
き
出
さ
れ
る
の
か
（R

ich
a

rd
i/ W

lotzke, a.a.O
. 

（F
n.1

） §
48R

dnr.32

）
に
つ
い
て
対
立
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
理
由
づ
け

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
24
）　R

ich
a

rd
i/ W

lotzke, a.a.O
. （F

n.1

）, §
48R

dnr.38.

（
25
）　R

ich
a

rd
i/ W

lotzke, a.a.O
. （F

n.1

）, §
48R

dnr.40; P
reis, a.a.O

. （F
n.1

）, Ⅱ
V20R

dnr.1;  W
olff / S

p
eyer, a.a.O

. （F
n.2

）, S.98.

（
26
）　 R

ich
a

rd
i/W

lotzke, a.a.O
. （F

n.1

）,§
48R

dnr.40.

（
27
）　R

ich
a

rd
i/ W

lotzke, a.a.O
. （F

n.1

）,§
48R

dnr.35.

（
28
）　B

A
G

, U
rt.v.16.3.1982, N

JW
1983, 135. 

該
当
箇
所
は
、jurisO

nline

に
て
取
得
。
そ
の
他
、
同
旨
の
も
の
と
し
て
、
連
邦
労
働
裁
判
所
一
九
八
七
年
一
二
月
一
五
日
判

決
（B

A
G

, U
rt.v.15.12.1987, A

P
 N

r zu§
79B

etrV
G1972, N

Z
A1988, S.502.

）。

（
29
）　R

ich
a

rd
i/ W

lotzke, a.a.O
. （F

n.1

）, §
48R

dnr.33.
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在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

三
二
五

一
一
三
三

（
30
）　P

reis, a.a.O
. （F

n.1

）, Ⅱ
V20R

dnr.18.
（
31
）　B

A
G

, U
rt.v.15.12.1987, a.a.O

. （F
n.28

）.
（
32
）　R

ich
a

rd
i/ W

lotzke, a.a.O
. （F

n.1

）,§
48R

dnr.34.

（
33
）　S

ch
a

u
b, a.a.O

. （F
n.23

）§
53R

dnr.52; R
ich

a
rd

i/ W
lotzke, a.a.O

.

（F
n.1

）, §
48R

dnr.34.

（
34
）　B

A
G

, B
aschl.v.26.2.1987, N

Z
A1988, 63.

本
件
は
、
事
業
所
組
織
法
七
九
条
に
基
づ
く
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
紛
争
で
は
あ
る
が
、
不
競
法
一
七
条
及
び
契
約
上
の
守
秘

義
務
と
同
様
の
秘
密
性
の
判
断
が
な
さ
れ
た
上
で
、
労
働
者
の
税
込
報
酬
を
秘
密
保
持
の
対
象
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
35
）　

P
reis, a.a.O

. （F
n.1

）, Ⅱ
V20R

dnr.18.

（
36
）　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
契
約
終
了
後
の
余
後
効
に
関
す
る
比
較
法
的
研
究
に
つ
い
て
は
、
熊
田
裕
之
﹁
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
契
約
終
了
後
の
過
失
責
任
︱
い
わ
ゆ
る
﹁
契
約
の
余

後
効
的
義
務
﹂
に
つ
い
て
﹂
法
学
新
報
九
七
巻
一
・
二
号
（
一
九
九
〇
）
三
六
九
頁
を
参
照
。

（
37
）　

B
G

H
, U

rt.v.16.11.1954, A
P

 N
r.1 zu §

60H
G

B
; B

G
H

, U
rt.v.21.12.1962, B

G
H

Z38, S.391.

（
38
）　B

A
G

, U
rt.v.15.6.1993, A

P
 N

r.40 zu §
611B

G
B

 K
onkurrenzklausel.

（
39
）　

詳
細
は
、
石
田
信
平
﹁
退
職
後
の
競
業
避
止
特
約
（
一
）﹂
同
志
社
法
学
五
九
巻
五
号
（
二
〇
〇
八
）
一
四
九
頁
以
下
を
参
照
。

（
40
）　

B
A

G
, U

rt.v.19.5.1998, A
P

 N
r.11 zu §

611B
G

B
 T

reuepflicht, N
Z

A1999.200.

（
41
）　

本
件
労
働
者
は
、
二
〇
万
マ
ル
ク
の
退
職
金
を
受
領
し
、
守
秘
条
項
と
し
て
、
就
労
期
間
中
に
知
り
得
た
全
て
の
取
引
情
報
と
し
て
、
特
に
、
会
社
の
生
産
に
関
わ
る
、
技

術
的
工
程
、
方
法
、
作
業
の
構
想
、
顧
客
、
価
格
及
び
製
品
に
つ
い
て
、
労
働
契
約
終
了
後
も
同
じ
く
秘
密
を
保
持
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
。

（
42
）　

B
G

H
, U

rt.v.21.12.1962, A
P

 N
r.7 zu§

U
nlW

G
.

（
43
）　

連
邦
最
高
裁
判
所
一
九
八
二
年
一
一
月
一
九
日
判
決
（B

G
H

, U
rt.v.19.11.1982, A

P
 N

r.2 zu§
611B

G
B

）
も
同
旨
。

（
44
）　B

G
H

, U
rt.v.3.5.2001, E

zA
 N

r4 zu §
611B

G
B

 B
etriebsgeheim

nis, W
M
2001, S.1824.

（
45
）　W

erth
eim

er, B
ezahlte K

arenz oder entschädigungslose W
ettbew

erbsenthaltung des ausgeschiedenen A
rbeitnehm

ers?, 1999, B
B1999, S.1603.

（
46
）　W

erth
eim

er, a.a.O
. （F

n.45

）, S.1603.

（
47
）　B

u
ch

n
er, W

ettbw
erbsverbote w

ärend und nach B
eendigung des A

rbeitsverhältnisses, 1995, C
, R

dnr.9.

（
48
）　W

erth
eim

er, a.a.O
. （F

n.45

）, S.1603; S
a

lger/ B
reitfeld

, R
egelungen zum

 Schutz von betrieblichem
 know

-how
-die Sicherung von G

eschäfts- und 

B
etriebsgeheim

nissen, 2005, B
B2005, S.156.
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

三
二
六

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

一
一
三
四

（
49
）　§

77V
erschw

iegenheitspflicht:
　
　

⑴
 　

D
er A

rbeitnehm
er ist verpflichtet, über B

etriebs- und G
eschäftsgeheim

nisse und über bestim
m

te oder bestim
m

bare, vom
 A

rbeitgeber aus 

berech
tigtem

 In
teresse als geh

eim
h

altu
n

gsbed
ü

rftig bezeich
n

ete T
atsach

en
 V

ersch
w

iegen
h

eit zu
 w

ah
ren

.S
ow

eit sie sein
en

 A
rbeitsbereich 

betreffen, hat er dafür zu sorgen, dass D
ritte von ihnen nicht unbefugt K

enntnis erhalten.

　
　

⑵
 　

D
ie V

erp
flech

tu
n

g b
esteh

t ü
b

er d
ie B

een
d

igu
n

g d
es A

rb
eitsverh

ältn
isses h

in
au

s, es sei d
en

, sie w
irkt w

ie ein
 n

ach
vertraglich

es 

W
ettbew

erbsverbot im
 Sinne des §

81 oder das berechtigte Interesse ist nachträglich entfallen.

（
50
）　R

ich
a

rd
i/ W

lotzke, a.a.O
. （F

n.1

）, §
48R

dnr.32.

（
51
）　P

reis, a.a.O
. （F

n.1
）, Ⅱ

V20R
dnr.6.

（
52
）　L

A
G

 H
am

m
, U

rt. v.5.10.1988, D
B1989, S.783.

（
53
）　R

ich
a

rd
i/ W

lotzke, a.a.O
. （F

n.1
）, §

48R
dnr.39; P

reis, a.a.O
.

（F
n.1

）, Ⅱ
V20R

dnr.33ff.

（
54
）　

契
約
上
の
兼
職
避
止
条
項
の
有
効
性
判
断
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
﹁
兼
職
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
に
関
す
る
一
考
察
︱
ド
イ
ツ
法
と
の
比
較
法
的
研
究
︱
﹂
同
志

社
法
学
三
六
五
号
（
二
〇
一
三
）
二
四
五
頁
以
下
、
同
﹁
兼
職
を
め
ぐ
る
労
働
時
間
の
通
算
制
・
契
約
上
の
兼
職
避
止
義
務
の
あ
り
方
︱
ド
イ
ツ
法
と
の
比
較
法
的
研
究
︱
﹂

日
本
労
働
法
学
会
誌
一
二
四
号
（
二
〇
一
四
）
一
九
五
頁
以
下
を
参
照
。

（
55
）　

S
ch

u
ster /D

a
rsow

, F
rankfurt a.M

.E
inführung von E

thikrichtlichen durch D
irektionrecht  N

Z
A2005, 275.

（
56
）　R

ich
a

rd
i/ W

lotzke, a.a.O
.

（F
n.1

）, §
48R

dnr.39;  S
ch

a
u

b, a.a.O
. （F

n.23

） §
53R

dnr.54; P
reis, a.a.O

. （F
n.1

）, Ⅱ
V20R

dnr.33.

（
57
）　P

reis, a.a.O
. （F

n.1

）, Ⅱ
V20R

dnr.33.

（
58
）　R

ich
a

rd
i/ W

lotzke, a.a.O
. （F

n.1

） §
48R

dnr.39;  S
ch

a
u

b, a.a.O
. （F

n.23

） §
53R

dnr.54; P
reis, a.a.O

. （F
n.1

）, Ⅱ
V20R

dnr.34.

（
59
）　L

A
G

 M
ecklenburg-V

orpom
m

ern, U
rt.v.21.10.2009, B

B2010, 2628.

（
60
）　

民
法
典
三
一
〇
条
四
項
二
文
に
よ
り
、
労
働
法
の
特
殊
性
が
考
慮
さ
れ
る
結
果
、
民
法
典
三
〇
九
条
六
号
が
適
用
さ
れ
な
い
た
め
、
守
秘
義
務
違
反
の
場
合
に
も
、
違
約
罰

を
取
り
決
め
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。

（
61
）　P

reis, a.a.O
. （F

n.1

）, Ⅱ
V20R

dnr.46. 

違
約
罰
は
、
債
務
者
に
給
付
を
確
実
に
す
る
よ
う
、
圧
力
を
か
け
る
こ
と
と
同
時
に
、
契
約
上
の
義
務
に
違
反
し
た
場
合
に
個
別

の
証
明
な
し
に
、違
約
罰
の
定
め
た
損
害
額
ま
で
は
確
実
に
受
領
す
る
と
い
う
二
つ
の
目
的
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（B

G
H

, U
rt.v.20.1.2000, N

JW
2000, 2106

参
照
）。

（
62
）　B

A
G

, U
rt.v.14.8.2007, A

P
 N

r.28 zu§
307B

G
B

.



（　
　
　
　

）

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

三
二
七

一
一
三
五

（
63
）　B

A
G

, U
rt.v.25.4.1989, A

P
 N

r.7 zu §
611B

G
B

 B
etriebsgeheim

nis.
（
64
）　L

A
G

 R
heinland, U

rt.v.14.3.2013, Juris O
nline

に
て
取
得
。
連
邦
労
働
裁
判
所
二
〇
一
二
年
五
月
二
四
日
判
決
（B

A
G

, U
rt.v.24.05.2012, N

Z
A

 2013, 137.

）
も

参
照
。

（
65
）　B

A
G

, U
rt.v.4.4.1974, A

P
 N

r 1 zu §
 626 B

G
B

 A
rbeitnehm

ervertreter im
 A

ufsichtsrat.

（
66
）　

K
u

n
z

/ B
o

ch
u

m
, B

e
trie

b
s- u

n
d

 G
e

sch
äftsg

e
h

e
im

n
is u

n
d

 W
e

ttb
e

w
e

rb
sve

rb
o

t w
äh

re
n

d
 d

e
r D

au
e

r u
n

d
 n

ach
 B

e
e

n
d

ig
u

n
g

 d
e

s 

A
nstellungsverhältnisses, D

B1993, S.2482.

（
67
）　B

A
G

, U
rt.v.24.6.1986, A

P
 N

r.4 zu§
611B

G
B

 B
etriebsgeheim

nis.

（
68
）　R

ich
a

rd
i/ W

lotzke, a.a.O
. （F

n.1

）, §
48R

dnr.48.

（
69
）　W

olff / S
p

eyer, a.a.O
. （F

n.2
）, S.98.

（
70
）　R

ich
a

rd
i/ W

lotzke, M
ünchener H

andbuch zum
 A

rbeitsrecht, B
d.1, 3.A

ufl., 2009, §
48R

dnr.20. 

ド
イ
ツ
法
で
は
、
解
雇
訴
訟
期
間
に
お
け
る
競
業
避
止
義

務
を
め
ぐ
っ
て
、
労
働
契
約
存
続
中
と
同
様
に
競
業
避
止
義
務
を
認
め
る
べ
き
か
否
か
議
論
が
み
ら
れ
る
（
拙
稿
﹁
在
職
中
の
競
業
避
止
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題
︱
ド
イ
ツ

法
の
議
論
を
中
心
に
﹂
季
刊
労
働
法
二
四
三
号
（
二
〇
一
三
）
一
六
四
頁
以
下
参
照
）。

（
71
）　B

G
H

, U
rt.v.3.5.2001, E

zA
 N

r4 zu §
611B

G
B

 B
etriebsgeheim

nis, W
M
2001, S.1824.

（
72
）　B

A
G

, U
rt.v.15.6.1993, a.a.O

. （F
n.38

）; B
A

G
, U

rt.v.19.5.1998, a.a.O
. （F

n.40

）.

（
73
）　B

A
G

, U
rt.v.19.5.1998, a.a.O

. （F
n.40

）.

（
74
）　W

erth
eim

er, a.a.O
.

（F
n.45

）, S.1603.

第
三
章
　
比
較
法
的
考
察

一
　
根
拠

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
労
働
者
は
、
労
働
契
約
上
の
誠
実
義
務
に
基
づ
き
在
職
中
に
知
り
得
た
秘
密
を
保
持
す
る
義
務
を
負
う
と
同
時
に
、



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

三
二
八

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

一
一
三
六

不
競
法
二
条
一
項
七
号
に
基
づ
く
営
業
秘
密
の
保
護
に
よ
り
、
守
秘
義
務
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
不
競
法
上
の
守
秘
義
務
に
つ
い
て
は
、
保

護
対
象
と
さ
れ
る
﹁
営
業
秘
密
﹂
の
要
件
が
限
定
さ
れ
て
い
る
他
、
図
利
加
害
目
的
の
有
無
が
審
査
さ
れ
る
た
め
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
と

比
べ
て
厳
格
に
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
に
つ
い
て
は
、
そ
の
対
象
お
よ
び
態
様
に
つ
き
、
見
解
の
違
い
が

み
ら
れ
、
議
論
の
余
地
が
あ
る
。

　

ま
た
、
ド
イ
ツ
法
も
同
様
、
労
働
者
の
守
秘
義
務
に
つ
い
て
、
不
競
法
一
七
条
お
よ
び
契
約
上
の
付
随
義
務
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
も
っ

と
も
、
不
競
法
一
七
条
は
、
基
本
法
一
四
条
に
基
づ
く
保
護
規
定
で
あ
り
、
事
業
主
の
競
争
上
の
利
益
の
保
護
を
目
的
と
す
る
の
に
対
し
、

労
働
契
約
上
の
守
秘
義
務
は
、
信
義
則
上
発
生
す
る
誠
実
義
務
だ
け
で
な
く
、
基
本
法
一
二
条
一
項
に
基
づ
く
職
業
活
動
の
自
由
や
基
本
法

一
四
条
に
基
づ
く
財
産
権
に
よ
っ
て
、
使
用
者
の
利
益
を
保
障
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
に
つ
い

て
は
、
主
と
し
て
使
用
者
の
利
益
、
と
り
わ
け
、
使
用
者
の
経
済
的
自
由
権
を
重
視
し
た
考
え
方
が
採
用
さ
れ
、
守
秘
義
務
を
課
す
こ
と
に

よ
っ
て
労
働
者
の
利
益
が
侵
害
さ
れ
得
る
か
否
か
と
い
う
視
点
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
に
つ
い

て
は
、
労
働
者
の
就
労
を
直
接
制
限
し
な
い
と
い
う
前
提
の
も
と
、
も
っ
ぱ
ら
使
用
者
の
利
益
の
保
護
を
図
る
法
規
範
で
あ
る
と
位
置
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
点
、
わ
が
国
で
は
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
は
、
信
義
則
（
労
契
法
三
条
四
項
）
に
基
づ
き
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
を
不
当
に
侵
害

し
な
い
よ
う
配
慮
す
る
義
務
か
ら
当
然
に
生
じ
る
義
務
と
し
て
、
あ
く
ま
で
使
用
者
の
利
益
を
保
護
す
る
規
範
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
か
か
る
義
務
が
、
労
働
者
の
就
労
を
直
接
制
限
し
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
法
の
議
論
と
共
通
す
る
視

点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
る
と
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
は
、
も
っ
ぱ
ら
使
用
者
の
正
当
な
利
益
を
保
護
す

る
法
規
範
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。



（　
　
　
　

）

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

三
二
九

一
一
三
七

二
　
要
件

　

㈠　

保
護
対
象

　

わ
が
国
で
は
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
の
保
護
対
象
に
つ
い
て
、
使
用
者
の
秘
密
に
つ
き
、
客
観
的
価
値
を
有
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
れ
ば

保
護
対
象
と
し
て
認
め
る
立
場）

1
（

と
、
不
競
法
上
の
三
要
件
（
非
公
知
性
・
有
用
性
・
秘
密
管
理
性
）
を
必
要
と
す
る
立
場）

2
（

で
見
解
の
対
立
が

み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
レ
ガ
シ
ィ
事
件）

3
（

は
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
の
保
護
対
象
を
不
競
法
の
要
件
に
限
定
す
る
理
由
と
し
て
、
労
働
者
の
権

利
な
い
し
利
益
の
過
度
の
制
限
を
抑
止
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
妥
当
性
が
問
題
と
さ
れ
よ
う
。

　

ま
ず
、
ド
イ
ツ
法
で
は
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
の
保
護
対
象
に
つ
い
て
、
裁
判
所
の
立
場）

4
（

に
よ
る
と
、
不
競
法
も
契
約
上
の
守
秘
義
務
も

一
致
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
学
説
で
は
、
裁
判
例
が
掲
げ
る
保
護
対
象
よ
り
も
広
い
も
の
と
解
す
る
立
場
が
み
ら
れ
る
た

め
）
5
（

、
議
論
の
余
地
は
残
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
と
お
り
、
契
約
上
の
使
用
者
の
正
当
な
利
益
に
つ
い
て
、
不

競
法
上
の
保
護
対
象
と
比
べ
て
、
広
範
な
も
の
と
位
置
付
け
つ
つ
も
、
ア
ク
セ
ス
不
可
能
な
秘
密
で
あ
れ
ば
保
護
の
対
象
と
す
る
見
解
に
よ

る
と
、
明
ら
か
に
広
範
な
保
護
対
象
を
想
定
し
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
（
第
二
章
第
三
節
一
・
二
参
照
）。
も
っ

と
も
、
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
不
競
法
と
契
約
上
の
守
秘
義
務
の
保
護
対
象
が
一
致
す
る
理
由
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
不
競
法
が
、
競
争
市
場
の
秩
序
を
目
的
と
し
て
、
使
用
者
以
外
の
企
業
の
職
業
活
動
の
自
由
と
の
関
係
を
考
慮
し
、
一
定
の
要
件

を
課
し
た
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
の
保
護
対
象
に
つ
い
て
も
同
様
の
考
え
方
を
前
提
と
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ

る
。

　

確
か
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
労
働
者
の
情
報
利
用
の
自
由
や
職
業
活
動
の
自
由
を
重
視
す
る
と
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
の
保
護
対
象

と
し
て
、
不
競
法
上
の
三
要
件
（
非
公
知
性
・
有
用
性
・
秘
密
管
理
性
）
に
限
定
す
る
こ
と
は
、
労
働
者
の
利
益
の
過
剰
な
制
限
を
抑
止
す

る
と
い
う
点
で
、
一
定
の
意
義
を
有
す
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
法
の
議
論
を
参
考
に
す
る
と
、
契
約
上
の
使
用
者
の
正
当
な
利
益
と
の
関
係
で
、



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

三
三
〇

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

一
一
三
八

競
争
市
場
の
秩
序
と
い
う
側
面
か
ら
、
使
用
者
以
外
の
企
業
の
職
業
活
動
の
自
由
と
の
調
整
を
図
る
余
地
は
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
在
職
中
の
守
秘
義
務
の
保
護
対
象
を
、
不
競
法
上
の
保
護
対
象
と
同
一
内
容
と
す
る
考
え
方
に
は
疑
問
が
あ
る
。
前
述

し
た
と
お
り
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
は
、
主
に
使
用
者
の
正
当
な
利
益
の
保
護
を
図
る
法
規
範
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

不
競
法
上
の
守
秘
義
務
は
、
労
働
者
の
利
益
に
加
え
て
、
情
報
の
自
由
な
利
用
や
流
通
と
い
っ
た
点
も
考
慮
さ
れ
、
保
護
対
象
を
三
要
件
に

限
定
さ
れ
て
い
る）

6
（

。
こ
の
よ
う
に
、
不
競
法
と
契
約
上
の
守
秘
義
務
の
保
護
法
益
の
対
象
が
異
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
労
働
者
の
利
益

を
保
護
す
る
観
点
か
ら
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
の
保
護
対
象
（
保
護
法
益
）
を
、
不
競
法
上
の
三
要
件
に
限
定
す
る
こ
と
は
正
当
化
さ
れ
得

な
い
も
の
と
考
え
る
。

　

㈡　

態
様

　

次
に
、
守
秘
義
務
の
態
様
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
視
点
で
判
断
す
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
ド
イ
ツ
法

で
は
、
労
働
者
の
就
労
自
体
を
制
限
し
な
い
と
い
う
前
提
の
も
と
、
も
っ
ぱ
ら
使
用
者
の
営
業
秘
密
の
保
護
を
重
視
し
た
判
断
が
な
さ
れ
て

お
り
、
営
業
秘
密
が
侵
害
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
、
守
秘
義
務
違
反
が
肯
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
守
秘
義
務
に
つ
い
て
は
、
競
業

避
止
義
務
と
異
な
り
、
労
働
者
の
職
業
選
択
の
自
由
と
の
抵
触
が
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
点
、
わ
が
国
で
は
、
使
用
者
の
秘
密
に
関
わ
る
正
当
な
利
益
の
侵
害
、
あ
る
い
は
、
侵
害
の
お
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
が
争
わ

れ
て
お
り
、
そ
の
態
様
に
つ
い
て
の
判
断
は
、
ド
イ
ツ
法
と
共
通
す
る
視
点
を
有
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
労
働
者
に
よ
る
秘
密
の
開
示

や
使
用
の
結
果
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
の
侵
害
が
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
、
侵
害
の
恐
れ
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
が
審
査
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　

一
方
、
秘
密
の
開
示
や
使
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
段
階
に
お
い
て
、
労
働
者
に
よ
る
秘
密
の
持
ち
出
し
（
取
得
）
行
為
が
認
め
ら
れ
た
場



（　
　
　
　

）

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

三
三
一

一
一
三
九

合
、
そ
の
違
法
性
を
ど
の
よ
う
に
判
断
す
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
（
第
一
章
第
二
節
三
㈡
）。
も
っ
と
も
、
秘
密
の
持
ち

出
し
行
為
の
違
法
性
を
め
ぐ
っ
て
、
ド
イ
ツ
法
で
は
議
論
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、
次
の
結
論
を
導
く

こ
と
が
で
き
る
。

　

繰
り
返
し
述
べ
る
と
お
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
契
約
上
の
守
秘
義
務
は
、
も
っ
ぱ
ら
使
用
者
の
正
当
な
利
益
を
保
護
す
る
法
規
範
で
あ
り
、

違
法
性
判
断
に
お
い
て
は
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
の
侵
害
、
あ
る
い
は
、
侵
害
の
お
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
判
断

さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
労
働
者
の
秘
密
の
持
ち
出
し
（
取
得
）
行
為
に
関
し
て
も
、
将
来
的
に
使
用
者
に
と
っ
て
不
利
益
が
生
じ
る
形
で
、

秘
密
が
開
示
・
使
用
さ
れ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
ず
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
を
侵
害
す
る
恐
れ
が
生
じ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
労
働
者
に

よ
る
秘
密
の
開
示
や
使
用
が
認
め
ら
れ
な
い
段
階
で
、
秘
密
の
持
ち
出
し
（
取
得
）
行
為
の
守
秘
義
務
違
反
を
認
め
る
と
す
る
と
、
労
働
者

の
行
為
を
過
剰
に
制
約
し
て
し
ま
う
側
面
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
秘
密
の
持
ち
出
し
行
為
に
関
し
て
は
、
秘
密
の
開
示
や
使
用
と
比
べ
る
と
、

よ
り
慎
重
な
判
断
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
私
見
と
し
て
は
、
秘
密
の
持
ち
出
し
行
為
の
違
法
性
を
審
査
す
る
際
、
使
用
者
の
正
当
な
利

益
が
侵
害
さ
れ
る
高
度
の
蓋
然
性
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
守
秘
義
務
違
反
の
可
否
が
審
査
さ
れ
る
も
の
と
解
す
る
。

　

こ
れ
に
関
し
て
、
レ
ガ
シ
ィ
事
件）

7
（

は
、
秘
密
を
不
当
に
開
示
す
る
目
的
で
労
働
者
が
秘
密
を
取
得
し
た
か
否
か
を
審
査
し
て
い
る
。
こ
の

点
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
の
違
法
性
判
断
に
お
い
て
は
、
不
競
法
と
異
な
り
、
図
利
加
害
目
的
の
要
件
（
不
競
法
二
条
一
項
七
号
）
を
要
し

な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
前
掲
レ
ガ
シ
ィ
事
件
の
よ
う
に
、
秘
密
を
不
当
に
開
示
・
利
用
す
る
目
的
が
あ
っ
た
か
否
か
と
い
う
要
件
を
必

須
と
捉
え
る
こ
と
に
は
疑
問
も
生
じ
う
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
判
断
は
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
高
度
の
蓋
然
性
が
認

め
ら
れ
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
考
慮
要
素
の
一
つ
と
し
て
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
と
、
妥
当
な
帰
結
を
も
た
ら
し
う
る
も

の
と
考
え
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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三
　
契
約
上
の
守
秘
条
項

　

㈠　

守
秘
条
項
の
拡
張

　

わ
が
国
で
は
、
契
約
上
の
守
秘
条
項
の
有
効
性
の
限
界
に
つ
い
て
は
、
信
義
則
上
の
守
秘
義
務
と
の
関
係
に
お
い
て
、
拡
張
し
う
る
の
か

否
か
、
検
討
す
べ
き
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ツ
法
で
は
、
契
約
上
の
守
秘
条
項
に
つ
き
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
が
認
め
ら
れ
る
限
り
で
、
契
約
上
の
守
秘
義
務

を
さ
ら
に
拡
張
し
て
定
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
解
さ
れ
、
そ
の
利
益
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
公
序
良
俗
違
反
と
さ
れ
、
そ
の
条
項
が

無
効
と
判
断
さ
れ
て
い
る）

8
（

。
す
な
わ
ち
、
労
働
契
約
上
の
兼
職
避
止
条
項
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
な
限
定
解
釈
（
条
項
自
体
を
有
効
と
し
た
上

で
、
そ
の
条
項
に
労
働
者
が
違
反
し
た
か
否
か
を
判
断
す
る
手
法
）
と
は
異
な
る
見
解
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
さ
れ
る）

9
（

。
も
っ
と

も
、
有
効
性
審
査
の
場
面
に
お
い
て
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
の
有
無
を
要
件
と
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
契
約
上
の
守
秘
条
項
は
、

契
約
に
内
在
す
る
守
秘
義
務
の
範
囲
を
確
認
す
る
意
味
に
と
ど
ま
る
可
能
性
が
高
い
。

　

こ
の
よ
う
な
議
論
を
踏
ま
え
る
と
、
信
義
則
上
の
内
容
を
超
え
て
制
限
す
る
よ
う
な
守
秘
条
項
は
、
労
働
者
の
態
様
を
制
約
す
る
可
能
性

が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
労
働
者
の
利
益
を
考
慮
す
る
必
要
性
が
生
じ
る
た
め
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
の
有
無
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
点
、
日
産
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
事
件）
₁₀
（

は
、
第
三
者
へ
の
開
示
に
関
す
る
確
定
的
事
実
が
な
い
場
合
に
も
、﹁
漏
ら
そ
う
と
し
﹂
た
と
い
う
明

示
の
守
秘
義
務
規
程
に
基
づ
き
、
第
三
者
に
開
示
し
た
の
と
同
等
の
危
険
に
さ
ら
そ
う
と
し
た
か
否
か
を
判
断
基
準
と
し
て
い
た
。
こ
の
よ

う
な
条
項
は
、
一
見
、
契
約
上
内
在
す
る
守
秘
義
務
の
限
界
を
や
や
拡
張
し
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
契
約
に
内
在
す
る

守
秘
義
務
と
の
関
係
で
は
、
前
述
の
と
お
り
、
秘
密
の
開
示
・
利
用
に
関
す
る
確
定
的
事
実
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
秘
密
を

社
外
に
持
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
蓋
然
性
が
高
い
場
合
に
は
、
違
法
性
が
肯
定
さ
れ
る
も
の
と
解

す
べ
き
で
あ
る
（
二
㈡
）。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
前
掲
日
産
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
事
件
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
第
三
者
に
秘
密
を
漏
ら
そ
う
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と
す
る
行
為
を
制
限
す
る
契
約
上
の
守
秘
条
項
も
、
契
約
に
内
在
す
る
守
秘
義
務
と
一
致
す
る
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
ド

イ
ツ
法
の
議
論
と
同
様
、
契
約
上
の
守
秘
条
項
は
、
契
約
に
内
在
す
る
守
秘
義
務
の
範
囲
を
確
認
す
る
意
味
に
と
ど
ま
る
可
能
性
は
高
い
と

考
え
ら
れ
る
。

　

㈡　

守
秘
条
項
の
適
法
性
審
査

　

わ
が
国
で
は
、
実
際
の
契
約
上
の
守
秘
条
項
に
つ
い
て
は
、
包
括
的
条
項
と
い
う
よ
り
、
労
働
契
約
の
信
義
則
上
の
守
秘
義
務
を
確
認
的

に
定
め
た
も
の
が
多
く
、
在
職
中
の
守
秘
条
項
独
自
の
有
効
性
が
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、﹁
業
務
上
不
利
益
ま
た
は
秘
密
と
思

わ
れ
る
こ
と
を
外
部
に
も
ら
さ
な
い
。﹂
と
い
う
定
め
が
あ
る
場
合
、
裁
判
例
は
、
そ
の
条
項
が
有
効
で
あ
る
と
の
前
提
を
も
と
に
、
義
務

違
反
を
審
査
し
て
い
る）
₁₁
（

。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
条
項
が
契
約
に
内
在
す
る
守
秘
義
務
の
内
容
を
明
確
化
し
た
も
の
と
評
価
す
べ
き
か
否

か
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
法
で
は
、
と
り
わ
け
、
約
款
を
用
い
た
労
働
契
約
に
お
い
て
守
秘
条
項
を
定
め
る
場
合
、
約
款
規
制
と
の
関

係
に
お
い
て
、
権
利
義
務
の
明
確
化
を
図
る
動
き
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
民
法
典
三
〇
七
条
一
項
二
文
に
基
づ
く
透
明
性
の
原
則
に
基

づ
き
、
守
秘
義
務
の
内
容
を
具
体
化
し
、
そ
の
義
務
に
違
反
し
た
場
合
の
法
律
効
果
と
し
て
、
全
部
無
効
と
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
二
〇
〇
六
年
労
働
契
約
法
草
案
も
、﹁
正
当
な
利
益
と
し
て
使
用
者
に
よ
っ
て
機
密
保
護
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
事
柄
と
し

て
定
め
る
守
秘
義
務
あ
る
い
は
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
守
秘
義
務
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
の
規
定
を
提
示
し
て
お
り
、
義
務
内

容
が
特
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
契
約
上
で
使
用
者
が
守
秘
義
務
の
内
容
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
労
働
者
の
予
見
可
能
性
を
高
め

る
と
同
時
に
、
秘
密
の
漏
え
い
（
使
用
者
の
正
当
な
利
益
の
侵
害
）
を
事
前
に
予
防
す
る
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
ま
た
、
守
秘
義
務
違

反
の
効
果
を
め
ぐ
る
事
後
的
な
法
的
紛
争
に
お
い
て
も
、
使
用
者
は
、
義
務
違
反
の
立
証
と
し
て
、
当
該
条
項
を
根
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
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こ
の
よ
う
な
議
論
を
踏
ま
え
る
と
、
契
約
上
で
守
秘
義
務
の
内
容
の
明
確
化
を
図
る
こ
と
は
、
労
使
双
方
に
と
っ
て
意
義
を
有
す
る
も
の

と
解
す
る
。
こ
の
点
は
、
兼
職
避
止
条
項
や
競
業
避
止
条
項
の
適
法
性
審
査
と
共
通
す
る
課
題
で
あ
る
が
、
権
利
義
務
の
明
確
化
の
促
進
と

い
う
観
点
か
ら
鑑
み
る
と
、
契
約
上
の
守
秘
条
項
の
適
法
性
審
査
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必
要
性
は
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

四
　
違
反
の
効
果

　

わ
が
国
で
は
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
違
反
に
よ
る
効
果
と
し
て
は
、
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
、
懲
戒
処
分
、
解
雇
が
あ
り
、

ま
た
、
根
拠
が
明
確
で
あ
れ
ば
、
履
行
請
求
も
可
能
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
他
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
る
可

能
性
も
あ
る）
₁₂
（

。
そ
の
中
で
も
、
差
止
め
請
求
は
、
情
報
・
秘
密
が
就
業
規
則
等
で
特
定
さ
れ
る
場
合
に
限
っ
て
肯
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
関
し
て
、
ド
イ
ツ
法
で
は
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
の
保
護
対
象
が
、
不
競
法
の
要
件
と
同
一
と
解
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
明
確
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
使
用
者
が
差
止
請
求
を
行
う
際
に
は
、
使
用
者
が
秘
密
保
護
の
対
象
を
正
確
に
特
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
の
保
護
対
象
が
明
確
に
要
件
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
差
止
請

求
に
つ
い
て
、
情
報
・
秘
密
が
就
業
規
則
等
で
特
定
さ
れ
る
場
合
に
限
っ
て
肯
定
す
る
と
い
う
結
論
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
わ
が
国
で
は
、
損
害
賠
償
請
求
に
つ
き
、
守
秘
義
務
違
反
が
損
害
と
の
因
果
関
係
が
立
証
で
き
な
い
限
り
、
損
害
賠
償
は
認
め
ら

れ
て
い
な
い
も
の
と
解
さ
れ
て
お
り）
₁₃
（

、
使
用
者
の
秘
密
漏
え
い
に
対
す
る
救
済
が
得
ら
れ
な
い
可
能
性
が
生
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ツ
法
で
は
、
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
、
損
害
額
を
認
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
違
約
罰
に
よ
っ
て
、

使
用
者
に
損
害
賠
償
の
可
能
性
を
個
々
の
証
明
な
し
に
可
能
に
し
て
い
る
点
が
特
徴
と
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
も
、
民
法
典
三
〇
七
条
に
基
づ

く
約
款
規
制
が
問
題
と
さ
れ
、
透
明
性
の
要
件
と
し
て
、
守
秘
義
務
違
反
を
理
由
と
し
て
制
裁
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
制
裁
の
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上
限
に
つ
い
て
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
点
、
わ
が
国
で
は
、
労
基
法
一
六
条
が
賠
償
予
定
の
禁
止
を
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ド
イ
ツ
法
の
よ
う
に
違
約
罰
を
定
め
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
り
、
損
害
賠
償
の
立
証
が
困
難
な
場
合
の
救
済
方
法
が
存
在
し
て
い
な
い
。
守
秘
義
務
が
使
用
者
の
秘
密
保
護
を
重
視
し
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、
守
秘
義
務
の
法
規
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
今
後
、
さ
ら
に
検
討
を
深
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

五
　
競
業
避
止
義
務
と
の
関
係

　

㈠　

根
拠

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
労
働
者
は
、
信
義
則
上
生
じ
る
誠
実
義
務
に
基
づ
き
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
を
不
当
に
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
よ

う
配
慮
す
る
義
務
を
負
う
も
の
と
さ
れ
、
こ
の
義
務
の
類
型
と
し
て
守
秘
義
務
と
競
業
避
止
義
務
等
が
生
じ
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
両
義

務
の
根
拠
は
一
致
し
て
お
り
、
使
用
者
の
利
益
を
保
護
す
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。

　

一
方
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
競
業
避
止
義
務
は
、
契
約
上
の
誠
実
義
務
を
根
拠
と
す
る
の
に
対
し
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
は
、
誠
実

義
務
の
他
に
、
基
本
法
一
二
条
一
項
に
基
づ
く
職
業
活
動
の
自
由
に
よ
っ
て
、
使
用
者
の
利
益
を
保
護
し
て
い
る
。
競
業
避
止
義
務
は
、
労

働
者
の
就
労
自
体
を
制
限
す
る
こ
と
か
ら
、
使
用
者
と
労
働
者
の
利
益
の
調
整
が
な
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
一
方
、
守
秘
義
務
に
つ
い
て
は
、

労
働
者
の
就
労
自
体
を
制
限
し
な
い
と
い
う
前
提
の
も
と
、
使
用
者
の
利
益
を
も
っ
ぱ
ら
重
視
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

　

㈡　

保
護
対
象

　

競
業
避
止
義
務
は
、
使
用
者
の
競
争
上
の
利
益
を
保
護
す
る
の
に
対
し
て
、
守
秘
義
務
は
、
秘
密
と
し
て
の
客
観
的
価
値
を
有
す
る
使
用

者
の
利
益
を
保
護
す
る
と
い
う
点
で
内
容
に
相
違
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
の
保
護
対
象
に
つ
い
て
、
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不
競
法
上
の
要
件
を
求
め
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
議
論
の
余
地
が
あ
り
、
異
な
る
視
点
で
限
定
す
る
立
場
も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
関
し
て
、
ド
イ
ツ
法
で
は
、
守
秘
義
務
は
、
競
業
避
止
義
務
と
異
な
り
、
労
働
者
の
就
労
自
体
を
制
限
し
な
い
と
い
う
点
を
前
提

に
、
保
護
対
象
を
明
確
に
限
定
し
て
不
競
法
上
の
要
件
を
用
い
た
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
、
保
護
対
象
を
不
競
法
の
要
件
に

限
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
使
用
者
以
外
の
企
業
の
職
業
活
動
の
自
由
を
考
慮
す
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
か
か
る
点
に
お
い

て
も
、
競
業
避
止
義
務
と
相
違
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
競
業
避
止
義
務
と
守
秘
義
務
と
の
関
係
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
保
護
の
対
象
が

異
な
る
と
い
う
点
は
、
ド
イ
ツ
法
の
議
論
に
お
い
て
も
共
通
す
る
事
項
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
守
秘
義
務
と
競
業
避
止
義
務
は
、
競
合
会
社
か
ら
経
済
的
利
益
と
し
て
の
使
用
者
の
秘
密
を
保
護
す
る
と
い
う
場
面
に
お
い
て

は
、
共
通
す
る
側
面
を
有
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
は
、
競
業
避
止
義
務
と
異
な
り
、
労
働
者
の
就
労
自
体
を
制
限
し

な
い
と
い
う
点
を
踏
ま
え
る
と
、
競
業
避
止
義
務
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
次
の
態
様
の
場
面
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
が

問
題
と
な
る
。

　

㈢　

態
様

　

わ
が
国
で
は
、
守
秘
義
務
は
、
労
働
者
の
競
合
他
社
で
の
就
労
自
体
を
禁
止
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
労
働
者
の
職
業
選
択
の
自
由
（
憲

法
二
二
条
一
項
）
と
の
抵
触
が
さ
ほ
ど
問
題
と
さ
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
、
労
働
者
の
就
労
を
制
限
す
る
、
競
業
避
止
義
務
と
は
異
な
る
位

置
づ
け
に
あ
る
。

　

こ
れ
に
関
し
て
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
も
同
様
、
守
秘
義
務
に
つ
い
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
使
用
者
の
営
業
秘
密
の
保
護
を
重
視
し
、
労
働
者

の
就
労
自
体
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
特
に
、
退
職
後
の
余
後
効
と
し
て
の
守
秘
義
務
と

の
関
係
に
お
い
て
、
競
業
避
止
義
務
と
の
差
異
を
明
確
に
区
別
し
た
議
論
が
み
ら
れ
た
。
連
邦
労
働
裁
判
所
一
九
九
三
年
六
月
一
五
日
判
決）
₁₄
（
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に
よ
る
と
、
秘
密
を
開
示
・
利
用
す
る
こ
と
な
く
、
就
労
時
に
知
り
得
た
知
識
経
験
を
利
用
し
て
な
さ
れ
た
、
顧
客
の
勧
誘
は
、
守
秘
義
務

違
反
に
該
当
せ
ず
、
む
し
ろ
、
顧
客
の
勧
誘
自
体
は
、
競
業
避
止
義
務
違
反
と
評
価
さ
れ
う
る
。
す
な
わ
ち
、
顧
客
の
勧
誘
を
禁
止
す
る
こ

と
は
、
労
働
者
の
職
業
活
動
の
自
由
を
制
約
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
競
業
避
止
義
務
の
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ
る
。

　

こ
の
点
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
契
約
上
の
守
秘
義
務
は
、
労
働
者
の
就
労
を
直
接
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
法

の
議
論
を
踏
ま
え
る
と
、
顧
客
の
勧
誘
を
制
限
す
る
こ
と
は
、
労
働
者
の
就
労
（
職
業
活
動
）
の
制
限
を
意
味
す
る
た
め
、
使
用
者
の
利
益

を
侵
害
す
る
限
り
に
お
い
て
、
競
業
避
止
義
務
の
内
容
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
顧
客
の
勧
誘
の
禁
止
は
、
守
秘
義
務

で
は
な
く
、
競
業
避
止
義
務
の
内
容
と
し
て
分
類
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

　

一
方
、
ド
イ
ツ
法
で
は
、
社
外
へ
の
営
業
秘
密
の
持
ち
出
し
（
取
得
）
行
為
自
体
が
、
守
秘
義
務
違
反
と
評
価
さ
れ
る
の
か
否
か
に
つ
い

て
、議
論
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
（
二
㈡
）。
そ
れ
に
伴
い
、競
合
他
社
に
利
益
を
図
る
目
的
で
営
業
秘
密
の
持
ち
出
し
行
為
が
な
さ
れ
た
場
合
、

そ
の
行
為
制
限
を
守
秘
義
務
の
類
型
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
競
業
避
止
義
務
の
類
型
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
か
に
つ
い
て

も
、
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

思
う
に
、
前
述
の
と
お
り
、
わ
が
国
で
は
、
営
業
秘
密
の
持
ち
出
し
行
為
は
、
秘
密
の
開
示
や
使
用
に
至
ら
な
い
段
階
で
あ
っ
て
も
、
使

用
者
の
正
当
な
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
高
度
の
蓋
然
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
守
秘
義
務
違
反
の
類
型
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
と

解
す
べ
き
で
あ
る
（
二
㈡
参
照
）。
そ
の
た
め
、
競
合
他
社
の
利
益
を
図
る
た
め
に
労
働
者
が
営
業
秘
密
を
持
ち
出
し
た
場
合
に
も
、
使
用

者
の
正
当
な
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
高
度
の
蓋
然
性
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
秘
密
の
持
ち
出
し
行
為
が
競
合
他
社
の
利
益
を
図
る
た
め

の
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
行
為
自
体
は
、
競
業
避
止
義
務
違
反
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
、
守
秘
義
務
違
反
の
類
型
と
し
て
処
理
さ

れ
る
も
の
と
考
え
る
。
も
っ
と
も
、
契
約
上
の
誠
実
義
務
か
ら
生
じ
る
守
秘
義
務
と
競
業
避
止
義
務
と
の
関
係
は
、
義
務
内
容
、
効
果
お
よ

び
時
間
的
適
用
領
域
を
め
ぐ
る
上
記
考
察
を
踏
ま
え
た
上
で
、
そ
の
妥
当
性
を
さ
ら
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。
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㈣　

契
約
条
項
の
適
法
性
判
断

　

守
秘
条
項
を
め
ぐ
っ
て
は
、
競
業
避
止
条
項
と
同
様
、
契
約
上
で
定
め
ら
れ
た
在
職
中
の
守
秘
条
項
の
有
効
性
が
争
わ
れ
る
事
案
は
み
ら

れ
ず
、
そ
の
有
効
性
を
前
提
と
し
て
、
限
定
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ツ
法
で
は
、
特
に
、
約
款
を
用
い
た
労
働
契
約
上
の
守
秘
条
項
お
よ
び
競
業
避
止
条
項
の
場
合
、
か
か
る
義
務
違
反

の
効
果
と
し
て
、
使
用
者
が
違
約
罰
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
両
義
務
と
も
に
義
務
内
容
の
明
確
化
（
民
法
典
三
〇
七
条
一
項

二
文
）
が
要
求
さ
れ
て
い
る
（
第
二
章
第
六
節
参
照
）。
す
な
わ
ち
、
違
約
罰
は
、
使
用
者
に
損
害
賠
償
請
求
を
個
々
の
証
明
な
し
に
可
能

に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
労
働
者
の
競
業
避
止
義
務
違
反
の
予
見
可
能
性
を
高
め
る
た
め
、
使
用
者
に
対
し
て
、
事
前
の
権
利
義
務
の
明
確

化
を
要
請
し
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
守
秘
義
務
な
い
し
競
業
避
止
義
務
違
反
に
当
た
る
の
か
を
具
体
的
に
契
約
で
定

め
た
上
、
違
反
の
効
果
と
し
て
の
額
も
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
点
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
ド
イ
ツ
法
の
議
論
を
参
考
に
す
る
と
、
条
項
の
適
法
性
審
査
と
し
て
、
契
約
上
で
権
利
義
務
の
内
容
お

よ
び
効
果
の
明
確
化
を
求
め
る
規
制
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
競
業
避
止
義
務
の
内
容
の
不
明
確
な
部
分
を
解
消
し
（
透
明
性
の
促
進
）、

法
的
安
定
性
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
法
規
制
の
あ
り
方
は
、
労
働
者
の
義
務
違
反
の
抑
制
を
図
る
だ
け
で
な

く
、
使
用
者
が
、
義
務
違
反
の
効
果
を
め
ぐ
る
事
後
的
な
法
的
紛
争
に
お
い
て
、
義
務
違
反
の
立
証
と
し
て
、
当
該
条
項
を
根
拠
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
も
、
意
義
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
点
は
、
契
約
上
の
競
業
避
止
条
項
お
よ
び
守
秘
条
項
に
お
い

て
、
今
後
検
討
す
べ
き
共
通
の
課
題
で
あ
る
。

六
　
契
約
終
了
後
の
信
義
則
上
の
守
秘
義
務

　

労
働
契
約
の
付
随
義
務
と
し
て
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
っ
て
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
ド
イ
ツ
法
の
議
論
と
同
様
に
、
裁
判
例
お
よ
び
学
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）

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

三
三
九

一
一
四
七

説
と
も
に
、
契
約
終
了
後
は
消
滅
す
る
と
い
う
立
場）
₁₅
（

と
、
信
義
則
上
、
契
約
終
了
後
も
守
秘
義
務
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
立
場）
₁₆
（

と
で
対
立
が

み
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
余
後
効
と
し
て
契
約
に
付
随
す
る
誠
実
義
務
が
存
在
す
る
か
否
か
検
討
を
行
っ
た
上
で
、
余
後
効
と
し
て
、
い
か
な
る
義
務
内
容

を
構
成
す
べ
き
か
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
点
、
守
秘
義
務
を
一
内
容
と
す
る
保
護
義
務
は
、
労
働
義
務
の
履
行
を
離
れ
て
課
さ
れ
る
義
務
で
あ
り
、
給
付
義
務
の
成
立
前
に
接

触
す
る
当
事
者
間
で
、
互
い
に
相
手
方
の
生
命
・
身
体
・
所
有
権
そ
の
他
の
法
益
を
侵
害
し
な
い
よ
う
に
配
慮
す
べ
き
法
的
義
務
を
意
味
し

て
い
る
。
も
っ
と
も
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
契
約
終
了
後
の
保
護
義
務
に
つ
い
て
、
余
後
効
の
根
拠
と
し
て
の
債
権
関
係
が
い
か
な
る
性

質
を
有
す
る
の
か
、
ま
た
、
責
任
構
成
（
債
務
不
履
行
と
不
法
行
為
責
任
が
競
合
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
不
法
行
為
責
任
の
み
で
あ
る
の

か
）
に
関
し
て
も
民
法
学
上
議
論
が
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い）
₁₇
（

。

　

こ
れ
に
関
し
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
近
年
、
法
律
上
の
根
拠
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
信
義
則
上
の
守
秘
義
務
を
否
定
し
、
不
競
法
の

範
囲
で
の
み
守
秘
義
務
を
認
め
る
連
邦
最
高
裁
判
所）
₁₈
（

と
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
連
邦
労
働
裁
判
所）
₁₉
（

と
の
間
で
対
立
が
み
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と

も
、
連
邦
労
働
裁
判
所
一
九
九
八
年
判
決）
₂₀
（

は
、
労
働
契
約
の
誠
実
義
務
を
根
拠
に
、
余
後
効
の
守
秘
義
務
の
存
在
を
認
め
つ
つ
も
、
不
競
法

の
範
囲
に
限
定
し
て
い
る
点
で
、
連
邦
最
高
裁
判
所
の
立
場
と
同
じ
で
あ
り
、
退
職
し
た
労
働
者
の
職
業
活
動
の
自
由
（
基
本
法
一
二
条
一

項
）
を
重
視
し
た
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
点
、
保
護
義
務
は
、
給
付
義
務
と
異
な
る
内
容
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
し
も
契
約
終
了
に
伴
い
消
滅
す
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
点
を

踏
ま
え
る
と
、
別
の
労
働
者
と
使
用
者
の
一
定
の
信
頼
関
係
（
労
働
者
の
職
務
責
任
や
影
響
力
）
を
考
慮
し
て
、
余
後
効
の
守
秘
義
務
を
肯

定
す
る
見
解）
₂₁
（

も
説
得
的
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
信
義
則
上
の
余
後
効
の
議
論
を
改
め
て
検
討
す
る
必
要
は
あ
る
も
の

と
考
え
る
。
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同
志
社
法
学　

六
八
巻
三
号�

三
四
〇

在
職
中
の
守
秘
義
務
を
め
ぐ
る
法
的
課
題

一
一
四
八

　

し
か
し
な
が
ら
、
不
競
法
が
、
不
法
行
為
法
の
特
別
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
一
九
九
〇
年
改
正
以
降
、
営
業
秘
密
に
関
す
る
不
正
行
為
（
不

競
法
二
条
一
項
七
号
）
に
対
す
る
差
止
め
（
同
三
条
一
項
）、
損
害
賠
償
（
同
四
条
）、
侵
害
行
為
を
組
成
し
た
物
の
廃
棄
、
侵
害
行
為
に
供

し
た
設
備
の
除
去
（
同
三
条
二
項
）、
信
用
回
復
措
置
（
同
一
四
条
）
等
の
救
済
を
認
め
て
い
る
こ
と
、
そ
の
救
済
の
前
提
と
し
て
信
義
則

上
の
義
務
を
認
知
す
る
趣
旨
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
信
義
則
上
の
守
秘
義
務
が
退
職
後
も
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
な
い
趣
旨
で
あ
る
も
の

と
解
さ
れ
て
い
る）
₂₂
（

。
し
た
が
っ
て
、
信
義
則
上
の
守
秘
義
務
が
肯
定
さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
た

上
で
、
信
義
則
上
の
余
後
効
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
さ
ら
に
検
討
を
深
め
る
こ
と
と
し
た
い
。
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︱
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法
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︱
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︱
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︱
︱
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（
22
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土
田
道
夫
﹁
競
業
避
止
義
務
と
守
秘
義
務
の
関
係
に
つ
い
て
︱
労
働
法
と
知
的
財
産
法
の
交
錯
﹂
中
嶋
士
元
也
先
生
還
暦
記
念
論
集
﹃
労
働
関
係
法
の
現
代
的
展
開
﹄（
信

山
社
、
二
〇
〇
四
）
一
九
一
頁
、
荒
木
・
前
掲
注
書
（
15
）
二
五
九
頁
、
小
畑
・
前
掲
注
論
文
（
15
）
三
八
頁
。
不
競
法
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
契
約
終
了
後
に
守
秘
条
項
を

締
結
し
て
い
な
く
て
も
、
信
義
則
上
の
守
秘
義
務
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
義
務
に
著
し
く
違
反
し
て
不
正
の
目
的
の
た
め
に
使
用
・
開
示
す
る
場
合
も
不
競
法
違

反
の
対
象
と
し
て
い
る
（
通
商
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
監
修
﹃
営
業
秘
密
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹄（
知
的
財
産
研
究
所
、
一
九
九
一
）
七
九
頁
）。


